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0 4408 Ａra ｈ 2（ﾋﾟｰﾅｯﾂ由来） 29 110 免疫

0 1671 １１－ＯＨＣＳ 16 60 生化Ⅱ 0 2308 活性型レニン定量(ARC） 16 102 生化Ⅱ

0 1587 1-25-(ＯＨ)2ビタミンＤ3 12 388 生化Ⅰ 0 2479 抗ＡＲＳ抗体 34 190 免疫

0 1908 （１－３）β－Ｄグルカン 51 190 免疫 0 1825 抗平滑筋抗体（ASMA） 35 未保点 未保点

0 1449
１，５－ＡＧ（1,5-アンヒドログルシ
トール）

13 80 生化Ⅰ 0 203
ASO定量（抗ストレプトリジン-O価定
量）（ASLO）

39 15 免疫

0 1239
1ＣＴＰ（1型コラーゲン-C-テロペプチ
ド）

26 腫2 腫2 0 1308 アンチトンビン活性(AT活性/ATⅢ） 57 70 血液

0 2484
total Ｐ1ＮＰ(1型プロコラーゲン-N-プ
ロペプチド)

26 160 生化Ⅱ 0 1562 アンチトンビン抗原(AT抗原) 57 70 血液

0 1302
NTx(尿)(1型コラーゲン架橋N-テロペプ
チド)

26 153 生化Ⅱ 0 1194
抗TPO抗体/A-TPO(抗甲状腺ペルオキシ
ダーゼ抗体)

15 138 生化Ⅱ

0 2484
total Ｐ1ＮＰ(1型プロコラーゲン-N-プ
ロペプチド)

26 160 生化Ⅱ 0 1744
AVP（ADH/抗利尿ホルモン/アルギニン-
バゾプレッシン）

14 224 生化Ⅱ

0 1271 ２,５－ヘキサンジオン 5 未保点 未保点 0 1741 Ａ群β溶連菌迅速試験 未掲載 121 免疫

0 2605
25-OHVD(２５-ヒドロキシビタミンD)
ECLIA

12 117 生化Ⅰ B
0 1187

５ＨＩＡＡ（5-ハイドロキシインドール
酢酸）（尿）

16 95 生化Ⅱ 0 1370 BAP(骨型アルカリホスファターゼ) 26 161 生化Ⅱ

0 2597 尿中Ⅳ型コラーゲン 24 179
生化Ⅱ 0 1817

総分岐鎖アミノ酸／チロシンモル比
(BCAA/BTR/TYR)

10 283 生化Ⅱ

0 1849 Ⅳ型コラーゲン 25 131 生化Ⅰ 0 1579 ＢＣＡ－２２５ 21 158 生化Ⅱ

0 1823 Ⅳ型コラーゲン7S 25 148 生化Ⅰ 0 1438 ＢＦＰ（塩基性フェトプロテイン） 20 150 生化Ⅱ

A 0 2234
B細胞表面免疫グロブリンＩｇＧ(Sm-
IgG)

48 155 免疫

0 2453 胃ＡＢＣＤ分類 6 未保点 未保点 0 2235
B細胞表面免疫グロブリンＩｇＭ(Sm-
IgM)

48 155 免疫

0 1311 ＡＢＯ式血液型 32 39 免疫 0 6653 B細胞表面免疫グロブリンＩｇA(Sm-IgA) 48 155 免疫

0 1177 ACTH（副腎皮質刺激ホルモン） 14 184 生化Ⅱ 0 6655 B細胞表面免疫グロブリンＩｇD(Sm-IgD) 48 155 免疫

0 1886
抗アセチルコリンレセプター抗体（抗
AchR抗体）

36 775 免疫 0 6656
B細胞表面免疫グロブリンＩｇκ鎖(Sm-
Igκ（κ鎖))

48 155 免疫

0 1407 ＡＤＡ(アデノシンデアミナーゼ） 6 32 生化Ⅰ 0 6657
B細胞表面免疫グロブリンＩｇλ鎖(Sm-
Igλ（λ鎖）)

48 155 免疫

0 1448 ＡＤＡ（胸水） 6 32 生化Ⅰ 0 1771
尿中免疫電気泳動（BJ蛋白/ﾍﾞｰﾝｽﾞｼﾞｮｰﾝ
ｽﾞ蛋白）

28 201 免疫

0 1797
ＡＦＰ
（α-フェトプロテイン）

20 98 生化Ⅱ 0 1383 ＢＮＰ（脳性ナトリウム利尿ペプチド） 19 130 生化Ⅱ

0 1960 ＡＦＰレクチン分画(αFPクレチン分画) 20 185 生化Ⅱ 0 1936 抗ＢＰ１８０抗体 36 270 免疫

0 1249 抗サイログロブリン抗体(TgAb/A-Tg) 15 136 生化Ⅱ 0 117 尿素窒素(BUN/UN) 7 11 生化Ⅰ

0 104 アルブミン(Alb) 1 11 生化Ⅰ C
0 105 ＡＬＰ(アルカリホスファターゼ) 2 11 生化Ⅰ 0 2265

C1インアクチベータ活性(C1ｲﾝﾋﾋﾞﾀｰ/C1ｴ
ｽﾃﾗｰｾﾞｲﾝﾋﾋﾞﾀｰ）

未掲載 253 免疫

0 1651 ＡＬＰアイソザイム/ＩＦ 2 48 生化Ⅰ 0 1697 Ｃ３ 27 70 免疫

0 1583 アルミニウム(Al) 4 109 生化Ⅰ 0 1698 Ｃ４ 27 70 免疫

0 1786 抗ミトコンドリア抗体(AMA半定量) 35 181 免疫 0 136 カルシウム(Ｃａ) 3 11 生化Ⅰ

0 1339
抗ミトコンドリアＭ２抗体(AMA-M2定
量）

35 189 免疫 0 2052 カルシウム(Ｃａ)（尿） 3 11 生化Ⅰ

0 2403 抗ミュラー管ホルモン（ＡＭＨ） 17 600 生化Ⅱ 0 2727 カルシウム(Ｃａ)（畜尿） 3 11 生化Ⅰ

0 113 アミラーゼ(AMY) 6 11 生化Ⅰ 0 1572 ＣＡ１２５ 21 136 生化Ⅱ

0 2056 アミラーゼ(AMY)（尿） 6 11 生化Ⅰ 0 1589 ＣＡ１５－３ 21 112 生化Ⅱ

0 1939 抗核抗体(ANA） 33 110 免疫 0 1567 ＣＡ１９－９ 20 121 生化Ⅱ

0 2525 抗核抗体(ANA)半定量 33 99 免疫 0 2551 ＣＡ５４/６１ 21 184 生化Ⅱ

0 101 AST（ＧＯＴ） 2 17 生化Ⅰ 0 2544 ＣＡ６０２ 21 190 生化Ⅱ

0 103 ALT（ＧＰＴ） 2 17 生化Ⅰ 0 1292 ＣＡ７２－４ 21 146 生化Ⅱ

0 2748 APOA2アイソフォーム 未掲載 335 生化2 0 9995 特異的IgE（CAPシングルアレルゲン） 29 1430 免疫

0 1833
APTT(活性化部分トロンボプラスチン時
間)

57 29 血液 0 9994 特異的IgE（CAPマルチアレルゲン） 29 1430 免疫

0 2463 抗アクアポリン４抗体（抗AQP-4抗体） 36 1000 免疫 0 1298 ＣＡＰ－ファディアトープ 29 194 免疫
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0 9991 CAP-小児アレルギー16 29 1430 免疫 0 1119
C.ディフィシル毒素（クロストリジオ
ディス・ディフィシル毒素）

41 80 免疫

0 9989 CAP-食物アレルギー16 29 1430 免疫 0 9702
C.ディフィシル遺伝子検出（CDトキシン
B遺伝子）

41 450 微生物

0 9992 CAP-成人喘息16 29 1430 免疫 D
0 9990 CAP-成人アトピー16 29 1430 免疫 0 111 直接ビリルビン（D-Bil） 2 11 生化Ⅰ

0 9993 CAP-鼻炎・喘息16 29 1430 免疫 0 1539 DHEA-S(デヒドロエピアンドロステロン) 16 164 生化Ⅱ

0 9988 CAP-PFAS16 29 1430 免疫 0 1394
ＤＬＳＴ１薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 345 免疫

0 1338
抗ガラクトース欠損IgG抗体定量（CARF
定量/Gal欠損IgG）

35 111 免疫 0 1680
ＤＬＳＴ２薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 425 免疫

0 1496
抗ＣＣＰ抗体（抗シトリン化ペプチド抗
体定量）

35 193 免疫 0 1681
ＤＬＳＴ３薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 515 免疫

0 1182
ＣＣＲ（２４時間）(クレアチニン・ク
リアランス)

7 未保点 未保点 0 1818
ＤＬＳＴ４薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 515 免疫

0 9955 CCR4タンパク/FCM 45 10000 血液 0 1573
ＤＬＳＴ５薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 515 免疫

0 1805 ＣＥＡ（癌胎児性抗原） 20 99 生化Ⅱ 0 1701 抗ＤＮＡ抗体定量 34 159 免疫

0 2435
抗セントロメア抗体定量（抗CENP-B抗体
定量）

34 173 免疫 0 1457 抗ｄｓＤＮＡ－ＩｇＧ抗体定量 34 163 免疫

0 1185 ＣＨ５０（補体価） 27 38 免疫 0 1590 ＤＵＰＡＮ－２ 20 115 生化Ⅱ

0 131 コリンエステラーゼ(Che/Ch-E) 2 11 生化Ⅰ 0 1340 尿中デオキシピリジノリン（DPD） 26 191 生化Ⅱ

0 151 ＣＫ（クレアチニンキナーゼ）(CPK） 2 11 生化Ⅰ 0 1490 Dダイマー 57 127 血液

0 1761
ＣＫアイソザイム(ｸﾚｱﾁﾆﾝキナーゼｱｲｿｻﾞ
ｲﾑ）

2 55 生化Ⅰ E
0 1636 ＣＫ－ＭＢ 2 90 生化Ⅰ 0 1747 エストラジオール(E２） 17 167 生化Ⅱ

0 135 Ｎａ・Ｃｌ(ナトリウム・クロール) 3 11 生化Ⅰ 0 2240 ｅＧＦＲｃｒｅａｔ 7 未保点 未保点

0 2057 Ｎａ・Ｃｌ(ﾅﾄﾘｳﾑ-ｸﾛｰﾙ)（随時尿） 3 11 生化Ⅰ 0 2664 推算ＧＦＲCys 7 未保点 未保点

0 2058 Ｎａ・Ｃｌ(ﾅﾄﾘｳﾑ-ｸﾛｰﾙ)（蓄尿） 3 11 生化Ⅰ F
0 1534 Ｃｌ（髄液） 62 11 生化Ⅰ 0 2728 第Ⅱ因子凝固活性(F２） 58 223 血液

0 1640
抗カルジオリピン抗体ＩｇＧ（抗CL-IgG
抗体）

36 226 免疫 0 8903 第Ⅴ因子凝固活性(F5） 58 223 血液

0 1641
抗カルジオリピン抗体ＩｇＭ（抗CL-IgM
抗体）

36 226 免疫 0 2587 第Ⅶ因子凝固活性(F7） 58 223 血液

0 1374
抗カルジオリピン－β２ＧＰ１抗体（抗
CL-β2GPⅠ複合体抗体)

36 223 免疫 0 1565 第Ⅷ因子凝固活性(F8） 58 223 血液

0 1806
サイトメガロウイルス抗原C10,C11（CMV
抗原C10,C11）

41 366 免疫 0 6661 第Ⅷ因子インヒビター定量(F8INH） 59 144 血液

0 1991
サイトメガロウイルス抗原C7-HRP（CMV
抗原C7-HRP）

41 356 免疫 0 2704 第Ⅸ因子凝固活性(F9） 58 223 血液

0 1903
サイトメガロウイルス核酸検出（CMV核
酸検出-新生児尿）

41 825 微生物 0 6662 第Ⅸ因子インヒビター定量(F9INH） 59 144 血液

0 2030 Ｃ－ペプチド（CPR） 18 105 生化Ⅱ 0 2729 第Ⅹ因子凝固活性(F10） 58 223 血液

0 1710 Ｃ－ペプチド(CPR)（尿） 18 108 生化Ⅱ 0 1569 第Ⅺ凝固因子活性(F11） 58 223 血液

0 2800
CPRインデックス(CPI/Cペプチドイン
デックス)

18 未保点 未保点 0 1570 第Ⅻ因子凝固活性(F12) 59 223 血液

0 1707 クロム（Cr）（血液） 4 未保点 未保点 0 2600 第ⅩⅢ因子凝固活性(F13) 59 223 血液

0 10000 クロム（Cr）（尿） 4 未保点 未保点 0 1326 遊離コレステロール(F-Cho) 8 11 生化Ⅰ

0 143 クレアチニン(Cre/CRE) 7 11 生化Ⅰ 0 1213 ＦＤＰ（繊維素分解産物） 57 95 血液

0 2045 クレアチニン(CRE/Cre)（随時尿） 7 11 生化Ⅰ 0 1214 尿中FDP 57 77 血液

0 2046 クレアチニン(CRE/Cre)（蓄尿） 7 11 生化Ⅰ 0 141 血清鉄(Fe） 4 11 生化Ⅰ

0 202 C-反応性蛋白（CRP定量） 24 16 免疫 0 1804 フェリチン(FER) 4 102 生化Ⅰ

0 1404 CSLEX（シアリルLeｘ抗原） 21 160 生化Ⅱ 0 1318 フィブリノゲン定量(Fib） 57 23 血液

0 1827 カルシトニン(CT) 15 127 生化Ⅱ 0 2606 ＦＩＢ-４ index 2 未保点 未保点

0 1155 銅(Cu)（血清） 4 23 生化Ⅰ 0 1244 フィブリンモノマー複合体(FM定量） 57 215 血液

0 1765 銅(Cu)（尿） 4 23 生化Ⅰ 0 1683 卵胞刺激ホルモン（ＦＳＨ） 14 105 生化Ⅱ

0 9701 C.ディフィシル抗原毒素検査 41 95 免疫 0 1749 FT3（遊離トリヨードサイロニン） 15 121 生化Ⅱ
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0 1788 FT4（遊離サイロキシン） 15 121 生化Ⅱ 0 2474 ＨＩＴ抗体（PF-4ヘパリン複合体） 33 390 免疫

G 0 2501
ＨＩＴ抗体ＩｇＧ（PF-4ヘパリン複合体
IgG抗体）

33 376 免疫

0 1101 グリコアルブミン(GA） 13 55 生化Ⅰ 0 1577 ＨＩＶ抗原抗体 45 127 免疫

0 1375 抗ＧＡＤ抗体 18 134 生化Ⅱ 0 2714 ＨＩＶ-1/2抗体確認検査 45 660 免疫

0 1267 抗糸球体基底膜抗体（抗GBM抗体） 36 257 免疫 0 1800 ＨＩＶ核酸定量 45 520 微生物

0 1174 成長ホルモン(GH） 14 104 生化Ⅱ 0 1469 HLA-A遺伝子型(HLA-A-PCR) 32 未保点 未保点

0 150 血糖(GLU/Glu)（血漿） 13 11 生化Ⅰ 0 2564 HLA-B遺伝子型(HLA-B-PCR) 32 未保点 未保点

0 160 血糖(GLU/Glu)（血清） 13 11 生化Ⅰ 0 2768 HLA-C遺伝子型(HLA-C-PCR) 32 未保点 未保点

0 2664 推算ＧＦＲCys 7 未保点 未保点 0 1356 HLA-DRB1　遺伝子型(PCR) 32 未保点 未保点

H 0 1358 HLA-DPB1　遺伝子型(PCR) 32 未保点 未保点

0 1560 ＨＡ-ＩgG抗体 46 146 免疫 0 2769 HLA-DQA1　遺伝子型(PCR) 32 未保点 未保点

0 1819 ＨＡ-ＩgM抗体 46 146 免疫 0 1357 HLA-DQB1　遺伝子型(PCR) 32 未保点 未保点

0 1295
HＡＮＰ（心房性ナトリウム利尿ペプチ
ド）

19 221 生化Ⅱ 0 2798 HOMA-IR 18 未保点 未保点

0 7205 ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ） 13 49 生化Ⅰ 0 2799 HOMA-β 18 未保点 未保点

0 1689 ＨＢｃ‐IgM抗体 46 146 免疫 0 9551 ＨＰＶ核酸検出（HPV-RNA） 45 350 微生物

0 1872 ＨＢｃ抗体 46 130 免疫 0 2206 ＨＰＶ簡易ジェノタイプ判定 45 347 微生物

0 2246
高感度ＨＢｃ関連抗原定量(HBVコア関連
抗原：HBcrAg)

46 246 免疫 0 2363 ＨＰＶ－ＤＮＡ型判定(PCR-Invader) 45 未保点 未保点

0 1870 ＨＢｅ抗原 46 98 免疫 0 2375 ＨＰＶ－ＤＮＡ型判定／ｒＳＳＯ 45 2000 微生物

0 1871 ＨＢｅ抗体 46 98 免疫 0 1915 単純ヘルペス特異抗原（HSV抗原定性） 41 180 免疫

0 1730 ＨＢｓ抗原定性 46 29 免疫 0 1576 ＨＴＬＶ１抗体ＣＬＩＡ 45 159 免疫

0 1682 ＨＢｓ抗原 46 88 免疫 0 2608 ＨＴＬＶ１抗体－ＬＩＡ法 45 425 免疫

0 1731 ＨＢｓ抗体定性 46 32 免疫 0 2690 ＨＴＬＶ-1核酸検出 45 450 微生物

0 1687 ＨＢｓ抗体 46 88 免疫 0 2536 ＨＶＡ（ホモバニリン酸） 16 69 生化Ⅱ

0 2547 ＨＢＶ核酸定量(HBV-DNA定量） 46 256 微生物 I
0 2367

ＨＢＶ遺伝子型/EIA(HBVジェノタイプ判
定/EIA）

46 340 免疫 0 1472 抗ＩＡ－２抗体 18 213 生化Ⅱ

0 2538
ＨＢＶ遺伝子型ＰＣＲ-Invader(HBVサブ
ジェノタイプ判定検査）

46 未保点 未保点 0 1146 間接ビリルビン（I-BIL） 2 未保点 未保点

0 9971
ＨＢＶプレコア・コアプロモーター変異
株

46 450 微生物 0 1124
モノクローナルRF結合免疫複合体(IC-
mRF)

35 194 免疫

0 1740 HCGヒト絨毛性ゴナドトピン（血清） 17 134 生化Ⅱ 0 1623 免疫電気泳動(IFE）M蛋白同定 28 224 免疫

0 1325 HCGヒト絨毛性ゴナドトピン（尿） 17 134 生化Ⅱ 0 1196 ＩｇＡ 27 38 免疫

0 1799 HCG-βサブユニット(遊離βHCG) 17 129 生化Ⅱ 0 1199 ＩｇＥ 29 100 免疫

0 1547 ＨＣＶ抗体 47 102 免疫 0 9995 特異的IgE（CAPシングルアレルゲン） 29 1430 免疫

0 1279 ＨＣＶコア蛋白-HS 47 102 免疫 0 9994 特異的IgE（CAPマルチアレルゲン） 29 1430 免疫

0 1478 ＨＣＶ核酸定量（HCV-RNA定量） 47 412 微生物 0 1708 ソマトメジンC(IGF-１） 14 212 生化Ⅱ

0 1138 ＨＣＶ群別（グループ分類） 47 215 免疫 0 1195 ＩｇＧ 27 38 免疫

0 1831 ＨＣＶ-RNAｼﾞｪﾉﾀｲﾌﾟ 47 未保点 未保点 0 2676 ＩｇＧ１/ＴＩＡ 28 未保点 未保点

0 733 ＨＤＬコレステロール 8 17 生化Ⅰ 0 2677 ＩｇＧ２/ＴＩＡ 28 388 免疫

0 2542 ｎｏｎＨＤＬ-Ｃ 8 未保点 未保点 0 2678 ＩｇＧ３/ＴＩＡ 28 未保点 未保点

0 2575 ＨＥ４（ヒト精巣上体蛋白4） 21 200 生化Ⅱ 0 2292 ＩｇＧ４/ＬＡ 28 373 免疫

0 2390 血清ＨＥＲ２タンパク 22 360 腫２ 0 1200 ＩｇＧインデックス 28 390 免疫

0 2399 ＨEＶIgA抗体 47 210 免疫 0 2710 特異的ＩｇＧ 鳥 29 873 免疫

0 1305 ＨＧＦ（肝細胞増殖因子） 19 227 生化Ⅱ 0 1506 ＩｇＧ型リウマチ因子 35 198 免疫
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0 1197 ＩｇＭ 27 38 免疫 0 1282
MPO-ANCA(P-ANCA/抗好中球細胞質ミエロ
ペルオキシダーゼ抗体)

36 250 免疫

0 2720 ＩＬ－６(インターロイキン-6)(ECLIA) 51 170 免疫 0 2481
抗ＭｕＳＫ抗体（抗筋特異的チロシンキ
ナーゼ抗体）

36 1000 免疫

0 2020 インスリン(IRI) 18 100 生化Ⅱ 0 1623 免疫電気泳動(IFE）M蛋白同定 28 224 免疫

0 2802
インスリン分泌指数(Insulinemic
Index)

18 未保点 未保点 N
0 140 無機リン(P/IP) 3 17 生化Ⅰ 0 135 Ｎａ・Ｃｌ(ナトリウム・クロール) 3 11 生化Ⅰ

J 0 2057 Ｎａ・Ｃｌ(ﾅﾄﾘｳﾑ-ｸﾛｰﾙ)（随時尿） 3 11 生化Ⅰ

0 2436 抗Ｊｏ－１抗体定量 34 140 免疫 0 2058 Ｎａ・Ｃｌ(ﾅﾄﾘｳﾑ-ｸﾛｰﾙ)（蓄尿） 3 11 生化Ⅰ

K 0 2772 尿中Na/K比 3 未保点 未保点

0 134 カリウム(K) 3 11 生化Ⅰ 0 1435 ＮＣＣ－ＳＴ－４３９ 20 112 生化Ⅱ

0 2049 カリウム(Ｋ)（随時尿） 3 11 生化Ⅰ 0 124 遊離脂肪酸(NEFA） 9 59 生化Ⅰ

0 2050 カリウム(Ｋ)（蓄尿）g/day 3 11 生化Ⅰ 0 1157 アンモニア(NH3) 7 50 生化Ⅰ

0 2222 カリウム(Ｋ)（蓄尿）mEq/day 3 11 生化Ⅰ 0 1795 NMP22定量（尿） 0 147 生化Ⅱ

0 1317 ＫＬ－６ 27 108 生化Ⅰ 0 2542 ｎｏｎＨＤＬ-Ｃ 8 未保点 未保点

L 0 1588 ＮＳＥ（神経特異エノラーゼ） 20 142 生化Ⅱ

0 109 ＬＡＰ(ロイシンアミノペプチダーゼ） 6 11 生化Ⅰ 0 2208 ＮＴ－ＰｒｏＢＮＰ 19 136 生化Ⅱ

0 2319
ループスアンチコアグラント（ＰＬ中
和）(LAC定量/RRVVTループス抗凝固因
子）

35 265 免疫 0 1302
NTx(尿)(1型コラーゲン架橋N-テロペプ
チド)

26 153 生化Ⅱ

0 1315
ループス抗凝固因子－蛇毒（LAC定量
/PLI(NR）

35 265 免疫 0 1270 Ｎ－メチルホルムアミド 5 未保点 未保点

0 112 ＬＤ(LDH） 2 11 生化Ⅰ O
0 1165 ＬＤＨアイソザイム/ＩＦ 2 48 生化Ⅰ 0 1367 オステオカルシン(OC；BGP) 19 153 生化Ⅱ

0 1937 ＬＤＨ（穿刺液） 62 11 生化Ⅰ P
0 1930 ＬＤＬコレステロ－ル 8 18 生化Ⅰ 0 2484

total Ｐ1ＮＰ(1型プロコラーゲン-N-プ
ロペプチド)

26 160 生化Ⅱ

0 2402 ＬＤＬ－Ｃ（Ｆ式） 8 未保点 未保点 0 1801 P-Ⅲ-P（プロコラーゲン-Ⅲ-ペプチド） 25 136 生化Ⅰ

0 2682 ｓｄ-ＬＤＬ 8 未保点 未保点 0 2224 抗ｐ５３抗体 20 163 生化Ⅱ

0 2524 Ｌ/Ｈ比(LDL-C/HDL-C） 8 未保点 未保点 0 140 無機リン(P/IP) 3 17 生化Ⅰ

0 2455 尿中Ｌ型脂肪酸結合蛋白（L-FABP） 24 210 尿便 0 2290 アルドステロン/レニン比（PAC/PRA） 16 未保点 生化Ⅱ

0 1684 黄体形成ホルモン（LH） 14 105 生化Ⅱ 0 2291
アルドステロン/活性レニン定量
（PAC/ARC）

16 未保点 生化Ⅱ

0 1813 リチウム(Li) 53 470 特薬1 0 1470 抗血小板表面IgG（PAIgG） 33 190 免疫

0 1766
抗ＬＫＭ１抗体（抗肝腎ミクロゾーム-1
抗体）

35 215 免疫 0 1282
MPO-ANCA(P-ANCA/抗好中球細胞質ミエロ
ペルオキシダーゼ抗体)

36 250 免疫

0 1858 LPL(リポプロテインリパーゼ) 9 219 生化Ⅰ 0 1262 鉛(Pb) 4 未保点 未保点

0 2702
ＬＲＧ（ロイシンリッチα2グリコプロ
テイン）

27 268 生化Ⅰ 0 2261 プロカルシトニン定量（PCT定量） 51 276 生化Ⅰ

M 0 1378 ＰＦ-４（血小板第4因子） 59 173 血液

0 2500
M2BPGi（Mac-２結合蛋白糖鎖修飾異性
体）

25 194 生化Ⅰ 0 2474 ＨＩＴ抗体（PF-4ヘパリン複合体） 33 390 免疫

0 2451 ＭＡＣ抗体（抗抗酸菌抗体） 39 151 免疫 0 2501
ＨＩＴ抗体ＩｇＧ（PF-4ヘパリン複合体
IgG抗体）

33 376 免疫

0 2528 ＭＡＳＴ３６ 29 1430 免疫 0 2751 プロステートヘルスインデックス(phi) 21 281 生化Ⅱ

0 2397
ＭＤＡ－ＬＤＬ(マロンジアルデヒド修
飾LD)

9 194 生化Ⅰ 0 1845 ＰＩＶＫＡⅡ－ＣＬＩＡ 20 131 生化Ⅱ

0 2554 抗ＭＤＡ５抗体 34 270 免疫 0 125 リン脂質(PL) 9 15 生化Ⅰ

0 1654 Ｍｇ（マグネシウム） 3 11 生化Ⅰ 0 1315
ループス抗凝固因子－蛇毒（LAC定量
/PLI(NR）

35 265 免疫

0 2577 抗Ｍｉ-２抗体 34 270 免疫 0 1917
PR3-ANCA(C-ANCA)（細胞質性好中球細胞
質抗体価）

36 250 免疫

0 1756
MMP-3(マトリックスメタロプロティナー
ゼ3)

35 116 免疫 0 1670 血漿レニン活性(PRA） 16 100 生化Ⅱ

0 1854 マンガン(Mn)（血液） 4 27 生化Ⅰ 0 1743 プロラクチン（PRL） 14 98 生化Ⅱ

0 2766 マンガン(Mn)（尿） 4 27 生化Ⅰ 0 1373
ＰｒｏＧＲＰ（ガストリン放出ペプチド
前駆体)

20 175 生化Ⅱ
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0 1372 高感度PSA（前立腺特異抗原） 21 121 生化Ⅱ 0 2235
B細胞表面免疫グロブリンＩｇＭ(Sm-
IgM)

48 155 免疫

0 1700 ＰＳＡ－ＡＣＴ 21 124 生化Ⅱ 0 6656
B細胞表面免疫グロブリンＩｇκ鎖(Sm-
Igκ（κ鎖))

48 155 免疫

0 8824 PSAレクチン結合分画比(S2，3PSA％) 21 248 生化Ⅱ 0 6657
B細胞表面免疫グロブリンＩｇλ鎖(Sm-
Igλ（λ鎖）)

48 155 免疫

0 1269 フリーPSA/トータルPSA比（PSAＦ/T比） 21 150 生化Ⅱ 0 2519 可溶性ﾒｿﾃﾘﾝ関連ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ(SMRP) 22 220 生化Ⅱ

0 8824 PSAレクチン結合分画比(S2，3PSA％) 21 248 生化Ⅱ 0 2220 ＳＰ－Ａ（肺サーファクタント蛋白A） 27 130 生化Ⅰ

0 1832 PT（プロトロンビン時間） 57 18 血液 0 1293 ＳＰａｎ－１ 20 144 生化Ⅱ

0 1128 PTH-INTACT（副甲状腺ホルモンINTACT） 15 161 生化Ⅱ 0 1902 ＳＰ－Ｄ（肺サーファクタント蛋白D） 27 136 生化Ⅰ

0 2230
ｗｈｏｌｅ－ＰＴＨ(副甲状腺ホルモン
whole)

15 161 生化Ⅱ 0 2432 抗ＳＳ－Ａ/Ro抗体定量 34 161 免疫

0 1614
PTHrP-Intact(PTH関連蛋白-インタクト/
副甲状腺ﾎﾙﾓﾝ関連蛋白-ｲﾝﾀｸﾄ）

15 185 生化Ⅱ 0 2433 抗ＳＳ－Ｂ/La抗体定量 34 153 免疫

0 1396 Ｐ型アミラーゼ定量 6 48 生化Ⅰ 0 1118 抗ｓｓ－ＤＮＡ抗体ＩｇＧ定量 34 159 免疫

Q 0 1355 ＳＴＮ（シアリルTｎ抗原） 21 146 生化Ⅱ

0 2366
ＱＦＴゴールドプラス(結核菌特異的イ
ンターフェロン-γ産生能)

64 593 微生物 0 2801 ＳＵＩＴ 18 未保点 未保点

R T
0 1584 レチノール結合蛋白(RBP） 24 129 免疫 0 4501 ＴＡＲＣ 29 179 免疫

0 1307 網状赤血球数(レチクロ) 56 12 血液 0 1291
トロンビン・アンチトロンビン複合体
(TAT）

57 166 血液

0 1695 リウマチ因子(RF）定量 35 30 免疫 0 1158 ＴＢＧ（サイロキシン結合グロブリン） 15 130 生化Ⅱ

0 1312 Ｒｈ式血液型 32 39 免疫 0 110 総ビリルビン（T-BIL） 2 11 生化Ⅰ

0 1371
RLPコレステロール(レムナント様リポ蛋
白コレステロール）

8 174 生化Ⅰ 0 107 総コレステロール(TC/T-Cho) 8 17 生化Ⅰ

0 2332 抗ＲＮＡポリメラーゼⅢ抗体 34 166 免疫 0 123 中性脂肪(TG） 8 11 生化Ⅰ

0 2743 抗ＲＮＰ抗体/半定量 34 144 免疫 0 1610 サイログロブリン（Tg） 15 128 生化Ⅱ

0 2576 ＲＯＭＡ（卵巣悪性腫瘍推定値） 21 未保点 未保点 0 1249 抗サイログロブリン抗体(TgAb/A-Tg) 15 136 生化Ⅱ

0 1260 ＲＰＲ定性 37 15 免疫 0 149 ＴＩＢＣ(総鉄結合能) 4 11 生化Ⅰ

0 1251 ＲＰＲ定量 37 34 免疫 0 2562 抗ＴＩＦ1-γ抗体 34 270 免疫

0 2319
ループスアンチコアグラント（ＰＬ中
和）(LAC定量/RRVVTループス抗凝固因
子）

35 265 免疫 0 1916 チミジンキナーゼ活性（TK活性） 22 233 血液

S 0 1989 トロンボモジュリン(TM） 59 204 血液

0 1405 血清アミロイドA蛋白（SAA） 24 47 生化Ⅱ 0 1429 淋菌及びクラミジアトラコマチス/TMA 38 270 微生物

0 1345 ＳＣＣ抗原(扁平上皮癌関連抗原) 20 101 生化Ⅱ 0 1493 心筋トロポニンＴ(TNT） 25 109 生化Ⅰ

0 2707 ＳＣＣＡ２ 未掲載 300 免疫 0 2484
total Ｐ1ＮＰ(1型プロコラーゲン-N-プ
ロペプチド)

26 160 生化Ⅱ

0 2434 抗Ｓｃｌ－７０抗体定量 34 157 免疫 0 102 総蛋白(TP) 1 11 生化Ⅰ

0 2682 ｓｄ-ＬＤＬ 8 未保点 未保点 0 1133
ト－タルＰＡＩ－１（ｔPA-PAＩ-1複合
体）

58 240 血液

0 1923 セレン(Ｓｅ）(血清) 4 144 生化Ⅰ 0 1253 ＴＰ抗体(TPHA）定性 37 32 免疫

0 2586
可溶性フィブリンモノマー複合体定性
(SF定性)

57 93 血液 0 1258 ＴＰ抗体(TPHA）定量 37 53 免疫

0 8900 sFlt-1/PIGF比 17 340 生化Ⅱ 0 1194
抗TPO抗体/A-TPO(抗甲状腺ペルオキシ
ダーゼ抗体)

15 138 生化Ⅱ

0 1244 フィブリンモノマー複合体(FM定量） 57 215 血液 0 2442 TRAb定量(第3世代)/TSHレセプター抗体 15 208 生化Ⅱ

0 1914
可溶性ＩＬ－２レセプター(sIL-2レセプ
ター)

22 438 生化Ⅱ 0 2244
TRACP-5b(酒石酸抵抗性ホスファターゼ5
ｂ)

26 156 生化Ⅱ

0 6658 細胞表面マーカーSingl-color 48 185　　（一連）免疫

0 1811 ＳＬＸ（シアリルLeｘ-i抗原） 20 140 生化Ⅱ 0 トランスフェリン飽和度（ＴＳＡＴ）

0 2430 抗Ｓｍ抗体定量（抗SmDp抗体定量） 34 147 免疫 0 1649 トランスフェリン(Tｆ） 24 60 免疫

0 6653 B細胞表面免疫グロブリンＩｇA(Sm-IgA) 48 155 免疫 0 1166 TSH(甲状腺刺激ホルモン) 15 98 生化Ⅱ

0 6655 B細胞表面免疫グロブリンＩｇD(Sm-IgD) 48 155 免疫 0 2437
Ｔ－ＳＰＯＴ．ＴＢ(結核菌特異的イン
ターフェロン-γ遊離試験)

64 593 微生物

0 2234
B細胞表面免疫グロブリンＩｇＧ(Sm-
IgG)

48 155 免疫 0 2738 ﾄﾘｺﾓﾅｽ・ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ/PCR(TV・MG/PCR） 38 350 微生物

0
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0 6659 細胞表面マーカーTwo-color 48 185　　（一連）免疫 0 1264
尿中δ－アミノレブリン酸（δ-ALA定
量）

5 106 尿便

0 2537 Ｔ細胞・Ｂ細胞百分率 48 193 免疫 あ

U 0 2202 アカントアメーバ(ｱｶﾝｿｱﾒｰﾊﾞ) 61 未保点 未保点

0 2431 抗RNP抗体定量（抗U1-RNP抗体定量） 34 144 免疫 0 1762 亜鉛(Zn)(血清) 4 132 生化Ⅰ

0 119 尿酸(UA) 7 11 生化Ⅰ 0 1763 亜鉛(Zn)（尿） 4 136 生化Ⅰ

0 2047 尿酸(UA)（随時尿） 7 11 生化Ⅰ 0 1848 ビタミンＣ(アスコルビン酸) 12 296 生化Ⅰ

0 2048 尿酸(UA)（蓄尿） 7 11 生化Ⅰ 0 1554 アスペルギルス抗原ＥＩＡ 51 157 免疫

0 2251
ucOC（低カルボキシル化オステオカルシ
ン）

19 154 生化Ⅱ 0 2723 アスペルギルスＩｇＧ抗体 51 390 免疫

0 1742 ＵＩＢＣ(不飽和鉄結合能) 4 11 生化Ⅰ 0 1232 アセトアミノフェン 54 180 生化Ⅰ

0 117 尿素窒素(BUN/UN) 7 11 生化Ⅰ 0 1643 アセトン（尿） 5 未保点 未保点

V 0 2213 アディポネクチン 19 未保点 未保点

0 2310 ＶＥＧＦ(血清) 19 460 生化Ⅰ 0 1407 ＡＤＡ(アデノシンデアミナーゼ） 6 32 生化Ⅰ

0 2527 Ｖｉｅｗ３９ 29 1430 免疫 0 1448 ＡＤＡ（胸水） 6 32 生化Ⅰ

0 2535 ＶＭＡ（バニルマンデル酸） 16 90 生化Ⅱ 0 1331 アポリポ蛋白ＡⅠ 9 31 生化Ⅰ

0 2722
フォン・ウイルブランド因子活性（VWF
活性）

59 126 血液 0 1332 アポリポ蛋白ＡⅡ 9 31 生化Ⅰ

0 6664
フォン・ウイルブランド因子抗原量
（VWF抗原）

59 147 血液 0 1333 アポリポ蛋白Ｂ 9 31 生化Ⅰ

0 1929 水痘帯状ﾍﾙﾍﾟｽ特異抗原（VZV抗原定性） 41 227 免疫 0 1334 アポリポ蛋白ＣⅡ 9 31 生化Ⅰ

W 0 1335 アポリポ蛋白ＣⅢ 9 31 生化Ⅰ

0 2230
ｗｈｏｌｅ－ＰＴＨ(副甲状腺ホルモン
whole)

15 161 生化Ⅱ 0 1336 アポリポ蛋白Ｅ 9 31 生化Ⅰ

Z 0 1901 アミオダロン 54 470 特薬1

0 1762 亜鉛(Zn)(血清) 4 132 生化Ⅰ 0 1896 アミカシン 53 470 特薬1

0 1763 亜鉛(Zn)（尿） 4 136 生化Ⅰ 0 1526 アミノ酸分析－総（血漿） 10 1074 生化Ⅱ

0 1838 アミノ酸分析－特定項目 10 1074 生化Ⅱ

0 1395
α１酸性糖蛋白（α１-アシッドグリコ
プロテイン）

24 未保点 未保点 0 1817
総分岐鎖アミノ酸／チロシンモル比
(BCAA/BTR/TYR)

10 283 生化Ⅱ

0 1645 α１アンチトリプシン 24 80 血液 0 113 アミラーゼ(AMY) 6 11 生化Ⅰ

0 1884 α１マイクログロブリン（α１MG） 25 129 免疫 0 2056 アミラーゼ(AMY)（尿） 6 11 生化Ⅰ

0 1885
α1マイクログロブリン（α１MG）
（尿）

25 132 生化Ⅱ 0 1663 アミラーゼアイソザイム 6 48 生化Ⅰ

0 1657 α２マクログロブリン(α2MG) 24 138 血液 0 1396 Ｐ型アミラーゼ定量 6 48 生化Ⅰ

0 1555
プラスミン・プラスミンインヒビター複
合体（α2PIC）

58 150 血液 0 1405 血清アミロイドA蛋白（SAA） 24 47 生化Ⅱ

0 1397
アンチプラスミン活性（α２プラスミン
インヒビター）

58 128 血液 0 105 ＡＬＰ(アルカリホスファターゼ) 2 11 生化Ⅰ

0 1797
ＡＦＰ
（α-フェトプロテイン）

20 98 生化Ⅱ 0 1651 ＡＬＰアイソザイム/ＩＦ 2 48 生化Ⅰ

0 1960 ＡＦＰレクチン分画(αFPクレチン分画) 20 185 生化Ⅱ 0 1744
AVP（ADH/抗利尿ホルモン/アルギニン-
バゾプレッシン）

14 224 生化Ⅱ

0 1755 β２ＭＧ（β２MG）（尿） 25 98 免疫 0 1688 アルドステロン 16 122 生化Ⅱ

0 1754 β２-マイクログロブリン（β２MG） 25 98 免疫 0 2290 アルドステロン/レニン比（PAC/PRA） 16 未保点 生化Ⅱ

0 1908 （１－３）β－Ｄグルカン 51 190 免疫 0 2291
アルドステロン/活性レニン定量
（PAC/ARC）

16 未保点 生化Ⅱ

0 1379 β－ＴＧ（β-トロンボグロブリン） 59 171 血液 0 104 アルブミン(Alb) 1 11 生化Ⅰ

0 121 β－リポ蛋白 9 未保点 未保点 0 1797
ＡＦＰ
（α-フェトプロテイン）

20 98 生化Ⅱ

0 9447
抗β2グリコプロテインⅠ抗体 IgG(抗β
2GP1 IgG)

36 226 免疫 0 1767
尿アルブミン・クレアチニン補正（随
時）

1 99 尿便

0 9448
抗β2グリコプロテインⅠ抗体 IgM(抗β
２GPⅠ-IgM抗体)

36 226 免疫 0 2260 尿アルブミン（蓄尿） 60 99 尿便

0 153 γ－ＧＴＰ 2 11 生化Ⅰ 0 1228 アルベカシン 53 470 特薬1

0 1430 γ－Ｓｍ(γ-セミノプロテイン) 21 187 生化Ⅱ 0 1583 アルミニウム(Al) 4 109 生化Ⅰ
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0 1308 アンチトンビン活性(AT活性/ATⅢ） 57 70 血液 0 2222 カリウム(Ｋ)（蓄尿）mEq/day 3 11 生化Ⅰ

0 1562 アンチトンビン抗原(AT抗原) 57 70 血液 0 1827 カルシトニン(CT) 15 127 生化Ⅱ

0 1397
アンチプラスミン活性（α２プラスミン
インヒビター）

58 128 血液 0 136 カルシウム(Ｃａ) 3 11 生化Ⅰ

0 1449
１，５－ＡＧ（1,5-アンヒドログルシ
トール）

13 80 生化Ⅰ 0 2052 カルシウム(Ｃａ)（尿） 3 11 生化Ⅰ

0 1157 アンモニア(NH3) 7 50 生化Ⅰ 0 2727 カルシウム(Ｃａ)（畜尿） 3 11 生化Ⅰ

い 0 1905 カルニチン 12 95 生化Ⅰ

0 2453 胃ＡＢＣＤ分類 6 未保点 未保点 0 1874 カルバマゼピン 52 470 特薬1

0 7204 イマチニブ 53 470 特薬1 0 2571 便中カルプロテクチン 27 270 尿便

0 2020 インスリン(IRI) 18 100 生化Ⅱ 0 1305 ＨＧＦ（肝細胞増殖因子） 19 227 生化Ⅱ

0 2733 インスリン抗体 18 107 免疫 0 1745 カンジダマンナン抗原 51 134 免疫

0 2720 ＩＬ－６(インターロイキン-6)(ECLIA) 51 170 免疫 0 1245 関節液一般(関節液中結晶鑑別) 62 50 尿便

0 2802
インスリン分泌指数(Insulinemic
Index)

18 未保点 未保点 0 2750 細胞数（関節液） 62 未保点 未保点

う 0 2749 細胞分類（関節液） 62 未保点 未保点

0 9703 ウイルス抗体価 40 79 免疫 0 1319 間接ク－ムス試験 32 47 免疫

0 9704 グロブリン別ウイルス抗体価 40 200 免疫 0 1805 ＣＥＡ（癌胎児性抗原） 20 99 生化Ⅱ

え 0 1204 寒冷凝集反応 39 11 免疫

0 1747 エストラジオール(E２） 17 167 生化Ⅱ く

0 1557 エラスターゼ１ 6 120 生化Ⅱ 0 1120
クラミジアトラコマチス抗体IgA、IgG抗
体

38 200 免疫

0 1820 エリスロポエチン 19 209 生化Ⅱ 0 2674 クラミドフィラ・ニューモニエIgG抗体 38 70 免疫

0 2455 尿中Ｌ型脂肪酸結合蛋白（L-FABP） 24 210 尿便 0 2675 クラミドフィラ・ニューモニエIgA抗体 38 75 免疫

0 1438 ＢＦＰ（塩基性フェトプロテイン） 20 150 生化Ⅱ 0 1938 クラミドフィラ・ニューモニエIgM抗体 38 152 免疫

0 1851 エンドトキシン定量 51 229 免疫 0 1729
クラミドフィラ・シッタシ抗体（オウム
病抗体)

38 79 免疫

0 1201 透析液エンドトキシン濃度 51 未保点 未保点 0 1127
クラミジア・トラコマチス核酸検出
(PCR）

38 188 微生物

お 0 1633 クリオグロブリン定性 28 42 免疫

0 1684 黄体形成ホルモン（LH） 14 105 生化Ⅱ 0 1101 グリコアルブミン(GA） 13 55 生化Ⅰ

0 1718 プロゲステロン（黄体ホルモン） 17 139 生化Ⅱ 0 1439
クリプトコックス・ネオフォルマンス抗
原

51 166 免疫

0 2601 オートタキシン 25 194 生化Ⅰ 0 143 クレアチニン(Cre/CRE) 7 11 生化Ⅰ

0 1367 オステオカルシン(OC；BGP) 19 153 生化Ⅱ 0 2045 クレアチニン(CRE/Cre)（随時尿） 7 11 生化Ⅰ

0 2215 オリゴクロ－ナルバンド 28 522 尿便 0 2046 クレアチニン(CRE/Cre)（蓄尿） 7 11 生化Ⅰ

か 0 1182
ＣＣＲ（２４時間）(クレアチニン・ク
リアランス)

7 未保点 未保点

0 1373
ＰｒｏＧＲＰ（ガストリン放出ペプチド
前駆体)

20 175 生化Ⅱ 0 151 ＣＫ（クレアチニンキナーゼ）(CPK） 2 11 生化Ⅰ

0 1833
APTT(活性化部分トロンボプラスチン時
間)

57 29 血液 0 1761
ＣＫアイソザイム(ｸﾚｱﾁﾆﾝキナーゼｱｲｿｻﾞ
ｲﾑ）

2 55 生化Ⅰ

0 2308 活性型レニン定量(ARC） 16 102 生化Ⅱ 0 135 Ｎａ・Ｃｌ(ナトリウム・クロール) 3 11 生化Ⅰ

0 1844 カテコールアミン３分画 16 161 生化Ⅱ 0 2740 クロザピン 53 470 特薬1

0 2214 ガバペンチン 52 470 特薬1 0 1119
C.ディフィシル毒素（クロストリジオ
ディス・ディフィシル毒素）

41 80 免疫

0 2586
可溶性フィブリンモノマー複合体定性
(SF定性)

57 93 血液 0 1883 クロナゼパム 52 470 特薬1

0 2519 可溶性ﾒｿﾃﾘﾝ関連ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ(SMRP) 22 220 生化Ⅱ 0 1812 クロバザム 52 470 特薬1

0 1914
可溶性ＩＬ－２レセプター(sIL-2レセプ
ター)

22 438 生化Ⅱ 0 9704 グロブリン別ウイルス抗体価 40 200 免疫

0 134 カリウム(K) 3 11 生化Ⅰ 0 1707 クロム（Cr）（血液） 4 未保点 未保点

0 2049 カリウム(Ｋ)（随時尿） 3 11 生化Ⅰ 0 10000 クロム（Cr）（尿） 4 未保点 未保点

0 2050 カリウム(Ｋ)（蓄尿）g/day 3 11 生化Ⅰ 0
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け 0 2525 抗核抗体(ANA)半定量 33 99 免疫

0 1306 血液像 56 15 血液 0 1939 抗核抗体(ANA） 33 110 免疫

0 2073 血液像（目視） 56 25 血液 0 1338
抗ガラクトース欠損IgG抗体定量（CARF
定量/Gal欠損IgG）

35 111 免疫

0 2366
ＱＦＴゴールドプラス(結核菌特異的イ
ンターフェロン-γ産生能)

64 593 微生物 0 1374
抗カルジオリピン－β２ＧＰ１抗体（抗
CL-β2GPⅠ複合体抗体)

36 223 免疫

0 2437
Ｔ－ＳＰＯＴ．ＴＢ(結核菌特異的イン
ターフェロン-γ遊離試験)

64 593 微生物 0 1640
抗カルジオリピン抗体ＩｇＧ（抗CL-IgG
抗体）

36 226 免疫

0 1378 ＰＦ-４（血小板第4因子） 59 173 血液 0 1641
抗カルジオリピン抗体ＩｇＭ（抗CL-IgM
抗体）

36 226 免疫

0 1670 血漿レニン活性(PRA） 16 100 生化Ⅱ 0 1766
抗ＬＫＭ１抗体（抗肝腎ミクロゾーム-1
抗体）

35 215 免疫

0 1405 血清アミロイドA蛋白（SAA） 24 47 生化Ⅱ 0 2246
高感度ＨＢｃ関連抗原定量(HBVコア関連
抗原：HBcrAg)

46 246 免疫

0 141 血清鉄(Fe） 4 11 生化Ⅰ 0 1372 高感度PSA（前立腺特異抗原） 21 121 生化Ⅱ

0 160 血糖(GLU/Glu)（血清） 13 11 生化Ⅰ 0 2481
抗ＭｕＳＫ抗体（抗筋特異的チロシンキ
ナーゼ抗体）

36 1000 免疫

0 150 血糖(GLU/Glu)（血漿） 13 11 生化Ⅰ 0 1322 抗血小板抗体 33 261 免疫

0 1807 ケトン体分画 13 59 生化Ⅰ 0 1470 抗血小板表面IgG（PAIgG） 33 190 免疫

0 1894 ゲンタマイシン 53 470 特薬1 0 2451 ＭＡＣ抗体（抗抗酸菌抗体） 39 151 免疫

こ 0 1282
MPO-ANCA(P-ANCA/抗好中球細胞質ミエロ
ペルオキシダーゼ抗体)

36 250 免疫

0 2479 抗ＡＲＳ抗体 34 190 免疫 0 1166 TSH(甲状腺刺激ホルモン) 15 98 生化Ⅱ

0 1936 抗ＢＰ１８０抗体 36 270 免疫 0 1384
ＴＳＡｂ(甲状腺刺激抗体/TSH刺激性レ
セプター抗体)

15 330 免疫

0 1496
抗ＣＣＰ抗体（抗シトリン化ペプチド抗
体定量）

35 193 免疫 0 1194
抗TPO抗体/A-TPO(抗甲状腺ペルオキシ
ダーゼ抗体)

15 138 生化Ⅱ

0 1701 抗ＤＮＡ抗体定量 34 159 免疫 0 1249 抗サイログロブリン抗体(TgAb/A-Tg) 15 136 生化Ⅱ

0 1457 抗ｄｓＤＮＡ－ＩｇＧ抗体定量 34 163 免疫 0 2072 好酸球数 56 17 血液

0 1375 抗ＧＡＤ抗体 18 134 生化Ⅱ 0 1303 鼻汁好酸球 56 15 血液

0 1472 抗ＩＡ－２抗体 18 213 生化Ⅱ 0 1267 抗糸球体基底膜抗体（抗GBM抗体） 36 257 免疫

0 2436 抗Ｊｏ－１抗体定量 34 140 免疫 0 1496
抗ＣＣＰ抗体（抗シトリン化ペプチド抗
体定量）

35 193 免疫

0 1766
抗ＬＫＭ１抗体（抗肝腎ミクロゾーム-1
抗体）

35 215 免疫 0 203
ASO定量（抗ストレプトリジン-O価定
量）（ASLO）

39 15 免疫

0 2554 抗ＭＤＡ５抗体 34 270 免疫 0 2435
抗セントロメア抗体定量（抗CENP-B抗体
定量）

34 173 免疫

0 2577 抗Ｍｉ-２抗体 34 270 免疫 0 1499 抗デスモグレ１抗体 36 300 免疫

0 2481
抗ＭｕＳＫ抗体（抗筋特異的チロシンキ
ナーゼ抗体）

36 1000 免疫 0 1507 抗デスモグレ３抗体 36 270 免疫

0 2224 抗ｐ５３抗体 20 163 生化Ⅱ 0 1482 抗トリコスポロン・アサヒ抗体 51 847 免疫

0 2332 抗ＲＮＡポリメラーゼⅢ抗体 34 166 免疫 0 1240
抗胃壁細胞抗体（抗バリエタル細胞抗
体）

35 未保点 未保点

0 2431 抗RNP抗体定量（抗U1-RNP抗体定量） 34 144 免疫 0 1825 抗平滑筋抗体（ASMA） 35 未保点 未保点

0 2743 抗ＲＮＰ抗体/半定量 34 144 免疫 0 1786 抗ミトコンドリア抗体(AMA半定量) 35 181 免疫

0 2434 抗Ｓｃｌ－７０抗体定量 34 157 免疫 0 1339
抗ミトコンドリアＭ２抗体(AMA-M2定
量）

35 189 免疫

0 2430 抗Ｓｍ抗体定量（抗SmDp抗体定量） 34 147 免疫 0 2403 抗ミュラー管ホルモン（ＡＭＨ） 17 600 生化Ⅱ

0 2432 抗ＳＳ－Ａ/Ro抗体定量 34 161 免疫 0 1744
AVP（ADH/抗利尿ホルモン/アルギニン-
バゾプレッシン）

14 224 生化Ⅱ

0 2433 抗ＳＳ－Ｂ/La抗体定量 34 153 免疫 0 1370 BAP(骨型アルカリホスファターゼ) 26 161 生化Ⅱ

0 1118 抗ｓｓ－ＤＮＡ抗体ＩｇＧ定量 34 159 免疫 0 1227
コハク酸シベンゾリン（シベンゾリンコ
ハク酸塩）

54 470 特薬1

0 2562 抗ＴＩＦ1-γ抗体 34 270 免疫 0 1239
1ＣＴＰ（1型コラーゲン-C-テロペプチ
ド）

26 腫2 腫2

0 9447
抗β2グリコプロテインⅠ抗体 IgG(抗β
2GP1 IgG)

36 226 免疫 0 131 コリンエステラーゼ(Che/Ch-E) 2 11 生化Ⅰ

0 9448
抗β2グリコプロテインⅠ抗体 IgM(抗β
２GPⅠ-IgM抗体)

36 226 免疫 0 1179 コルチゾール 16 121 生化Ⅱ

0 2463 抗アクアポリン４抗体（抗AQP-4抗体） 36 1000 免疫 さ

0 1886
抗アセチルコリンレセプター抗体（抗
AchR抗体）

36 775 免疫 0 1826
シフラ（サイトケラチン19フラグメン
ト）

20 154 生化Ⅱ

0 1240
抗胃壁細胞抗体（抗バリエタル細胞抗
体）

35 未保点 未保点 0 1806
サイトメガロウイルス抗原C10,C11（CMV
抗原C10,C11）

41 366 免疫

索　引（五十音順）

索引　8 



行 項目ＣＤ 項目名称 ページ
保険
点数

判断料
区分

行 項目ＣＤ 項目名称 ページ
保険
点数

判断料
区分

0 1991
サイトメガロウイルス抗原C7-HRP（CMV
抗原C7-HRP）

41 356 免疫 0 1186 膵ホスホリパーゼＡ２ 6 204 生化Ⅰ

0 1903
サイトメガロウイルス核酸検出（CMV核
酸検出-新生児尿）

41 825 微生物 0 1265 スチレン代謝物（マンデル酸） 5 未保点 未保点

0 1917
PR3-ANCA(C-ANCA)（細胞質性好中球細胞
質抗体価）

36 250 免疫 せ

0 6658 細胞表面マーカーSingl-color 48 185　　（一連）免疫 0 1275 精液一般検査 61 62 尿便

0 6659 細胞表面マーカーTwo-color 48 185　　（一連）免疫 0 1174 成長ホルモン(GH） 14 104 生化Ⅱ

0 1158 ＴＢＧ（サイロキシン結合グロブリン） 15 130 生化Ⅱ 0 2438 赤痢アメーバ（便） 61 45 微生物

0 1610 サイログロブリン（Tg） 15 128 生化Ⅱ 0 9996 赤血球遊離プロトポルフィリン 5 未保点 未保点

0 1249 抗サイログロブリン抗体(TgAb/A-Tg) 15 136 生化Ⅱ 0 1655 セルロプラスミン 24 90 免疫

0 7206 サルチル酸 54 470 特薬1 0 1923 セレン(Ｓｅ）(血清) 4 144 生化Ⅰ

し 0 1751 セロトニン（血液） 16 未保点 未保点

0 1881 ジアゼパム 52 470 特薬1 0 1213 ＦＤＰ（繊維素分解産物） 57 95 血液

0 1686 ビタミンＢ１２(シアノコバラミン) 12 134 生化Ⅰ 0 1150 穿刺液一般(胸水・腹水等) 62 未保点 未保点

0 1404 CSLEX（シアリルLeｘ抗原） 21 160 生化Ⅱ 0 2496 細胞数（穿刺液）(関節液等) 62 未保点 未保点

0 1811 ＳＬＸ（シアリルLeｘ-i抗原） 20 140 生化Ⅱ 0 2497 細胞分類（穿刺液）(関節液等) 62 未保点 未保点

0 1355 ＳＴＮ（シアリルTｎ抗原） 21 146 生化Ⅱ 0 1543 蛋白定量（穿刺液） 62 11 生化Ⅰ

0 1504 シクロスポリン（血液） 53 470 特薬1 0 1151 糖定量（穿刺液） 62 11 生化Ⅰ

0 1713 ジゴキシン 54 470 特薬1 0 1544 淋菌リアルタイムＰＣＲ(淋菌核酸同定) 38 198 微生物

0 1488 シスタチンＣ 7 109 生化Ⅰ 0 1937 ＬＤＨ（穿刺液） 62 11 生化Ⅰ

0 1887 ジソピラミド 54 470 特薬1 0 1372 高感度PSA（前立腺特異抗原） 21 121 生化Ⅱ

0 1826
シフラ（サイトケラチン19フラグメン
ト）

20 154 生化Ⅱ そ

0 1227
コハク酸シベンゾリン（シベンゾリンコ
ハク酸塩）

54 470 特薬1 0 107 総コレステロール(TC/T-Cho) 8 17 生化Ⅰ

0 1563 脂肪酸４分画 9 389 生化Ⅱ 0 1868 総胆汁酸 10 47 生化Ⅰ

0 2508 脂肪染色（ｽﾞﾀﾞﾝⅢ染色） 61 20 尿便 0 102 総蛋白(TP) 1 11 生化Ⅰ

0 2244
TRACP-5b(酒石酸抵抗性ホスファターゼ5
ｂ)

26 156 生化Ⅱ 0 149 ＴＩＢＣ(総鉄結合能) 4 11 生化Ⅰ

0 1295
HＡＮＰ（心房性ナトリウム利尿ペプチ
ド）

19 221 生化Ⅱ 0 1817
総分岐鎖アミノ酸／チロシンモル比
(BCAA/BTR/TYR)

10 283 生化Ⅱ

0 1493 心筋トロポニンＴ(TNT） 25 109 生化Ⅰ 0 1891 ゾニサミド 52 470 特薬1

0 1830 心筋トロポニンＴ定性 25 112 生化Ⅰ 0 1708 ソマトメジンC(IGF-１） 14 212 生化Ⅱ

0 1296 心室筋ミオシン軽鎖１ 25 184 生化Ⅰ た

0 9995 特異的IgE（CAPシングルアレルゲン） 29 1430 免疫 0 2728 第Ⅱ因子凝固活性(F２） 58 223 血液

0 1588 ＮＳＥ（神経特異エノラーゼ） 20 142 生化Ⅱ 0 8903 第Ⅴ因子凝固活性(F5） 58 223 血液

0 1782 浸透圧 5 15 血液 0 2587 第Ⅶ因子凝固活性(F7） 58 223 血液

0 1793 浸透圧（尿） 5 16 尿便 0 1565 第Ⅷ因子凝固活性(F8） 58 223 血液

0 1787 浸透圧（透析液） 5 160 尿便 0 6661 第Ⅷ因子インヒビター定量(F8INH） 59 144 血液

す 0 2704 第Ⅸ因子凝固活性(F9） 58 223 血液

0 2664 推算ＧＦＲCys 7 未保点 未保点 0 6662 第Ⅸ因子インヒビター定量(F9INH） 59 144 血液

0 1929 水痘帯状ﾍﾙﾍﾟｽ特異抗原（VZV抗原定性） 41 227 免疫 0 2729 第Ⅹ因子凝固活性(F10） 58 223 血液

0 1531 髄液一般検査 62 62 尿便 0 1569 第Ⅺ凝固因子活性(F11） 58 223 血液

0 1533 蛋白定量（髄液） 62 11 生化Ⅰ 0 1570 第Ⅻ因子凝固活性(F12) 59 223 血液

0 1532 糖定量（髄液） 62 11 生化Ⅰ 0 2600 第ⅩⅢ因子凝固活性(F13) 59 223 血液

0 1534 Ｃｌ（髄液） 62 11 生化Ⅰ 0 1243
大腸菌ベロ毒素迅速検査（大腸菌ベロト
キシン定性）

41 189 微生物

0 2671 膵グルカゴン 18 150 生化Ⅱ 0 1230 タクロリムス 53 470 特薬1
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0 1915 単純ヘルペス特異抗原（HSV抗原定性） 41 180 免疫 0 2710 特異的ＩｇＧ 鳥 29 873 免疫

0 102 総蛋白(TP) 1 11 生化Ⅰ 0 1847 ビタミンＥ(トコフェロール) 12 未保点 未保点

0 2060 蛋白定量(TP/UTP)（蓄尿） 60 7 尿便 0 9874
ビタミンＥ分画(トコフェロール同族体
分画)

12 未保点 未保点

0 2061 蛋白定量(TP/UTP)（随時尿） 60 7 生化Ⅰ 0 1133
ト－タルＰＡＩ－１（ｔPA-PAＩ-1複合
体）

58 240 血液

0 800 蛋白分画 1 18 生化1 0 2396 トピラマート 52 470 特薬1

ち 0 1895 トブラマイシン 53 470 特薬1

0 1679 ビタミンＢ１(チアミン) 12 239 生化Ⅰ 0 1586 トランスサイレチン（プレアルブミン） 24 101 免疫

0 123 中性脂肪(TG） 8 11 生化Ⅰ 0 1649 トランスフェリン(Tｆ） 24 60 免疫

0 1522 虫卵塗抹 61 20 尿便 0 1775
トランスフェリン（尿）(尿中マイクロ
トランスフェリン）

24 98 尿便

0 1523 虫卵集卵 61 15 尿便 0 2555 トランスフェリン飽和度（ＴＳＡＴ） 4 未保点 未保点

0 1316 直接クームス試験 32 34 免疫 0 2738 ﾄﾘｺﾓﾅｽ・ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ/PCR(TV・MG/PCR） 38 350 微生物

0 1916 チミジンキナーゼ活性（TK活性） 22 233 血液 0 1482 抗トリコスポロン・アサヒ抗体 51 847 免疫

つ 0 1582 トリプシン 7 189 生化Ⅰ

0 1139 ツツガ虫－カープＩｇＧ 40 203 免疫 0 1830 心筋トロポニンＴ定性 25 112 生化Ⅰ

0 1140 ツツガ虫－カープＩｇＭ 40 203 免疫 0 1291
トロンビン・アンチトロンビン複合体
(TAT）

57 166 血液

0 1141 ツツガ虫－カトーＩｇＧ 40 203 免疫 0 1989 トロンボモジュリン(TM） 59 204 血液

0 1142 ツツガ虫－カトーＩｇＭ 40 203 免疫 な

0 1143 ツツガ虫－ギリアムＩｇＧ 40 203 免疫 0 135 Ｎａ・Ｃｌ(ナトリウム・クロール) 3 11 生化Ⅰ

0 1144 ツツガ虫－ギリアムＩｇＭ 40 203 免疫 0 2057 Ｎａ・Ｃｌ(ﾅﾄﾘｳﾑ-ｸﾛｰﾙ)（随時尿） 3 11 生化Ⅰ

て 0 2058 Ｎａ・Ｃｌ(ﾅﾄﾘｳﾑ-ｸﾛｰﾙ)（蓄尿） 3 11 生化Ⅰ

0 2251
ucOC（低カルボキシル化オステオカルシ
ン）

19 154 生化Ⅱ 0 2772 尿中Na/K比 3 未保点 未保点

0 1955 テイコプラニン 53 470 特薬1 0 1262 鉛(Pb) 4 未保点 未保点

0 9701 C.ディフィシル抗原毒素検査 41 95 免疫 に

0 1119
C.ディフィシル毒素（クロストリジオ
ディス・ディフィシル毒素）

41 80 免疫 0 1880 ニトラゼパム 52 470 特薬1

0 9702
C.ディフィシル遺伝子検出（CDトキシン
B遺伝子）

41 450 微生物 0 1285 乳酸 13 47 生化Ⅰ

0 1340 尿中デオキシピリジノリン（DPD） 26 191 生化Ⅱ 0 1767
尿アルブミン・クレアチニン補正（随
時）

1 99 尿便

0 1889 テオフィリン 53 470 特薬1 0 1511 尿一般定性 60 26 尿便

0 1631 テストステロン 17 119 生化Ⅱ 0 119 尿酸(UA) 7 11 生化Ⅰ

0 1233 遊離テストステロン 17 156 生化Ⅱ 0 2582 尿酸排泄率 7 未保点 未保点

0 1539 DHEA-S(デヒドロエピアンドロステロン) 16 164 生化Ⅱ 0 2047 尿酸(UA)（随時尿） 7 11 生化Ⅰ

0 141 血清鉄(Fe） 4 11 生化Ⅰ 0 2048 尿酸(UA)（蓄尿） 7 11 生化Ⅰ

と 0 117 尿素窒素(BUN/UN) 7 11 生化Ⅰ

0 1155 銅(Cu)（血清） 4 23 生化Ⅰ 0 1612 尿素呼気試験 40 70 免疫

0 1765 銅(Cu)（尿） 4 23 生化Ⅰ 0 2598 尿蛋白/クレアチニン比 1 7＋11
尿便・
生化Ⅰ

0 2062 糖定量(Glu)（蓄尿） 60 9 生化Ⅰ 0 2597 尿中Ⅳ型コラーゲン 24 179
生化Ⅱ

0 2063 糖定量(Glu)（随時尿） 60 9 生化Ⅰ 0 1214 尿中FDP 57 77 血液

0 1151 糖定量（穿刺液） 62 11 生化Ⅰ 0 1340 尿中デオキシピリジノリン（DPD） 26 191 生化Ⅱ

0 2672 トキソプラズマ抗体IgG 40 93 免疫 0 1775
トランスフェリン（尿）(尿中マイクロ
トランスフェリン）

24 98 尿便

0 2673 トキソプラズマ抗体IgM 40 95 免疫 0 1528 （尿）メタネフリン分画 16 220 生化Ⅱ

0 9995 特異的IgE（CAPシングルアレルゲン） 29 1430 免疫 0 2455 尿中Ｌ型脂肪酸結合蛋白（L-FABP） 24 210 尿便

0 9994 特異的IgE（CAPマルチアレルゲン） 29 1430 免疫 0 2772 尿中Na/K比 3 未保点 未保点
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0 1264
尿中δ－アミノレブリン酸（δ-ALA定
量）

5 106 尿便 0 2550 百日咳菌核酸検出（LAMP） 39 360 微生物

0 1771
尿中免疫電気泳動（BJ蛋白/ﾍﾞｰﾝｽﾞｼﾞｮｰﾝ
ｽﾞ蛋白）

28 201 免疫 0 110 総ビリルビン（T-BIL） 2 11 生化Ⅰ

0 1513 尿沈渣 60 27 尿便 0 111 直接ビリルビン（D-Bil） 2 11 生化Ⅰ

の 0 1146 間接ビリルビン（I-BIL） 2 未保点 未保点

0 1383 ＢＮＰ（脳性ナトリウム利尿ペプチド） 19 130 生化Ⅱ 0 1175 ピルジカイニド 54 470 特薬1

0 1959 ノロウイルス抗原（便） 40 150 免疫 0 1286 ピルビン酸 13 47 生化Ⅰ

0 2741 ノロウイルス/PCR 40 未保点 未保点 0 7203 ピルメール 54 470 特薬1

は ふ

0 1187
５ＨＩＡＡ（5-ハイドロキシインドール
酢酸）（尿）

16 95 生化Ⅱ 0 1318 フィブリノゲン定量(Fib） 57 23 血液

0 2220 ＳＰ－Ａ（肺サーファクタント蛋白A） 27 130 生化Ⅰ 0 2586
可溶性フィブリンモノマー複合体定性
(SF定性)

57 93 血液

0 1902 ＳＰ－Ｄ（肺サーファクタント蛋白D） 27 136 生化Ⅰ 0 1244 フィブリンモノマー複合体(FM定量） 57 215 血液

0 1744
AVP（ADH/抗利尿ホルモン/アルギニン-
バゾプレッシン）

14 224 生化Ⅱ 0 1797
ＡＦＰ
（α-フェトプロテイン）

20 98 生化Ⅱ

0 1268 馬尿酸 5 未保点 未保点 0 1873 フェニトイン 52 470 特薬1

0 2535 ＶＭＡ（バニルマンデル酸） 16 90 生化Ⅱ 0 1869 フェノバルビタール 52 470 特薬1

0 1393 ハプトグロビン型判定あり 24 129 免疫 0 1804 フェリチン(FER) 4 102 生化Ⅰ

0 1240
抗胃壁細胞抗体（抗バリエタル細胞抗
体）

35 未保点 未保点 0 2722
フォン・ウイルブランド因子活性（VWF
活性）

59 126 血液

0 1876 バルプロ酸ナトリウム 52 470 特薬1 0 6664
フォン・ウイルブランド因子抗原量
（VWF抗原）

59 147 血液

0 1890 ハロペリドール 53 470 特薬1 0 1628 不規則性抗体スクリーニング 32 174 免疫

0 1191 バンコマイシン 53 470 特薬1 0 2217 不規則性抗体同定検査 32 174 免疫

ひ 0 1128 PTH-INTACT（副甲状腺ホルモンINTACT） 15 161 生化Ⅱ

0 1598 ヒアルロン酸（血清） 13 179 生化Ⅰ 0 2230
ｗｈｏｌｅ－ＰＴＨ(副甲状腺ホルモン
whole)

15 161 生化Ⅱ

0 1599 ヒアルロン酸（胸水） 13 未保点 未保点 0 1614
PTHrP-Intact(PTH関連蛋白-インタクト/
副甲状腺ﾎﾙﾓﾝ関連蛋白-ｲﾝﾀｸﾄ）

15 185 生化Ⅱ

0 1303 鼻汁好酸球 56 15 血液 0 1177 ACTH（副腎皮質刺激ホルモン） 14 184 生化Ⅱ

0 1810 ビタミンＡ 12 未保点 未保点 0 1742 ＵＩＢＣ(不飽和鉄結合能) 4 11 生化Ⅰ

0 1679 ビタミンＢ１(チアミン) 12 239 生化Ⅰ 0 1460 プラスミノーゲン活性 58 100 血液

0 1759 ビタミンＢ２(リボフラビン)-全血 12 242 生化Ⅰ 0 8901 プラスミノゲン抗原 58 100 血液

0 2278
ビタミンＢ２(リボフラビン)－血清・血
漿

12 231 生化Ⅰ 0 1397
アンチプラスミン活性（α２プラスミン
インヒビター）

58 128 血液

0 1738 ビタミンＢ６ 12 未保点 未保点 0 1555
プラスミン・プラスミンインヒビター複
合体（α2PIC）

58 150 血液

0 1686 ビタミンＢ１２(シアノコバラミン) 12 134 生化Ⅰ 0 1269 フリーPSA/トータルPSA比（PSAＦ/T比） 21 150 生化Ⅱ

0 1848 ビタミンＣ(アスコルビン酸) 12 296 生化Ⅰ 0 1875 プリミドン 52 470 特薬1

0 2605
25-OHVD(２５-ヒドロキシビタミンD)
ECLIA

12 117 生化Ⅰ 0 1586 トランスサイレチン（プレアルブミン） 24 101 免疫

0 1587 1-25-(ＯＨ)2ビタミンＤ3 12 388 生化Ⅰ 0 1226 フレカイニド 54 470 特薬1

0 1847 ビタミンＥ(トコフェロール) 12 未保点 未保点 0 1892 プロカインアミド 54 470 特薬1

0 9874
ビタミンＥ分画(トコフェロール同族体
分画)

12 未保点 未保点 0 2261 プロカルシトニン定量（PCT定量） 51 276 生化Ⅰ

0 1740 HCGヒト絨毛性ゴナドトピン（血清） 17 134 生化Ⅱ 0 1718 プロゲステロン（黄体ホルモン） 17 139 生化Ⅱ

0 1325 HCGヒト絨毛性ゴナドトピン（尿） 17 134 生化Ⅱ 0 1801 P-Ⅲ-P（プロコラーゲン-Ⅲ-ペプチド） 25 136 生化Ⅰ

0 2575 ＨＥ４（ヒト精巣上体蛋白4） 21 200 生化Ⅱ 0 2484
total Ｐ1ＮＰ(1型プロコラーゲン-N-プ
ロペプチド)

26 160 生化Ⅱ

0 4408 Ａra ｈ 2（ﾋﾟｰﾅｯﾂ由来） 29 110 免疫 0 2751 プロステートヘルスインデックス(phi) 21 281 生化Ⅱ

0 2581 百日咳菌ＩｇＭ抗体 39 80 免疫 0 1491 プロテインＣ活性 59 227 血液

0 2580 百日咳菌ＩｇＡ抗体 39 80 免疫 0 1918 プロテインC抗原 59 220 血液

0 1829 百日咳菌抗体 39 250 免疫 0 2658 プロテインＳ活性 59 163 血液
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0 1497 プロテインS抗原（遊離型抗原量） 59 152 血液 む

0 1263 プロトポルフィリン 5 272 生化Ⅰ 0 140 無機リン(P/IP) 3 17 生化Ⅰ

0 9996 赤血球遊離プロトポルフィリン 5 未保点 未保点 め

0 1832 PT（プロトロンビン時間） 57 18 血液 0 1500 メキシレチン 54 470 特薬1

0 1225 プロパフェノン 54 470 特薬1 0 2668 （血中）遊離メタネフリン分画 16 585 生化Ⅱ

0 1973 ブロムペリドール 53 470 特薬1 0 1528 （尿）メタネフリン分画 16 220 生化Ⅱ

0 1743 プロラクチン（PRL） 14 98 生化Ⅱ 0 2803 （随時尿）メタネフリン分画 16 220 生化Ⅱ

へ 0 1406 メタノール 5 未保点 未保点

0 1771
尿中免疫電気泳動（BJ蛋白/ﾍﾞｰﾝｽﾞｼﾞｮｰﾝ
ｽﾞ蛋白）

28 201 免疫 メチル馬尿酸

0 1271 ２,５－ヘキサンジオン 5 未保点 未保点 0 1270 Ｎ－メチルホルムアミド 5 未保点 未保点

0 1288 ペプシノーゲン１＆２ 6 未保点 未保点 0 1486 メトトレキサート 53 470 特薬1

0 2556 ベプリジル 54 470 特薬1 0 2510 免疫グロブリン遊離Ｌ鎖κ/λ比 28 388 免疫

0 2596 ペランパネル 52 470 特薬1 0 1623 免疫電気泳動(IFE）M蛋白同定 28 224 免疫

0 1591 ヘリコバクターピロリ抗体 40 80 免疫 0 1771
尿中免疫電気泳動（BJ蛋白/ﾍﾞｰﾝｽﾞｼﾞｮｰﾝ
ｽﾞ蛋白）

28 201 免疫

0 1345 ＳＣＣ抗原(扁平上皮癌関連抗原) 20 101 生化Ⅱ も

0 2571 便中カルプロテクチン 27 270 尿便 0 1307 網状赤血球数(レチクロ) 56 12 血液

0 1480 便中ヘリコバクターピロリ抗原 40 138 免疫 0 1124
モノクローナルRF結合免疫複合体(IC-
mRF)

35 194 免疫

0 1309 便ヘモグロビン１日法 61 37 尿便 ゆ

0 1360 便ヘモグロビン２日法 61 74 尿便 0 1799 HCG-βサブユニット(遊離βHCG) 17 129 生化Ⅱ

ほ 0 1326 遊離コレステロール(F-Cho) 8 11 生化Ⅰ

0 1185 ＣＨ５０（補体価） 27 38 免疫 0 124 遊離脂肪酸(NEFA） 9 59 生化Ⅰ

0 1370 BAP(骨型アルカリホスファターゼ) 26 161 生化Ⅱ 0 1233 遊離テストステロン 17 156 生化Ⅱ

0 2573 ホモシステイン 10 279 生化Ⅱ 0 1788 FT4（遊離サイロキシン） 15 121 生化Ⅱ

0 2536 ＨＶＡ（ホモバニリン酸） 16 69 生化Ⅱ 0 1749 FT3（遊離トリヨードサイロニン） 15 121 生化Ⅱ

0 2232 ボリコナゾール 53 470 特薬1 0 2668 （血中）遊離メタネフリン分画 16 585 生化Ⅱ

ま や

0 2374 マイコプラズマ核酸検出（LAMP） 39 291 免疫 0 1394
ＤＬＳＴ１薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 345 免疫

0 1781 マイコプラズマ－ＣＦ 39 32 免疫 0 1680
ＤＬＳＴ２薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 425 免疫

0 1656 マイコプラズマ－ＰＡ 39 32 免疫 0 1681
ＤＬＳＴ３薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 515 免疫

0 1654 Ｍｇ（マグネシウム） 3 11 生化Ⅰ 0 1818
ＤＬＳＴ４薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 515 免疫

0 1310 末梢血液一般 56 21 血液 0 1573
ＤＬＳＴ５薬剤（薬剤リンパ球刺激試
験）

50 515 免疫

0 1756
MMP-3(マトリックスメタロプロティナー
ゼ3)

35 116 免疫 よ

0 9994 特異的IgE（CAPマルチアレルゲン） 29 1430 免疫 0 1632 葉酸 12 148 生化Ⅰ

0 2397
ＭＤＡ－ＬＤＬ(マロンジアルデヒド修
飾LD)

9 194 生化Ⅰ ら

0 1854 マンガン(Mn)（血液） 4 27 生化Ⅰ 0 2592 ラコサミド 52 470 特薬1

0 2766 マンガン(Mn)（尿） 4 27 生化Ⅰ 0 2358 ラモトリギン 52 470 特薬1

0 1265 スチレン代謝物（マンデル酸） 5 未保点 未保点 0 2576 ＲＯＭＡ（卵巣悪性腫瘍推定値） 21 未保点 未保点

み 0 1683 卵胞刺激ホルモン（ＦＳＨ） 14 105 生化Ⅱ

0 1860 ミオグロビン 25 131 生化Ⅱ り

0 1861 ミオグロビン（尿） 25 131 生化Ⅱ 0 1695 リウマチ因子(RF）定量 35 30 免疫

0 0 1813 リチウム(Li) 53 470 特薬1
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0 1527 リドカイン 54 470 特薬1 0 1950 細菌感受性２菌種 63 240 微生物

0 1130 リパーゼ 6 24 生化Ⅰ 0 1951 細菌感受性３菌種以上 63 310 微生物

0 1492 リポ蛋白（ａ） 9 107 生化Ⅰ 0 1113 大腸菌血清型別 63 175 免疫

0 1660 リポ蛋白分画 9 49 生化Ⅰ 0 9899 酵母様真菌薬剤感受性試験 63 150 微生物

0 2703 リポ蛋白分画/ＨＰＬＣ 9 129 生化Ⅰ 抗酸菌

0 1858 LPL(リポプロテインリパーゼ) 9 219 生化Ⅰ 0 2406 結核菌ＬＡＭＰ(結核菌群核酸検出) 64 410 微生物

0 1759 ビタミンＢ２(リボフラビン)-全血 12 242 生化Ⅰ 0 1408 結核菌PCR 64 410 微生物

0 2278
ビタミンＢ２(リボフラビン)－血清・血
漿

12 231 生化Ⅰ 0 1419 抗酸菌感受性検査(4剤以上) 64 415 微生物

0 2295
淋菌及びクラミジアトラコマチス同時核
酸検出

38 262 微生物 0 2255 結核菌群抗原 64 291 微生物

0 1429 淋菌及びクラミジアトラコマチス/TMA 38 270 微生物 0 1400 抗酸菌同定 64 361 微生物

0 1544 淋菌リアルタイムＰＣＲ(淋菌核酸同定) 38 198 微生物 0 1468 抗酸菌塗抹（蛍光法） 64 65+35 微生物

0 125 リン脂質(PL) 9 15 生化Ⅰ 0 1203 抗酸菌培養(MGIT法) 64 315 微生物

0 6672 リンパ球幼若試験Con-A（分離培養） 50 345 免疫 0 1465
アビウム・イントラセルラーPCR（ＭＡ
Ｃ核酸検出）

64 421 微生物

0 6671 リンパ球幼若試験PHA（分離培養） 50 345 免疫 0 2366
ＱＦＴゴールドプラス(結核菌特異的イ
ンターフェロン-γ産生能)

64 593 微生物

0 6673 リンパ球幼若試験PHA（微量全血培養） 50 345 免疫 0 2437
Ｔ－ＳＰＯＴ．ＴＢ(結核菌特異的イン
ターフェロン-γ遊離試験)

64 593 微生物

る

0 2319
ループスアンチコアグラント（ＰＬ中和）(LAC定
量/RRVVTループス抗凝固因子） 35 265 免疫 0 1346 病理組織１臓器 66 860 病理学

0 1315
ループス抗凝固因子－蛇毒（LAC定量
/PLI(NR）

35 265 免疫 0 1348 病理組織２臓器 66 1720 病理学

れ 0 1350 病理組織３臓器 66 2580 病理学

0 2460 レジオネラ核酸同定ＬＡＭＰ 51 292 微生物 0 6903 ブロック作成 66 未保点 未保点

0 1307 網状赤血球数(レチクロ) 56 12 血液 0 6904 未染標本作成(ホルマリン固定） 66 未保点 未保点

0 1584 レチノール結合蛋白(RBP） 24 129 免疫 0 6905 未染標本作成(パラフィンブロック） 66 未保点 未保点

0 1670 血漿レニン活性(PRA） 16 100 生化Ⅱ 0 6906 染色標本作成（ホルマリン固定） 66 未保点 未保点

0 2308 活性型レニン定量(ARC） 16 102 生化Ⅱ 0 6907 染色標本作成（パラフィンブロック） 66 未保点 未保点

0 2212 レプチン 19 1000 生化Ⅱ 0 6908 染色標本作成（未染標本スライド） 66 未保点 未保点

0 2377 レベチラセタム 52 470 特薬1 0 1627 エストロゲン・レセプター（ＥＲ） 67 720 病理

0 1371
RLPコレステロール(レムナント様リポ蛋
白コレステロール）

8 174 生化Ⅰ 0 1389 プロゲストロン・レセプター（ＰｇＲ） 67 690 病理

ろ 0 2404
ＥＲ・ＰｇＲ(エストロゲンレセプター/
プロゲステロンレセプター)

67 900 病理

0 109 ＬＡＰ(ロイシンアミノペプチダーゼ） 6 11 生化Ⅰ 0 2219 胃癌ＨＥＲ２（ＩＨＣ） 67 690 病理

0 2702
ＬＲＧ（ロイシンリッチα2グリコプロ
テイン）

27 268 生化Ⅰ 0 2548 肺癌ＰＤ-Ｌ１ﾀﾝﾊﾟｸ(IHC)22C3 67 2700 病理

0 2405 乳癌ＨＥＲ２/ｎｅｕ(IHC法） 67 690 病理

0 1420 一般細菌塗抹 63 67 微生物 0 1620 細胞診婦人科材料 68 150 病理学

0 1421 培養同定（口腔、気道） 63 180 微生物 0 2466 細胞診婦人科　液状化検体 68 186 病理学

0 1422 培養同定（消化管） 63 200 微生物 0 1625 細胞診その他の材料 68 190 病理学

0 1423 培養同定（泌尿器生殖器） 63 190 微生物 0
0 1424 培養同定（血液、穿刺液） 63 240 微生物 0
0 1425 培養同定（その他） 63 180 微生物 0
0 1426 簡易培養 63 60 微生物 0
0 1428 嫌気性培養 63 137 微生物 0
0 1736 定量培養 63 未保点 微生物 0
0 1949 細菌感受性１菌種 63 185 微生物 0

細菌

索　引（五十音順）

病理細胞診

索引　13 



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

3A0100000023271 g/dL

(BCP改良法）
3A0150000023271 g/dL

3A0160000023271

（随時）
3A0150000001061

3A0150000004061 mg/day

U-TP
1A0150000004271 g/day

1A0150000001292 g/g･cre

3A0200000023232 %

生化1
１～2

アブノーマルピークが疑われる場
合はパターンも報告いたします

1

3A020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 18

800 蛋白分画 1 血清 ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ電気
泳動法

下記参照

尿便・生
化Ⅰ

1～2 1

1A015

尿スピッツ 1(冷蔵) 7＋11

2598 尿蛋白/クレアチニン比 5 尿 ピロガールレッ
ド法・酵素法

0.15未満

尿便
１～2

蓄尿量、蓄尿時間を記入くださ
い

1

1A015

尿スピッツ 1(冷蔵) 7

2060 蛋白定量（蓄尿） 5 尿 ピロガールレッ
ド法

0.02～0.12

尿便
1～2

蓄尿量、蓄尿時間を記入くださ
い

1

3A015

尿スピッツ 1(冷蔵) 99
＊2

2260 尿アルブミン（蓄尿） 5 蓄尿
免疫比色法

22.0以下

尿便
1～2 1

3A015

尿スピッツ 1(冷蔵) 99
＊2

1767 尿アルブミン・クレアチニン比 5 尿 免疫比色
法.酵素法

CKD重症
分類参照

未保点
1～2

総蛋白(項目コード102)/アルブ
ミン(項目コード104)同時依頼に
て自動追加します

1

3A016

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

148 Ａ／Ｇ比 1 血清
計算法

1.3～2.0

生化Ⅰ
1～2 1

3A015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11
＊1

104 アルブミン 1 血清
ＢＣＰ改良法

3.8～5.3

1

3A010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11
＊1

生化学的検査

蛋

白

102 総蛋白 1 血清
ビウレット法

6.7～8.3 生化Ⅰ
1～2

＊
１ 蛋白分画、総蛋白及びアルブミンを併せて実施した場合は主たるもの2項目のみ算定する

＊
2 トランスフェリン（尿）・アルブミン（尿）・Ⅳ型コラーゲン（尿）糖尿病又は糖尿病性早期腎症患者であって微量アルブミン尿を疑うもの（糖尿病性腎症第１期

または第２期のものに限る。）に対して行った場合に、3か月に１回に限り算定できる。なおこれらを行った場合は、主たるもののみ算定する。

蛋白分画基準値（％）
〇慢性腎臓病（CKD）の重症度分類

尿アルブミン定量（ｍｇ／日）

尿アルブミン/Cr比（mg/gCr）

尿蛋白定量（g/日）

尿蛋白/Cr比（g/gCr）

原疾患

糖尿病性

腎臓病

高血圧性腎硬化

症・腎炎・多発性

嚢胞腎・移植腎・

不明・その他

G１

G２

G３a

G３b

G４

G5

GFR区

分

（ml/

分

/1.73

mf）

A２ A３

微量アルブミン尿 顕性アルブミン尿

30未満

正常

0.15未満

30～299 300以上

軽度蛋白尿 高度蛋白尿

0.15～0.49

正常

A１

0.50以上

尿蛋白成分

≧90

60～89

45～59

30～44

15～29

正常または高値

正常または軽度低下

軽度～中等度低下

中等度～高度低下

高度低下

重症度は原疾患・GFR区分・蛋白尿区分に合わせたステージにより評価する。CKDの重症度は死亡、末期腎不全、

心血管死亡発症のリスクを■のステージを基準に、■黄色、■オレンジ、■赤の順にステージが上昇するほどリス

クは上昇する（エピデンスに基ずづくCKDガイドライン2023より）

末期腎不全（ESKD）

＊1

 1



生化学的検査 （　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

T-BIL
3J0100000023271 mg/dL

D-Bil
3J0150000023271 mg/dL

I-BIL
3J0250000023271 mg/dL

GOT
3B0350000023278 IU/L/37℃

GPT
3B0450000023278 IU/L/37℃

LDH
3B0500000023272 IU/L/37℃

(IF)
3B0550000023232 %

CPK/クレアチニンキナーゼ
3B0100000023272 IU/L/37℃

3B0250000023232 %

3B0150000023051 ng/mL

3B0900000023271 IU/L/37℃

アルカリホスファターゼ
3B0700000023271 IU/L/37℃

(IF)
3B0800000023232 %

3B1100000023272 IU/L/37℃

生化Ⅰ
１～2 1

3B110

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

131 コリンエステラーゼ 1 血清 エチリテリン・
PNP・G７基質

法

214～466

生化Ⅰ
3～5 3

3B080

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 48

1651 ＡＬＰアイソザイム 1 血清
電気泳動法

下記参照

生化Ⅰ
１～2 1

3B070

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

105 ＡＬＰ 1 血清
IFCC

38～113

生化Ⅰ
１～2 1

3B090

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

153 γ－ＧＴＰ 1 血清 JSCC標準化
対応法

10～72

生化Ⅰ
3～5 3

3B015

全血容器(茶) 0.6(凍結) 90

1636 ＣＫ－ＭＢ 1 血清
CLIA法

7.5以下

生化Ⅰ
3～5 3

3B025

全血容器(茶) 0.3(凍結) 55

1761 ＣＫアイソザイム 1 血清
電気泳動法

下記参照

生化Ⅰ
１～2 1

3B010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

151 ＣK 1 血清 JSCC標準化
対応法

30～200

生化Ⅰ
3～5

低温では失活
3

3B055

全血容器(茶) 0.3(室温) 48
溶血検体受託不可

1165 ＬＤＨアイソザイム 1 血清 電気泳動法
（アガロース

膜）

下記参照

生化Ⅰ
１～2

溶血検体では高値になります
1

3B050

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

112 ＬＤ 1 血清
IFCC

119～229

2.67以上肝
線維化の可
能性大

１～2

AST(項目コード101)・ALT(項目
コード103)・末梢血一般(項目
コード1310)の同時依頼と、年齢
の記載が必要です

1
全血容器(茶)
血球容器(紫)

0.5/2.0(冷蔵)

3B045

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 17

2606 FIB-4Index 1・2 血清・血球
計算法

JSCC標準化
対応法

5～40 生化Ⅰ
１～2 1

10～40 生化Ⅰ
１～2

溶血検体では高値になります
1

3B035

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 17

酵

素

101 AST 1 血清 JSCC標準化
対応法

103 ALT 1 血清

0
1～2

T-Bil(項目コード110)・D-Bil(項目
コード111)の同時依頼が必要です

1

3J025

全血容器(茶) 0.5(冷蔵)
計算式I-Bil=(D-Bil)-(T-Bil)

1146 間接ビリルビン 1 血清
計算法

0.1～0.8

生化Ⅰ
１～2 1

3J015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

111 直接ビリルビン 1 血清
バナジン酸化法

0.0～0.4

1

3J010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

生

体

色

素

110 総ビリルビン 1 血清
バナジン酸化法

0.3～1.2 生化Ⅰ
1～2

〇ALPアイソザイム〇LDHアイソザイム基準値（％） 〇CKアイソザイム基準値（％）

ALP5 0.0 ～ 18.1

ALP6 0.0

ALP3 25.2 ～ 54.2

ALP4 0.0

69.2～

ALP1 0.0 ～ 53

ALP2 36.6０ ～ 2BB（CK１）

ALB

ＭＢ（CK２）

ＭM（CK３） 87 ～ 98

０ ～ 9

０ ～ 6

LD1

LD2

LD3

LD4

LD5

21.5

6.3

31.0

370

27.6

12.4

13.25.4

～

～

～

～

～

20.0

28.8

2



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

ナトリウム・クロール
3H010

3H0100000023261 mEq/L

3H0200000023261 mEq/L

3H010

3H0100000004261 mEq/L

3H0100000004261 mEq/L

3H0100000191902

3H010

3H0100000004261 g/day

3H0200000004261 g/day

カリウム
3H0150000004261 mEq/L

カリウム
3H0150000004261 mEq/L

カリウム
3H0150000004261 g/day

カルシウム
3H0300000023271 mg/dL

3H0300000004271 g/ｇCr

IP/P
3H0400000023271 mg/dL

マグネシウム
3H0250000023271 mg/dL

生化Ⅰ
1～2 1

3H025

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

1654 Ｍｇ 1 血清
酵素法

1.7～2.6

生化Ⅰ
1～2 1

3H040

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 17

140 無機リン 1 血清
酵素法

2.5～4.5

生化Ⅰ
1～2

蓄尿(項目コード2727)の場合は
蓄尿量を記入ください

1

3H030

尿スピッツ 1(冷蔵) 11
基準値　0.10～0.30mg/dL

2052 Ｃａ（尿・クレアチニン補正） 5 尿 比色法（アル
セナゾⅢ法）

0

生化Ⅰ
1～2 1

3H030

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

136 Ｃａ 1 血清 比色法（アル
セナゾⅢ法）

8.5～10.2

生化Ⅰ
1～2

mEq/day単位(項目コード2222)
にて報告

1

3H015

尿スピッツ 1(冷蔵) 11

2050 Ｋ（蓄尿）mg/day 5 尿
電極法

2.0～2.5

生化Ⅰ
1～2 1

3H015

尿スピッツ 1(冷蔵) 11

2049 Ｋ（随時尿） 5 尿
電極法

15～60

生化Ⅰ
1～2 1

3H015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

134 Ｋ 1 血清
電極法

3.6～5.0

11

7004 　　Ｃｌ（蓄尿） 6.0～12.0

3H010

生化Ⅰ
1～2 1

3H010

7003 　　Ｎａ（蓄尿） 4.0～8.0

2058 Ｎａ・Ｃｌ（蓄尿）

5 尿
電極法

3H010

尿スピッツ 1(冷蔵)

0
1～2

Na・Cl(項目コード2057)・Ｋ(項
目コード20049)（随時尿）同時
依頼にて自動追加します

1

0

尿スピッツ 1(冷蔵) 未保点

2772 尿中Na/K比 5 尿
計算法

11

7002 　　Ｃｌ（随時尿） 170～250

3H010

生化Ⅰ
1～2 1

3H010

7001 　　Ｎａ（随時尿） 80～250

2057 Ｎａ・Ｃｌ（随時尿）

5 尿
電極法

3H010

尿スピッツ 1(冷蔵)

0.5(冷蔵) 11

7202 　　Ｃｌ 98～108

3H020

1

3H010

7201 　　Ｎａ 137～146

3H010

全血容器(茶)

生化学検査

電

解

質

・

微

量

金

属

135 Ｎａ・Ｃｌ

1 血清
電極法

生化Ⅰ
1～2

 3



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

Cu
3I0250000023271 μg/dL

Cu
3I0250000001274 μg/L

Zn
3I0300000023274 μg/dL

Zn
3I0300000001274 μg/L

Al
3K1050000023274 μg/L

Pb
3K1100000019274 μg/L

Mn
3K1250000019274 μg/dL

Mn
3K1250000019274 μg/dL

Se
3I0350000023274 μg/L

Cr
3K1150000019274 μg/dL

Cr
3K1150000001274 μg/L

Fe
3I0100000023271 μg/dL

総鉄結合能
3I0150000023271 μg/dL

不飽和鉄結合能
3I0200000023271 μg/dL

FER
5C0950000023062 ng/mL

TSAT
0 %

0
1～2

計算式(Fe/TIBC)×100（％）
1

0

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) Ｆe(項目コード141)とTIBC(項目
コード149)の同時依頼が必要です

2555 トランスフェリン飽和度 1 血清
計算法

20%以上

生化Ⅰ
1～2 1

5C095

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 102

1804 フェリチン 1 血清 ラテックス免
疫比濁法

31～325

M:170～250
F：180～270

生化Ⅰ
1～2 1

3I020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

3I015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

1742 ＵＩＢＣ 1 血清 Nitroso-
PSAP法

計算法

M：250～380
F：250～460

生化Ⅰ
1～2

計算式：Fe(項目コード141)＋
UIBC(項目コード1742)

1

M:60～200
F：50～160

生化Ⅰ
1～2 1

3I010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

貧

血

関

連

141 血清鉄 1 血清 Nitroso-
PSAP法

149 ＴＩＢＣ 1 血清

0
4～17 3

3K115

尿スピッツ 1(冷蔵) 未保点

10000 クロム（尿） 5 尿 原子吸光分
光光度法

2以下

0
4～8 3

3K115

ヘパリン管（緑） 0.7(冷蔵) 未保点

1707 クロム（血液） 8 全血添加物入 原子吸光分
光光度法

1以下

生化Ⅰ
4～17 3

3I035

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 144
＊2

1923 セレン(血清) 1 血清 原子吸光分
光光度法

107～171

生化Ⅰ
4～17 3

3K125

尿スピッツ 1(冷蔵) 27
＊1

2766 マンガン（尿） 5 尿 原子吸光分
光光度法

2以下

生化Ⅰ
4～17 3

3K125

ヘパリン管（緑） 0.7(冷蔵) 27
＊1

1854 マンガン（血液） 8 全血添加物入 原子吸光分
光光度法

0.8～2.5

未保点
4～8 3

3K110

ヘパリン管（緑） 0.5(冷蔵) 未保点

1262 鉛 8 全血添加物入 原子吸光分
光光度法

5P参照

生化Ⅰ
３～5 3

3K105

専用容器 0.5(冷蔵) 109

1583 アルミニウム 48 血清 原子吸光分
光光度法

10以下

生化Ⅰ
1～2 1

3I030

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 136

1763 亜鉛（尿） 5 尿 ５-Ｂｒ-ＰＡＰＳ
法

85～1000

生化Ⅰ
1～2 1

3I030

全血容器(茶) 1(冷蔵) 132

1762 亜鉛（血清） 1 血清 ５-Ｂｒ-ＰＡＰＳ
法

80～130

生化Ⅰ
1～2 3

3I025

尿スピッツ 5(冷蔵) 23

1765 銅（尿） 5 尿 原子吸光分
光光度法

36以下

2～6 3

3I025

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 23

生化学検査

微

量

金

属

関

連

1155 銅（血清） 1 血清
比色法

66～130 生化Ⅰ

＊1 マンガン（Mn）1月以上（胆汁排泄能の低下している患者については2週間以上）高カロリー静脈栄養法が行われている患者に対して．3月に1回限り算定することができる。

＊2 セレン 長期静脈栄養管理若しくは長期細分栄養剤を用いた経腸栄養管理を受けている患者、人工乳若しくは特殊治療用ミルクを使用している小児患者又は重症心身障害児（者）に対して、診療及び他
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3E0600000001202 mg/L

3K0650000001202 mg/L

（N,N－ジメチルホルムの代謝物として）
3K0450000001202

（トルエンの代謝物として）
3K0250000001204

（キシレンの代謝物として）
3K0350000001204

3K0400000001205 g/L

δ-ALA定量
3J0750000001204 mg/L

鉛健診項目
3J0550000019282 ug/dL赤血球

ノルマルヘキサンの代謝物として
3K0500000001203 0

3H0450000023902 mOsm/kgH2O

3H0450000095902 mOsm/kgH2O

3H0450000001902 mOsm/kgH2O

50～1300 尿便
3～5 3

3H045

尿スピッツ 1(冷蔵) 16

3H045

尿スピッツ 0.7(冷蔵) 160

1793 浸透圧（尿） 5 尿
氷点降下法

氷点降下法
尿便

3～5 3

275～290 血液
3～5 3

3H045

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 15

浸

透

圧

1782 浸透圧 1 血清
氷点降下法

1787 浸透圧（透析液） 5 透析液

0
5～8 3

3K050

尿スピッツ 3(冷蔵) 未保点
＊1

1271 ２,５－ヘキサンジオン 5 尿
ＧＣ-ＭＳ法

下記参照

0
4～17

遮光して提出ください
3

3J055

ヘパリン管（緑） 1.4(冷蔵（遮
光）)

未保点 項目コード1263
プロトポルフィリン（ポルフィリン症）

9996 赤血球遊離プロトポルフィリン 8
ヘパリン加

血
蛍光法

下記参照

尿便
4～6 3

3J075

尿スピッツ 1(冷蔵) 106
＊2

1264 δ－アミノレブリン酸(尿中) 5 尿
HPLC法

下記参照

0
5～8 3

3K040

尿スピッツ 1(冷蔵) 未保点
＊1

1265 スチレン代謝物（マンデル酸） 5 尿
ＬＣ-ＭＳ法

下記参照

0
4～5 3

3K035

尿スピッツ 1(冷蔵) 未保点
＊1

1266 メチル馬尿酸 5 尿
HPLC法

下記参照

0
4～5 3

3K025

尿スピッツ 1(冷蔵) 未保点
＊1

1268 馬尿酸 5 尿
HPLC法

下記参照

0
5～9 3

3K045

尿スピッツ 3(冷蔵) 未保点
＊1

1270 Ｎ－メチルホルムアミド 5 尿
GC法

下記参照

0
6～19

作業終了時の尿
3

3K065

尿スピッツ 3(凍結) 未保点

1406 メタノール 5 尿
GC法

2.9以下

作業終了時の尿
3

3K065

尿スピッツ 3(凍結) 未保点

生化学的検査

産

業

医

学

的

代

謝

物

質

1643 アセトン（尿） 5 尿
GC法

2.3以下 0
6～19

＊１連続した作業日の最初の日を除いた作業終了時に採取してください。ただし作業終了２時間前に一度排尿してください。

＊２鉛健康診断は労働安全衛生法に基づく健康診断であり、その中で尿中δ-アミノレブリン酸定量を実施した場合は、保険算定の対象外です。

尿中の馬尿酸

N,N-ジメチルホルムアルデヒド 尿中のN-メチルホルムアミド

＊分布1,2,3と分けている数値は、厚生労働省がこの分布の属する人数を行政的に把握するために設定したものであって、

結果を判定する基準となるものではありません。したがってこの数値で診断したり判定したりはしないこととされています。

1268 １以下 １超 2.5以下 2.5超トルエン ｇ/L

有機溶剤の名称 検査項目 単位
分布＊

1 2 3

項目

コード

1266 0.5以下 0.5超 1.5以下 1.5超

1265 0.3以下 0.3超 1以下 1超

キシレン

スチレン

ｇ/L

ｇ/L

尿中のメチル馬尿酸

尿中のメチル馬尿酸

1271 2以下 2超 5以下 5超

1270 10以下 10超 40以下 40超

ノルマヘキサン mg/L

mg/L

尿中の2.5-ヘキサンジオン

3以下 3超 10以下 10超

１0以下 １0超 40以下 40超
1,1,1-トリクロルエタン

mg/L

mg/L

尿中のトリクロル酢酸

尿中の総三塩化物

30以下 30超 100以下 100超

100以下 100超 300以下 300超
トリクロルエチレン

mg/L

mg/L

尿中のトリクロル酢酸

尿中の総三塩化物

3以下 3超 10以下 10超

3以下 3超 10以下 10超
テトラクロルエチレン

mg/L

mg/L

尿中のトリクロル酢酸

尿中の総三塩化物

〇鉛健康診断〇有機溶剤健康診断 尿中の代謝物の測定が必要な有機溶剤名

1264 尿中δ-アミノレブリン酸 5以下 5超 10以下 10超

項目

コード
検査項目

分布＊

1 2 3

血中遊離プロトポルフィリン 100以下 100超 250以下 250超

1262 血中鉛 20以下 20超 40以下 40超
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

ロイシンアミノペプチダーゼ
3B1350000023271 U/L/37℃

アデノシンデアミナーゼ
3B1300000023272 U/L

3B1300000042272 U/L

AMY
3B1600000023271 IU/L/37℃

3B1600000001271 IU/L/37℃

3B1650000023232 %

3B1750000023271 U/L

3B1800000023271 U/L

3B1920000023005 ng/dL

3B1950000023062 ng/dL

3B3390000023062

ABCD91930000000

未保点
1～2 1

ABCD9

全血容器(茶) 1.1(冷蔵) 未保点

2453 胃ＡＢＣＤ分類 1 血清

H.ピロリ抗体：
EIA法　ペプシ
ノーゲン：ラ
テックス凝集

法

下記参照

未保点
1～2 1

3B339

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

1288 ペプシノーゲン１＆２ 1 血清 ラテックス凝
集法

下記参照

生化Ⅱ
3～5 3

3B195

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 120
＊1

1557 エラスターゼ１ 1 血清 ラテックス凝
集法

300以下

生化Ⅰ
3～5 3

3B192

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 204

1186 膵ホスホリパーゼＡ２ 1 血清
RIA・固相法

130～400

生化Ⅰ
3～5 3

3B180

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 24

1130 リパーゼ 1 血清
酵素法

17～57

生化Ⅰ
3～5 3

3B175

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 48

1396 Ｐ型アミラーゼ定量 1 血清
免疫阻害法

17～50

生化Ⅰ
3～5 3

3B165

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 48

1663 アミラーゼアイソザイム 1 血清 電気泳動法
（アガロース

膜）

P/S比：0.19～
1.79

P：38.7～64.0
S：36.0～84.3

生化Ⅰ
１～2 1

3B160

尿スピッツ 1(冷蔵) 11

2056 アミラーゼ（尿） 5 尿

酵素法(GAL-
G5-PNP基質

法）
JSCC勧告方

法

700以下

生化Ⅰ
１～2 1

3B160

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

113 アミラーゼ 1 血清

酵素法(GAL-
G5-PNP基質

法）
JSCC勧告方

法

40～130

生化Ⅰ
3～5

ADA(その他)(項目コード
1344 )

3

3B130

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 32
血清・胸水以外の材料

1448 ＡＤＡ（胸水） 5 胸水
酵素法

生化Ⅰ
3～5 3

3B130

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 32

1407 ＡＤＡ 1 血清
酵素法

4.8～23.1

２～3 3

3B135

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

生化学検査

酵

素

関

連

物

質

109 ＬＡＰ 1 血清
比色法

30～78 生化Ⅰ

＊1 エラスターゼ1：悪性腫瘍の診断が確定した場合であっても、急性及び慢性膵炎の診断及び経過観察のためにエラスターゼ1を行った場合は、悪性腫瘍特異物質治療管理料とは別

に腫瘍マーカーの検査料を算定できる

PGⅠ値及びPGⅠ/Ⅱ比

強陽性

陽性

弱陽性

30.0ng/mＬ以下かつ2.0以下

70.0ng/mＬ以下かつ3.0以下

40.0ng/mＬ以下かつ2.5以下

〇ペプシノゲン（PG）セットの判定基準分類基準及び判定基準

H.ピロリ抗体価　

＊ペプシノゲン検査陽性判定基準

除菌歴のある方には対応できません。

A群 B群

C群

ペプシ

ノゲン＊

（－）

（＋）

（＋）

（－） （＋）

3.0U/mL以上（+）
ABC分類

（ABCD分類）

かつ

ペプシノゲンⅠ/Ⅱ比が3.0以下

ペプシノゲンⅠ値が７０ng/mＬ以下

〇ABC分類及び判定基準
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3B1850000023001 ng/mL

BUN/UN
3C0250000023272 mg/dL

CRE/Cr
3C0150000023271 mg/dL

CRE/Cr
3C0150000023271 g/day

8A0650000023919 mL/min

3C0160000023062 mg/L

8A0660000023919 mL/min

クレアチニンクリアランス
8A0250000098271 mL/min

UA
3C0200000023271 mg/dL

0 %

UA
3C0200000023271 g/day

NH3
3C0400000031271 μg/dL

生化Ⅰ
１～2

氷冷にて提出してください
1

3C040

ＮＨ3専用 2(氷冷) 50

1157 アンモニア 73 EDTA加血液 試験紙１波長
反射法

30～86

生化Ⅰ
１～2

随時尿（項目コード2047）
1

3C020

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11 測定値（mg/dL）で報告

2048 尿酸（蓄尿） 5 尿 ウリカーゼ
POD法

0.4～1.0

0

1～2

計算式
U-UA×S-CRE/S-UA×U-CRE

1

0

全血容器(茶)
尿スピッツ

0.5(血清)
(0.5)(尿) 随時尿尿酸(項目コード2047)・尿クレア

チニン(項目コード2045)・クレアチニン
(項目コード143)の同時依頼が必要です

2582 尿酸排泄率 1・5 血清・尿

計算法

5.5～11.1

生化Ⅰ １～2 1

3C020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

119 尿酸 1 血清
ウリカーゼ
POD法

M：3.5～7.5
F：2.5～7.0

0
1～2

蓄尿量・身長・体重を記載して
ください

1

8A025

全血容器(茶)
尿スピッツ

0.5(血清)
(0.5)(尿)

1182 ＣＣＲ（２４時間） 1・5 血清・尿
計算法

70～125

0
3～5

シスタチンＣ(項目コード1488)との同
時依頼が必要です

3

8A066

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) ☆年齢・性別の記入がない場合と、18歳未満

の場合は「報告不可」とさせていただきます

2664 推算ＧＦＲCys 1 血清
計算法

生化Ⅰ
3～5 3

3C016

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 109
＊1

1488 シスタチンＣ 1 血清 ﾗﾃｯｸｽ凝集
比濁法

M0.58～0.87
F：0.47～

0.82

0

１～2

血清クレアチニン（項目コード143）と同

時依頼が必要です

1

8A065

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) ☆年齢・性別の記入がない場合と、18歳

未満の場合は「報告不可」とさせていただき

ます

2240 ｅＧＦＲｃｒｅａｔ 1 血清

計算法
60以上

生化Ⅰ
１～2

随時尿（項目コード2045）
1

3C015

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11 測定値（mg/dL）で報告

2046 クレアチニン（蓄尿） 5 尿
酵素法

0.50～1.50

生化Ⅰ
１～2 1

3C015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

143 クレアチニン 1 血清
酵素法

M:0.65～1.07
F：0.46～0.79

生化Ⅰ
１～2 1

3C025

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

117 尿素窒素 1 血清 ウレアーゼUV
法　GLDH
UV法

8～20

3

3B185

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 189

生化学検査

酵

素

・

蛋

白

・

窒

素

化

合

物

1582 トリプシン 1 血清
EIA法

100～550 生化Ⅰ
3～4

＊1 シスタチンC：尿素窒素またはクレアチニンにより腎機能低下が疑われた場合に３月に１回に限り算定できる。ただし、ペントシジンを併せて実施した場合、主たるもののみ算定する。

〇推算GFRcreat計算式

男性：1.94×Cr-1.094×年齢（歳）-0.287 女性：男性×0.739

〇推算GFRcys計算式

男性：（104×Cys-C-1.019×0.996年齢（歳））-8 女性：（104×Cys-C-1.019×0.996年齢（歳）×0.929）-8
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

TG
3F0150000023271 mg/dL

TC/T-Cho
3F0500000023271 mg/dL

HDL-c
3F0700000023271 mg/dL

LDL-c
3F0770000023271 mg/dL

Ｆｒｉｄｅｗｗａｌｄ式（F式）
3F0770000023271 mg/dL

レムナント様リポ蛋白コレステロール
3F0780000023271 mg/dL

small　dense　LDLコレステロール
3F0880000023271 mg/dL

3F0690000023919 mg/dL

F-Cho
3F0650000023271 mg/dL

生化Ⅰ
3～5 3

3F065

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

1326 遊離コレステロール 1 血清
酵素法

25～60

未保点
１～2

HDL-C(項目コード733)・T-C(項目
コード107)の同時依頼が必要です

1

3F069

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点
計算式：nonHDL-C＝TC－HDL-C

2542 ｎｏｎＨＤＬ-Ｃ 1 血清
計算法

100～169

0
3～5 3

3F088

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

2682 ｓｄ-ＬＤＬ 1 血清
酵素法

35.0未満

生化Ⅰ
3～5

3月に1回算定できる
3

3F078

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 174
＊2

1371 ＲＬＰコレステロール 1 血清
酵素法

7.5以下

未保点 １～2

HDL-C(項目コード733)・T-C(項目コード
107)・TG(項目コード123)の同時依頼が必
要です 1

3F077

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点
計算式：LDL-C＝TC－HDL-C－TG/5

2402 ＬＤＬ－Ｃ（Ｆ式） 1 血清 計算法
70～139

生化Ⅰ
１～2

L/H比(項目コード2524)はHDL-C(項目
コード733)・LDL-C(項目コード1930)
の同時依頼が必要です　　　＊1

1

3F077

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 18

1930 ＬＤＬコレステロ－ル 1 血清
酵素法

70～139

生化Ⅰ
１～2

L/H比(項目コード2524)はHDL-C(項目
コード733)・LDL-C(項目コード1930)
の同時依頼が必要です　　　＊1

1

3F070

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 17

733 ＨＤＬコレステロール 1 血清
酵素法

M:37～67
F：40～71

生化Ⅰ
１～2 1

3F050

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 17
＊1

107 総コレステロール 1 血清
酵素法

130～219

１～2 1

3F015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

生化学検査

脂

質

関

連

物

質

123 中性脂肪 1 血清
酵素法

30～149 生化Ⅰ

総コレステロール、LDLコレステロール,及びHDLコレステロールを併せて行った場合は、主たるもの２つの所定点数を算定する＊1

〇脂質異常症診断基準（日本動脈硬化学会（編）：動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版、日本動脈硬化学会：2022）

175mg/dL以上（随時採血）
＊

170mg/dL以上

140mg/dL以上

高nonHDLコレステロール血症

境界域高nonHDLコレステロール血症
＊＊50～169mg/dL

120～139mg/dL

40mg/dL未満

150mg/dL以上（空腹時採血）
＊

高LDL血漿

境界域高LDL血症
＊＊

低HDLコレステロール血症

高トリグリセライド血症

non-HDLコレステロール

トリグリセライド

HDLコレステロール

LDLコレステロール

＊
基本的に10時間以上の断食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのない水分摂取は可とする。

　空腹時であることが確認できない場合を「随時」とする。

＊＊
スクリーニングで境界域高LDL血症、境界域高nonHDL-C血症を示した場合は、高リスク病態がないか検討し

　　治療の必要性を考慮する。

　・LDL-CはＦｒｉｄｅｗｗａｌｄ式（F式）で計算する（ただし空腹時採血の場合のみ）。または直接法で求める。

 　・TGの基準値は空腹時採血と随時採血により異なる。

　 ・HDL-Cは単独では薬物介入の対象とはならない。

　・TGが400mg/dL以上や随時採血の場合はnonHDL-CかLDL-C直接法を使用する。

　　ただしスクリーニングでnonHDL-Cを用いる時は,高TG血漿を伴わない場合はLDL-Cとの差が＋30mg/dLより小さく

　　なる可能性を念頭においてリスクを評価する。

＊2 糖尿病、冠動脈疾患等の動脈硬化高リスク症例においては、空腹時5.2mg/dL以上をハイリスクとする
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3F1300000023061 mg/dL

3F1560000023062 mg/dL

3F1350000023233 %

3F1400000023204

LPL
3F1600000022023 ng/mL

マロンジアルデヒド修飾LDL

3F0870000023023 U/L

PL
3F0250000023271 mg/dL

NEFA
3F0350000023271 μEq/L

3F1800000023061 mg/dL

3F1850000023061 mg/dL

3F1900000023061 mg/dL

3F1950000023061 mg/dL

3F2000000023061 mg/dL

3F2050000023061 mg/dL

3F0950000022202 μg/mＬ

生化Ⅱ
4～7

空腹時に採血
3

3F095

ヘパリン管
（緑）

0.5(冷蔵) 389

1563 脂肪酸４分画 8 血漿
GC法

10Ｐ参照

生化Ⅰ
4～5 3

3F205

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 31 10P参照

1336 アポリポ蛋白Ｅ 1 血清 免疫比濁法
（TIA法）

M:2.7～4.3
F：2.8～4.6

生化Ⅰ
4～5 3

3F200

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 31 10P参照

1335 アポリポ蛋白ＣⅢ 1 血清 免疫比濁法
（TIA法）

M:5.8～10.0
F:5.4～9.0

生化Ⅰ
4～5 3

3F195

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 31 10P参照

1334 アポリポ蛋白ＣⅡ 1 血清 免疫比濁法
（TIA法）

M：1.8～4.6
F:1.5～3.8

生化Ⅰ
4～5 3

3F190

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 31 10P参照

1333 アポリポ蛋白Ｂ 1 血清 免疫比濁法
（TIA法）

M:73～109
F:66～101

生化Ⅰ
4～5 3

3F185

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 31 10P参照

1332 アポリポ蛋白ＡⅡ 1 血清 免疫比濁法
（TIA法）

M：25.9～35.7
F：24.6～33.3

生化Ⅰ
4～5 3

3F180

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 31 10P参照

1331 アポリポ蛋白ＡⅠ 1 血清 免疫比濁法
（TIA法）

M：119～155
F：125～165

生化Ⅰ
3～5 4

3F035

全血容器(茶) 0.3(絶凍) 59

124 遊離脂肪酸 1 血清
酵素法

0.10～0.81

生化Ⅰ
3～5 4

3F025

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 15

125 リン脂質 1 血清
酵素法

150～250

生化Ⅰ
3～15

単独検体
3

3F087

全血容器(茶) 1(凍結) 194
＊1

2397 ＭＤＡ－ＬＤＬ 1 血清

EIA法

Ｍ：45歳未満　48～82
　　45歳以上　61～105
Ｆ：55歳未満　46～82
　　55歳以上　61～105

生化Ⅰ
３～9 3

3F160

ヘパリン管
（緑）

0.5(凍結) 219

1858 リポプロテインリパーゼ 8 血漿
EIA法

164～284

生化Ⅰ
4～5 3

3F140

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 129

2703 リポ蛋白分画/ＨＰＬＣ 1 血清
ＨＰＬＣ法

10Ｐ参照

生化Ⅰ
4～5 3

3F135

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 49

1660 リポ蛋白分画 1 血清 電気泳動法
（アガロース

膜）

備考参照

生化Ⅰ
3～5

3月に1回算定できる
6

3F156

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 107

1492 リポ蛋白（ａ） 1 血清 ラテックス凝
集比濁法

30.0以下

4

3F130

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

生化学検査

電

解

質

・

微

量

金

属

121 β－リポ蛋白 1 血清
免疫比濁法

M:150～600
F:130～400

未保点
4～5

＊１マロンジアルデヒド修飾LDL(MDA-LDL) 冠動脈疾患既往歴のある糖尿病患者で、冠動脈疾患発症に関する予後予測の補助の目的で測定する場合に3月に1回に限り算定できる。ただし、糖尿病患者の

経皮的冠動脈形成術治療時に、治療後の再狭窄に関する予後予測の目的で測定する場合、上記と別に術前1回に限り算定できる。

診療報酬明細書の摘要欄に前回の実施日(初回の場合は初回である旨)を記載する。

～

preβ ～

～

33

7

34

53

21

52

M F

～

～

～α

β

27

8

35

51

24

56
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3C0450000022204

3C0460000022204

BCAA/BTR/TYR
3C0470000023271 μmoL/L

3C0700000022204 nmoL/mL

3F1100000023271 μmoL/L

生化Ⅰ
4～7 3

3F110

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 47

1868 総胆汁酸 1 血清 酵素法(酵素
ｻｲｸﾘﾝｸﾞ法）

14.4以下

生化Ⅱ
6～12 3

3C070

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.4(冷蔵) 279

2573 ホモシステイン 6 血漿
HPLC法

Ｍ：6.3～18.9
Ｆ：5.1～11.7

生化Ⅱ
4～7 3

3C047

全血容器(茶) 0.5(凍結) 283

1817 総分岐鎖アミノ酸／チロシンモル比 1 血清
酵素法

備考参照

生化Ⅱ
4～7 3

3C046

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.5(凍結) 1074

1838 アミノ酸分析－特定項目 6 血漿
LC-MC/MC

11P参照

５～12 3

3C045

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.9(凍結) 1074

生化学検査

脂

質

関

連

・

蛋

白

1526 アミノ酸分析－総（血漿） 6 血漿
HPLC法

11P参照 生化Ⅱ

〇リポ蛋白分画（HPLC法）基準値

0.8

49.8

63.8

6.1

13.9

4.4

総コレステロール

Other

VLDL

IDL

LDL

HDL

9.1

150 ～ 219

12.5

4.9 ～ 22.8

分画（単位mg/dL）

～

～

～

～

～

91.4

67.8 ～ 132.6

3.8 ～

分画（単位％）

40.6 ～

1.5 ～

23.6

42.2

2.2

2.6

〇脂肪酸4分画

～

～

～

58.2

237.9

128.5

172.7

～ 0.72

～16.7

112.7

9.0

46.7

0.06

EPA

DHLA

EPA/AA比

DHA

ジホモ-γ-リノレイン酸

アラキドン酸

エイコサペンタエン酸

ドコサヘキサエン酸

エイコサペンタエン酸/アラキドン酸

AA

●マロンジアルデヒド修飾LDL(MDA-LDL) 採血についての注意

1全血容器に採血

6時間以内に遠心

＊ アポリポ蛋白 脂質は水に溶けないため、血中では脂質粒子のまわりを蛋白質（アポ蛋白）が取り囲み、親水性が増した状態で存在している。この複合体がリポ蛋白であり、構成

蛋白成分がアポリポ蛋白(アポ蛋白ともいう)である。現在、十数種類のアポ蛋白が区別されているが、臨床的には6種類のアポ蛋白が測定される。アポB/アポA-Ⅰ比は冠動脈疾患

で上昇し、しかもその罹患枝が多岐にわたるほど、この比が上昇してくることが知られている。各リポ蛋白に含まれる主なアポ蛋白とその含有量、及び機能は以下の通りである。

・HDL……アポA-Ⅰ(67％)、アポA-Ⅱ(22％) ・LDL……大部分(98％)がアポB ・VLDL……アポB(37％)、アポC-Ⅱ(6.7％)、アポC-Ⅲ(40％)、アポE(13％) (カイロミク

ロンはすべてのアポ蛋白を含む。ただしアポEは痕跡) アポA-Ⅰ･･･LCATの活性化、HDL受容体との結合 アポA-Ⅱ･･･LCATの活性阻害、HTGLの活性阻害 アポB･･･LDL受

容体との結合 アポC-Ⅱ･･･LPLの活性化 アポC-Ⅲ･･･LPLHTGLの活性阻害、レムナント受容体との結合を阻害 アポE･･･レムナント受容体、VLDLやIDLのLDL受容体との

結合、VLDL受容体との結合。

＊３項目以上は94点

BCAA（分岐鎖アミノ酸）379 ～ 688

53 ～ 104

4.99 ～ 9.45

チロシン

BTR（BCAA/TYR）
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■アミノ酸分析　基準値

血漿(単位:nmol/mL) 尿(単位:μmol/g・creatinine)

1 Taurine タウリン 46.4~128.2 280~2000

2 Phosphoethanolamine ホスホエタノールアミン TRA 7~70

3 Aspartic acid アスパラギン酸 TRA~7.2 TRA~12 Asp D

4 Hydroxyproline ヒドロキシプロリン TRA~18.8 ND Hyp

5 Threonine トレオニン 74.2~216.1 70~390 Thr T

6 Serine セリン 91.5~186.4 120~630 Ser S

7 Asparagine アスパラギン 43.8~90.6 51~300 Asn N

8 Glutamic acid グルタミン酸 12.2~82.7 3~29 Glu E

9 Glutamine グルタミン 418.0~739.8 150~810 Gln Q

10 Sarcosine サルコシン TRA ND

11 α-Aminoadipic acid α-アミノアジピン酸 ND 5~52

12 Proline プロリン 71.3~3730 ND Pro P

13 Glycine グリシン 140.4~427.3 380~3600 Gly G

14 Alanine アラニン 258.8~615.2 89~560 Ala A

15 Citrulline シトルリン 17.9~48.0 2~41

16 α-Amino-n-butyric acid α-アミノ-n-酪酸 8.1~31.0 3~21

17 Valine パリン 156.2~360.4 23~66 Val V

18 Cystine シスチン 4.7~34.8 13~76 Cys-Cys C-C

19 Methionine メチオニン 15.5~38.6 11~58 Met M

20 Cystethionine シスタチオニン ND 6~37

21 Isoleucine イソロイシン 37.0~100.4 13~46 lle l

22 Leucine ロイシン 74.2~169.1 24~77 Leu L

23 Tyrosine チロシン 384~89.4 49~230 Tyr Y

24 Phenylalanine フェニルアラニン 43.5~79.8 27~96 Phe F

25 β-Alanine β-アラニン TRA~11.8 2~110

26 β-Amino-iso-butyric acid β-アミノイソ酪酸 5.9以下 TRA~830

27 Homocystine ホモシスチン ND ND

28 γ-Amino-n-butyric acid γ-アミノ-n-酪酸 ND ND

29 Ethanolamine エタノールアミン TRA~10.5 190~530

30 Hydroxylysine ヒドロキシリジン ND 8以下 Hyl

31 Omithine オルニチン 42.6~141.2 TRA~35

32 Tryptophan トリプトファン 36.2~79.3 22~110 Trp W

33 Lysine リジン 125.7~281.9 78~800 Lys K

34 1-Methylhistidine 1-メチルヒスチジン 9.1以下 25~2400

35 Histidine ヒスチジン 63.0~105.2 400~2000 His H

36 3-Methylhistidine 3-メチルヒスチジン TRA~8.2 110~340

37 Anserine アンセリン ND ND

38 Carnosine カルノシン ND 4~74

39 Arginine アルギニン 31.8~149.5 8~71 Arg R

40 Fischer's ratio フィッシャー比 2.2~4.3 ーーー

分岐鎖アミノ酸(BCAA) Val + Leu + lle

フィッシャー比= =

芳香族アミノ酸(AAA) Phe + Tyr

(備考)ND:検出感度以下 TRA:痕跡

生化学検査

アミノ酸名（英語） アミノ酸名（日本語）
基準値　

略号 １文字略号
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3G0150000023204 μg/dL

チアミン
3G0250000019204 ng/mL

リボフラビン
3G0300000023282 μg/dL

リボフラビン
3G0300000019282 μg/dL

3G0360000023204

シアノコバラミン
3G0400000023051 pg/mL

3G1050000023051 ng/mL

3G0550000023271 μmol/L

アスコロビン酸
3G0600000023204 μg/mL

1-25-(OH）2VD3
3G0700000023001 pg/mL

25-OHVD/ECLIA
3G0650000023053 ng/mL

トコフェロール
3G0800000023282 mg/dL

トコフェロール同族体分画
3G0800000023282 μg/mL

0 4～19

α　4.90～13.80

β　0.06～0.28 3

3G080

全血容器(茶) 0.5(冷蔵（遮
光）)

未保点 γ　0.10～2.40

δ　0.14以下

9874 ビタミンＥ分画
1 血清 ＨＰＬＣ法

備考参照

0
8～14 3

3G080

全血容器(茶) 0.5(凍結（遮
光）)

未保点

1847 ビタミンＥ 1 血清
蛍光法

0.75～1.41

生化Ⅰ
3～5 3

3G065

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 117
＊2

2605 ２５-ヒドロキシビタミンD/ＥＣＬＩＡ 1 血清
ECLIA

判定の目安は
備考参照

生化Ⅰ
4～7 3

3G070

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 388
＊1

1587 1-25-(ＯＨ)2ビタミンＤ3 1 血清
RIA2抗体法

20～60

生化Ⅰ
4～10

提出方法は下記参照
3

3G060

全血容器(茶) 0.7(絶対凍結
（遮光）)

296

1848 ビタミンＣ 1 血清
ＨＰＬＣ法

4.7～17.8

生化Ⅰ

3～4 3

3G055

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 95

1905 カルニチン分画 1 血清
酵素サイクリ

ング法

総カルニチン：
　45.0～91.0
遊離カルニチン：
　36.0～74.0
アシルカルニチン：
　6.0～23.0

生化Ⅰ
2～4

溶血は偽高値の影響あり
3

3G105

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 148

1632 葉酸 1 血清
CLIA法

4.0以上

生化Ⅰ
2～4 3

3G040

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 134

1686 ビタミンＢ１２ 1 血清
CLIA法

180～914

0
4～8 3

3G036

全血容器(茶) 1(冷蔵（遮
光）)

未保点

1738 ビタミンＢ６ 1 血清
ＨＰＬＣ法

生化Ⅰ
4～8 3

3G030

遮光ＥＤＴＡ管 1.1(凍結（遮
光）)

242

1759 ビタミンＢ２-全血 68 EDTA加血液
蛍光法

4.1～8.8

生化Ⅰ
4～8 3

3G030

全血容器(茶) 1.1(凍結（遮
光）)

231

2278 ビタミンＢ２－血清・血漿 1 血清
蛍光法

1.7～4.6

生化Ⅰ
7～9 3

3G025

遮光ＥＤＴＡ管 1.1(凍結（遮
光）)

239

1679 ビタミンＢ１ 68 EDTA加血液
ＨＰＬＣ法

21.3～81.9

5～11 3

3G015

全血容器(茶) 0.3(凍結（遮
光）)

未保点

生化学検査

ビ

タ

ミ

ン

・

関

連

物

質

1810 ビタミンＡ 1 血清
ＨＰＬＣ法

27.2～102.7 0

〇ビタミンC 検体提出方法

遠心機がある場合：全血容器(No１）に採血後、遠心分離を行い正確に血清0.5mLを専用容器(黄色いキャップ）に加え，混和後3000rpm5分間遠心分離し、その上清を

遮光ポリスピッツ（茶色い容器）に移して凍結にてご提出ください。

遠心機がない場合：全血容器(No１）採取後，そのまま提出ください。

＊1 1,25-ジヒドロキシビタミンD 慢性腎不全、特発性副甲状腺機能低下症、偽性副甲状腺機能低下症、ビタミンD依存症Ⅰ型若しくは低リン血症性ビタミンD抵抗性くる病の診断時又はそれらの疾患に対する

活性型ビタミンD3剤 による治療開始後1月以内においては2回を限度とし、その後は3月に1回を限度として算定する。

＊2 25-ヒドロキシビタミンD ア 原発性骨粗鬆症の患者に対して、骨粗鬆症の薬剤方針の選択時に1回限り算定できる。本検査を行う場合には、関連学会が定める実施方針を遵守すること。

イ ビタミンD欠乏性くる病若しくはビタミンD欠乏性骨軟化症の診断時又はそれらの疾患の対する治療中の測定した場合は、診断時においては1回を限度とし、その後は3月に1回を限度と

～ ～ 19.04.0

3.0以下

F

ピリドキサール（PAL）

ピリドキシン（PIN）

0.6以下

3.0以下

6.0 40.0

M

ピリドキサミン（PAM） 0.6以下

ビタミンD充足状態

ビタミンD不足

ビタミンD欠乏

30.0以上

20.0以上30未満

20.0未満
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

GLU/Glu
3D0100000023271 mg/dL

GLU/Glu
3D0100000022272 mg/dL

ヘモグロビンA1C
3D0460000019062 %

1,5-アンヒドログルシトール
3D0850000023271 μg/mL

GA
3D0550000023271 %

3E0101000031271 mg/dL

3E0151000031271 mg/dL

3E0450000023272 μmol/Ｌ

3D0800000023062 ng/mL

3D0800000042062 μg/mL

0
3～5 3

3D080

尿スピッツ 0.5(冷蔵)

1599 ヒアルロン酸（胸水） 5 胸水 ラテックス凝
集法

生化Ⅰ
3～5

肝硬変の判定基準130以上　＊2
3

3D080

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 179 50～130の場合肝臓の繊維化が疑
われます

1598 ヒアルロン酸（血清） 1 血清 ラテックス凝
集法

50.0以下

生化Ⅰ

3～5

総ケトン体にアセトンは含まれ
ません

3

3E045

全血容器(茶) 0.5(凍結) 59

1807 ケトン体分画 1
血清

酵素サイクリ
ング法

総ケトン体：

　131以下

アセト酪酸：

　55以下

３-ヒドロキシ酪酸：

　85以下

生化Ⅰ
3～5 3

3E015

過塩素酸管 0.5(凍結) 47

1286 ピルビン酸 10 除タンパク液
酵素法

0.3～0.9

生化Ⅰ
3～5 3

3E010

過塩素酸管 0.5(凍結) 47

1285 乳酸 10 除タンパク液
酵素穂

4.2～17.0

生化Ⅰ
3～5 3

3D055

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 55
＊1

1101 グリコアルブミン 1 血清
酵素法

11.6～16.4

生化Ⅰ
3～5 3

3D085

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 80
＊1

1449 １，５－ＡＧ 1 血清
比色法

14.0以上

生化Ⅰ
1～2

EDTA血液検査可
1

3D046

血糖容器(灰) 0.5(冷蔵) 49
＊1

1857 ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ） 3 NAF加血液
HPLC法

4.6～6.2

生化Ⅰ
1～2 1

3D010

血糖容器(灰) 0.5(冷蔵) 11

150 血糖（血漿） 3 血漿
電極法

70～110

1

3D010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

生化学検査

糖

関

連

・

有

機

酸

160 血糖（血清） 1 血清 ヘキソキナー
ゼUV法

70～110 生化Ⅰ
1～2

No10専用容器に血液1.0mL

を入れよく混和し徐蛋白を行って

ください。

遠心機の有る場合は、遠心分

離を行い上清を凍結にて提出く

ださい

＊1 ＨｂA1c、グリコアルブミン、1.5AGのうちいずれかを同一月中に合わせて2回以上実施した場合は、月１回に限り主たるもののみ算定する。ただし、妊娠中の患者、1型糖尿病患者、

経口血糖降下薬の投与を開始して6月以内の患者、インスリン治療を開始して6月以内の患者等については、いずれか1項目を月1回に限り算定できる

＊2 ヒアルロン酸：慢性肝炎の患者に対して、慢性肝炎の経過観察及び肝生検の適応の確認を行う場合に算定できる

糖尿病診断基準

糖尿病標準診療マニュアルより

• ①早朝空腹時血糖値126mg/dL以上

• ②75g経口ブドウ糖負荷試験(OGTT）２時間値200mg/dL以上

• ③随時血糖値200mg/dL以上

• ④HbA1c6.5％以上

糖尿病型 •１①～③のいずれかと④が確認されれば糖尿病型と診断

•２①～④のいずれかひとつだけを認めた場合は「糖尿病型」と診断する。別の日に再検を行い、再

び「糖尿病型」が確認されれば糖尿病と診断する。ただし、HbA１cのみの反復検査で糖尿病と診断

することは不可とする

•３血糖値が「糖尿病型」（①～③のいずれか）を示し、かつ次の条件が満たされた場合は糖尿病と

診断する→糖尿病の典型的症状（口渇・多飲・体重減少の存在）、確実な糖尿病網膜症の存在
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

GH
4A0100000023052 ng/mL

LH
4A0301000023051 mIU/mL

FSH
4A0351000023051 mIU/mL

PRL
4A0201000023051 ng/mL

IGF-１
4A0150000023006 ng/mL

AVH.ADH.アルギニン-バゾプレッシン
4A0700000022001 pg/mL

ACTH
4A0251000022006 pg/mL

生化Ⅱ
3～5 6

4A025

ＥＤＴＡ２Ｎ
ａ管

0.4(凍結) 184

1177 副腎皮質刺激ホルモン 6 血漿
ECLIA法

7.2～63.3

生化Ⅱ
3～4 6

4A070

ＥＤＴＡ２Ｎ
ａ管

1.5(絶凍) 224

1744 抗利尿ホルモン 6 血漿
ＲＩＡ２抗体法

水制限 ：
4.0以下

自由飲水：
2.8以下

生化Ⅱ
3～4 3

4A015

全血容器(茶) 0.5(凍結) 212

1708 ソマトメジンC 1 血清
ECLIA

下記参照

生化Ⅱ
1～2 1

4A020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 98

1743 プロラクチン 1 血清
ＣＬＩＡ法

M ：3.6～12.8
Ｆ：6.1～30.5

生化Ⅱ
1～2 1

4A035

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 105

1683 卵胞刺激ホルモン 1 血清
CLIA法

下記参照

生化Ⅱ
1～2 1

4A030

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 105

1684 黄体形成ホルモン 1 血清
CLIA法

下記参照

3～5 3

4A010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 104

内分泌学検査

視

床

下

部

・

下

垂

体

関

連

1174 成長ホルモン 1 血清
ECLIA法

成人
M ：2.47以下
Ｆ：0.13～9.88

生化Ⅱ

単位：mIU/mL

0.8～5.7 2.0～8.3

1.8～10.2 3.0～14.7

2.2～88.3 3.2～16.6

1.1～14.2 1.5～8.5

5.7～64.3 157.8以下

FSH

卵胞期

排卵期

黄体期

閉経後

M

F

LH

〇LH、FSH基準値

〇ソマトメジン基準値
男性 女性

年齢 －2SD ～ +2SD 年齢 －2SD ～ +2SD 年齢 －2SD ～ +2SD 年齢 －2SD ～ +2SD 年齢 －2SD ～ +2SD 年齢 －2SD ～ +2SD

0 11 ～ 149 26 119 ～ 329 52 86 ～ 242 0 15 ～ 154 26 146 ～ 336 52 78 ～ 213

1 14 ～ 148 27 116 ～ 322 53 85 ～ 240 1 23 ～ 186 27 141 ～ 328 53 77 ～ 212

2 18 ～ 154 28 114 ～ 315 54 84 ～ 239 2 32 ～ 213 28 137 ～ 320 54 76 ～ 211

3 24 ～ 164 29 111 ～ 309 55 84 ～ 238 3 40 ～ 227 29 133 ～ 312 55 75 ～ 210

4 32 ～ 176 30 109 ～ 303 56 83 ～ 237 4 48 ～ 238 30 129 ～ 304 56 74 ～ 208

5 44 ～ 193 31 107 ～ 297 57 82 ～ 236 5 56 ～ 252 31 126 ～ 297 57 73 ～ 207

6 55 ～ 215 32 105 ～ 292 58 81 ～ 235 6 69 ～ 287 32 122 ～ 290 58 72 ～ 205

7 63 ～ 247 33 103 ～ 287 59 80 ～ 233 7 89 ～ 357 33 119 ～ 283 59 71 ～ 203

8 72 ～ 292 34 102 ～ 283 60 79 ～ 232 8 111 ～ 438 34 115 ～ 277 60 70 ～ 201

9 84 ～ 350 35 100 ～ 279 61 77 ～ 230 9 133 ～ 517 35 112 ～ 271 61 69 ～ 198

10 99 ～ 423 36 99 ～ 275 62 76 ～ 228 10 155 ～ 588 36 109 ～ 265 62 68 ～ 196

11 113 ～ 499 37 97 ～ 272 63 75 ～ 226 11 175 ～ 638 37 106 ～ 260 63 66 ～ 194

12 125 ～ 557 38 96 ～ 269 64 73 ～ 224 12 188 ～ 654 38 103 ～ 254 64 65 ～ 191

13 133 ～ 579 39 95 ～ 266 65 72 ～ 221 13 193 ～ 643 39 100 ～ 250 65 64 ～ 188

14 138 ～ 570 40 94 ～ 263 66 70 ～ 219 14 193 ～ 625 40 98 ～ 245 66 62 ～ 186

15 141 ～ 552 41 94 ～ 261 67 68 ～ 216 15 193 ～ 614 41 95 ～ 240 67 61 ～ 183

16 142 ～ 543 42 93 ～ 259 68 66 ～ 213 16 192 ～ 611 42 93 ～ 236 68 60 ～ 180

17 142 ～ 540 43 92 ～ 257 69 65 ～ 209 17 191 ～ 599 43 90 ～ 233 69 59 ～ 177

18 142 ～ 526 44 92 ～ 255 70 63 ～ 206 18 188 ～ 574 44 88 ～ 229 70 57 ～ 175

19 143 ～ 501 45 91 ～ 253 71 61 ～ 202 19 182 ～ 539 45 87 ～ 226 71 56 ～ 172

20 142 ～ 470 46 90 ～ 250 72 58 ～ 198 20 175 ～ 499 46 85 ～ 224 72 55 ～ 170

21 139 ～ 436 47 90 ～ 250 73 56 ～ 194 21 168 ～ 459 47 83 ～ 221 73 54 ～ 167

22 135 ～ 405 48 89 ～ 248 74 54 ～ 190 22 161 ～ 425 48 82 ～ 219 74 53 ～ 165

23 131 ～ 379 49 88 ～ 246 75 52 ～ 185 23 155 ～ 397 49 81 ～ 218 75 52 ～ 163

24 128 ～ 356 50 87 ～ 245 76 50 ～ 181 24 151 ～ 375 50 80 ～ 216 76 50 ～ 160

25 125 ～ 337 51 87 ～ 243 77 48 ～ 177 25 147 ～ 358 51 79 ～ 215 77 49 ～ 158
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

遊離トリヨードサイロニン
4B0150000023051 pg/mL

遊離サイロキシン
4B0350000023051 ng/dL

甲状腺刺激ホルモン
4A0550000023051 μIU/mL

Tg
4B0400000023053 ng/mL

A-Tg.TgＡｂ
5G2900000023007 IU/mL

抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体.A-TPO
5G2850000023005 IU/mL

TRAb定量（第3世代）
5G3101352023053 IU/L

甲状腺刺激抗体
5G3000000023023 %

サイロキシン結合グロブリン
4B0450000023052 μg/mL

副甲状腺ホルモンINTACT
4C0250000023053 pg/mL

副甲状腺ホルモンwhole
4C0260000023053 pg/mL

PTHrP-Intact
4C0340100022006 pﾓﾙ/L

CT
4C0351000023053 pg/mL

生化Ⅱ
3～5 3

4C035

全血容器(茶) 0.5(凍結) 127

1827 カルシトニン 1 血清
ECLIA法

M ：5.15以下
Ｆ：3.91以下

生化Ⅱ
3～5

保険収載名「副甲状腺ホルモン関連
蛋白（PTHrP）」

3

4C034

アプロチニンＥＤＴＡ 0.5(凍結) 185
＊1

1614 PTH関連蛋白-インタクト 11 血漿 IRMA（ビーズ
固相法）

1.1未満

生化Ⅱ
0

保険収載名「副甲状腺ホルモンPTH」
3

4C026

全血容器(茶) 0.5(凍結) 161

2230 ｗｈｏｌｅ－ＰＴＨ 1 血清
ECLIA法

14.9～56.9

生化Ⅱ
1～2

保険収載名「副甲状腺ホルモンPTH」
1

4C025

全血容器(茶) 0.5(凍結) 161

1128 PTH-INTACT 1 血清
ECLIA法

10～65

生化Ⅱ
５～8 3

4B045

全血容器(茶) 0.3(凍結) 130
＊2

1158 ＴＢＧ 1 血清
CLEIA

14.0～31.0

免疫
４～5 3

5G300

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 330

1384 ＴＳＡｂ 1 血清 バイオアッセ
イ法

110未満

生化Ⅱ
1～2 1

5G310

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 208
＊2

2442 TSHレセプター抗体 1 血清
ECLIA法

2.0未満

生化Ⅱ
1～2 1

5G285

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 138

1194 抗TPO抗体 1 血清
ECLIA

16未満

生化Ⅱ
1～2 1

5G290

全血容器(茶) 0.5(凍結) 136

1249 抗サイログロブリン抗体 1 血清
ECLIA

28未満

生化Ⅱ
1～2 1

4B040

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 128

1610 サイログロブリン 1 血清
ECLIA法

33.70以下

生化Ⅱ
1～2 1

4A055

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 98

1166 TSH 1 血清
ECLIA

0.610～
4.230

生化Ⅱ
1～2 1

4B035

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 121

1788 FT4 1 血清
ECLIA

0.90～1.70

1

4B015

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 121

内分泌学検査

甲

状

腺

・

副

甲

状

腺

関

連

1749 FT3 1 血清
ECLIA

2.30～4.00 生化Ⅱ
1～2

＊1 PTH関連蛋白 高カルシウム血症の鑑別並びに悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症に対する治療効果判定のために測定した場合に限り算定する。

＊2 甲状腺刺激抗体(TSAb)と抗TSHレセプター抗体(TRAb)を同時に行った場合は、いずれか一方のみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

4D0401000023051 μg/dL

4D0351000023282 μg/dL

デヒドロエピアンドロステロン
4D0900000023051 ng/mL

PRA
4Z0100000022023 ng/mL/hr

ARC
4Z0200000022052 pg/mL

PAC
4D1150000022052 pg/mL

PAC/PRA

4D1200000022919

PAC/ARC
4D1220000022919

4E0160000022204 ng/mL

4E0410000122021 ng/mL

4E0400000004204 ng/mL

バニルマンデル酸
4E0600000004210 ng/mL

ホモバニリン酸
4E0550000004210 ng/mL

5-ハイドロキシインドール酢酸
4E0700000004204 mg/day

4E0650000019204 ng/mL

未保点
3～5

そのまま凍結
3

4E065

EDTA加血液 2.1(凍結) 未保点

1751 セロトニン（血液） 69 EDTA加血液
HPLC法

81.0～262.0

生化Ⅱ
3～5

蓄尿の場合は蓄尿量を記入くださ
い

3

4E070

尿スピッツ 5(冷蔵) 95
蓄尿方法はお問合せ下さい

1187 ５ＨＩＡＡ（尿） 5 蓄尿
LC-MS/MS法

1.0～6.0

生化Ⅱ 3～5

蓄尿の場合は蓄尿量を記入ください
蓄尿方法はお問合せ下さい

3

4E055

尿スピッツ 3(冷蔵) 69
蓄尿（項目コード1750）

2536 ＨＶＡ(随時尿） 5 尿

畜尿2.40～
6.00mg/day
随時尿2.20～
5.80mg/g・Cre

生化Ⅱ 3～5

蓄尿の場合は蓄尿量を記入ください
蓄尿方法はお問合せ下さい

3

4E060

尿スピッツ 3(冷蔵) 90
蓄尿（項目コード1518）

2535 ＶＭＡ（随時尿） 5 尿 HPLC法

畜尿1.50～
4.80mg/day
随時尿2.10～
5.00mg/g・Cre

生化Ⅱ 3～5

蓄尿の場合は蓄尿量を記入ください
蓄尿方法はお問合せ下さい 3

4E041

尿スピッツ 5(冷蔵) 220
随時尿（項目コード2803）　＊2

1528 （尿）メタネフリン分画 5 蓄尿 LC-MS/MS
法

メタネフリン0.04
～0.18
ノルメタネフリン
0.10～0.28

生化Ⅱ

3～5 4

4F041

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 1.5(絶凍) 585

＊2

2668 （血中）遊離メタネフリン分画 6 血漿

ELISA

褐色細胞腫のカッ
トオフ
メタネフリン
130.0以下
ノルメタネフリン
506.0以下

生化Ⅱ 3～5

安静臥位状態で採血

6

E4016

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 1.1(凍結) 161 尿カテコールアミン３分画
（項目コード1517）

1844 カテコールアミン３分画 6 血漿 HPLC法

アドレナリン：
0.17以下
ノルアドレナリ
ン：0.15～0.57
ドーパミン：0.03
以下

生化Ⅱ
3～5

レニン定量(項目コード2308)とア
ルドステロン(1688)と同時依頼が
必要です

6

4D122

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 1.3(凍結) 未保点

2291 アルドステロン/活性レニン定量 6 血漿
計算法

40未満（境界域：20
～40未満）かつ

PAC60未満

生化Ⅱ

3～5

レニン活性(項目コード1670)とア
ルドステロン(項目コード1688)の
同時依頼が必要です

6

4D120

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 1.3(凍結) 未保点

2290 アルドステロン/レニン比 6 血漿

計算法

「原発性アルドス
テロン症診療ガイ
ドライン2021 」
200未満（境界
域：100～200未
満）かつPAC60未
満

生化Ⅱ
3～5

早朝15分以上臥位にて安静後採血
6

4D115

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.5(凍結) 122

1688 アルドステロン 6 血漿
CLEIA法

4.0～82.1

生化Ⅱ
3～5

早朝15分以上臥位にて安静後採血
6

4Z020

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.5(凍結) 102
＊1

2308 活性型レニン定量 6 血漿
CLEIA法

2.21～39.49

生化Ⅱ
3～5

早朝安静状態で採血
6

4Z010

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.7(凍結) 100
＊1

1670 血漿レニン活性 6 血漿
ＥＩＡ法

座位：0.2～3.9
臥位：0.2～2.3
立位：0.2～4.1

生化Ⅱ
2～4 3

4D090

全血容器(茶) 0.6(凍結) 164

1539 ＤＨＥＡ－Ｓ 1 血清
CLEIA法

17P参照

生化Ⅱ
4～10 3

4D035

全血容器(茶) 2.1(冷蔵) 60

1671 １１－ＯＨＣＳ 1 血清 蛍光法
（De Moore臼

井変法）

午前8～10時
5.0～21.4

3～5
随時尿(項目コード2520)

6

4D040

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 121

内分泌学検査

副

腎

皮

質

関

連

1179 コルチゾール 1 血清
CLIA法

午前8～10時
4.5～21.1

生化Ⅱ

＊1 レニン活性とレニン定量を併せて行った場合は、一方の所定点数を算定する

＊２遊離メタネフリン・遊離ノルメタネフリン分画 褐色細胞腫の鑑別診断を行った場合に１回に限り算定する。本検査を実施するに当たっては関連学会が定める指針を遵守し褐色細胞腫を疑う

医学的な理由を診療録に記録すること。メタネフリン、メタネフリン・ノルメタネフリン分画、ノルメタネフリン又は遊離メタネフリン・遊離メタネフリン分画のうちいずれかを併せて

実施した場合は、主たるもののみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

E２
4F0250000023051 pg/mL

黄体ホルモン
4F0450000023051 ng/mL

4F0650000023051 ng/dL

4F0700000023021 pg/mL

ヒト絨毛性ゴナドトピン
4F0800000023051 mIU/mL

尿中ヒト絨毛性ゴナドトピン
4F0800000001053 mIU/mL

遊離βHCG
4F0900000023051 ng/mL

ＡＭＨ
4F1000000023052 ng/mL

4Z3350000023053 0

生化Ⅱ
3～9 3

4Z335

全血容器(茶) 0.9(冷蔵) 340
＊4

2806 sFlt-1/PIGF比 1 血清
ECLIA法

下記参照

生化Ⅱ
１～2 1

4F100

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 600
＊3

2403 抗ミュラー管ホルモン 1 血清
CLIA法

下記参照

生化Ⅱ
3～5 3

4F090

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 129
＊2

1799 HCG-βサブユニット 1 血清
CLIA法

1.00未満

生化Ⅱ
3～5 1

4F080

尿スピッツ 2(冷蔵) 134
＊1

1325 尿中HCG 5 尿
ECLIA法

下記参照

生化Ⅱ
1～2 1

4F080

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 134
＊1

1740 HCG 1 血清
CLIA法

下記参照

生化Ⅱ
3～6

午前中に採血してください
3

4F070

全血容器(茶) 0.5(凍結) 156

1233 遊離テストステロン 1 血清
RIA-固相法

下記参照

生化Ⅱ

3～5 3

4F065

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 119

1631 テストステロン 1 血清

CLIA法

M ：142.4～
923.1

Ｆ：10.8～
56.9

生化Ⅱ
1～2 1

4F045

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 139

1718 プロゲステロン 1 血清
CLIA法

下記参照

1

4F025

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 167

内分泌学検査

性

腺

・

胎

盤

関

連

1747 エストラジオール 1 血清
CLIA法

下記参照 生化Ⅱ
1～2

前期

中期

～ 141.4

49.0

78.0

エステラジオール（E２）

25.7 ～ 142.9

51.2 ～ 325.8

0.6以下

0.4以下

3.7以下

8.5 ～ 21.9

23.9～

～

～ 44915.0

51.0

252.0

487.0

226.0

51.0

プロゲストロン

16631.0

36635.0

妊

娠

中

卵胞期

排卵期

黄体期

閉経後

後期

M 19.0

19.0

19.0

780.0

1146.0

5452.0

～

～

～

～

～

40週

非妊婦

妊婦

尿

3.0以下

15000～30000

90000～120000

未設定

未設定

6週

10週

20週

HCG（ヒト絨毛性ゴナドトロピン）（尿）

男性 男性
5.0以下

非妊婦
妊

婦

（

妊

娠

週

数

)

１～10 1.2～417430

11～15 16996～247465

16～22 6860～50239

22～40 1583～65911

HCG（ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン）（血清）

AMH（抗ミューラー菅ホルモン）基準値

年齢 例数 中央値 年齢 例数 中央値

≦27 558 4.69 0.76 ～ 14.18 37 1154 2.27 0.24 ～ 8.50

28 387 4.27 0.84 ～ 12.44 38 1230 1.90 0.11 ～ 7.81

29 555 4.14 0.86 ～ 11.97 39 1176 1.80 0.13 ～ 7.45

30 663 4.02 0.79 ～ 12.74 40 1057 1.47 0.08 ～ 6.13

31 865 3.85 0.44 ～ 13.08 41 888 1.30 0.06 ～ 5.52

32 872 3.54 0.62 ～ 13.87 42 715 1.00 0.05 ～ 5.81

33 959 3.32 0.4 ～ 12.76 43 509 0.72 0.03 ～ 4.49

34 1064 3.14 0.38 ～ 11.16 44 309 0.66 0.03 ～ 3.98

35 1191 2.62 0.37 ～ 10.18 45 144 0.41 0.03 ～ 3.43

36 1122 2.5 0.33 ～ 9.93 46≦ 127 2.36 0.02 ～ 1.67

基準範囲 基準範囲

DHEA-S基準値　単位：ng/mL

年齢

120～1330

70～1770

男 女

61～70

71以上

850～6900

1060～4640

700～4950

380～3130

240～2440

50～2530

240～537018～20

21～30

31～40

41～50

51～60

510～3210

180～3910

230～2660

190～2310

80～1880

sFlt-1/PIGF比　基準値

1週間以内の妊婦高血圧腎症（PE）の非発症予測38.00以下

4週間以内の妊婦高血圧腎症（PE）の発症予測38.00越

＊1 HCG定性、HCG半定量又はHCGを併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。

＊２遊離βサブユニット HCG産生腫瘍に対して測定した場合に限り算定する。

＊3抗ミューラー菅ホルモン 不妊症の患者に対して、卵巣の機能の評価及び治療方針の決定を目的として6月1回限り算定できる

＊4SFlt-1/PIGF比 妊娠18週から36週未満の妊娠高血圧腎症が疑われる妊婦であって、以下のリスク因子を2つ以上有するもの実施した場合に、原則として一連の妊娠につき1回限り算定できる。なお、リスク因子を２つ以

上有する場合は、原則として、当該点数は算定できない。 （イ）収縮期血圧が130mmHg以上 （ロ）蛋白尿 （ハ) 妊娠高血圧腎症を疑う臨床症状又は検査所見 （ニ） 子宮内胎児発育遅延 （ホ）子宮

内胎児発育遅延を疑う検査所見

遊離テストステロン　（参考基準値：午前中採血）

30 ～ 29 7.6 ～ 23.8 0.4 ～ 2.3

30 ～ 39 6.5 ～ 17.7 0.6 ～ 2.5

40 ～ 49 4.7 ～ 21.6 0.3 ～ 1.8

50 ～ 59 4.6 ～ 19.6

60 ～ 69 5.3 ～ 11.5 ～

4.6 ～ 16.9

1.7

70以上

年齢 男性 女性

（単位：pg/mL）

0.8
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

IRI
4G0101000023051 μU/mL

5G3600000023007 U/mL

CPR
4G0201000023099 ng/mL

CPR
4G0200000004051 μg/day

3D900000002391901 0

3D905000002391901 0

Insulinemic Index
3D915000002391901 0

CPI,Cペプチドインデックス
3D910000002391901 0

Secretory Units of Insulin in Transplantation

0 0

4G0300000022023 pg/mL

5G3400000023023 U/mL

5G3420000023023 U/mL

生化Ⅱ
3～5 3

5G342

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 213
＊3

1472 抗ＩＡ－２抗体 1 血清
EIA法

0.6未満

生化Ⅱ
3～5 3

5G340

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 134

1375 抗ＧＡＤ抗体 1 血清
ＥＩＡ法

5.0未満

生化Ⅱ
3～5

溶血は低値の影響があります
3

4G030

アプロチニンＥＤ

ＴＡ

0.5(凍結) 150
＊2

2671 膵グルカゴン 11 血漿
EIA法

8.8～45.2
（空腹時）

0
3～5

血清Cペプチド(項目コード2030)・空腹時血
糖(項目コード2001)の同時依頼が必要です

0

0

全血(茶)血糖(灰) 0.5(冷蔵)
計算式は下記参照

2801 SUIT 1.3 血清
計算法

下記参照

0
3～5

血清Cペプチド(項目コード2030)・空腹時血
糖(項目コード2001)の同時依頼が必要です

0

0

全血(茶)血糖(灰) 0.5(冷蔵)
計算式は下記参照

2800 CPRインデックス 1.3 血清
計算法

下記参照

0

3～5

インスリン(項目コード2021)・インスリン
負荷30分(項目コード2022)・空腹時血糖(項
目コード2001)・血糖負荷30分(項目コード
2002)の同時依頼が必要です 0

0

全血(茶)血糖(灰) 0.5(冷蔵)
計算式は下記参照

2802 インスリン分泌指数 1.3 血清

計算法
下記参照

0
3～5

インスリン(項目コード2021)・空腹時血糖
(項目コード2001)の同時依頼が必要です

0

0

全血(茶)血糖(灰) 0.5(冷蔵)
計算式は下記参照

2799 HOMA-β 1.3 血清
計算法

下記参照

0
3～5

インスリン(項目コード2021)・空腹時血糖
(項目コード2001)の同時依頼が必要です

0

0

全血(茶)血糖(灰) 0.5(冷蔵)
計算式は下記参照

2798 HOMA-IR 1.3 血清
計算法

下記参照

生化Ⅱ
3～5

負荷コードは下記参照　　＊1
3

4G020

尿スピッツ 1(冷蔵) 108 蓄尿は安定化剤を入れ冷所で保存し、
蓄尿量を記入ください

1710 Ｃ－ペプチド（尿） 5 蓄尿
ECLIA法

22.8～155.2

生化Ⅱ
3～5

負荷コードは下記参照
3

4G020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 105
＊1

2030 Ｃ－ペプチド 1 血清
ECLIA法

22.8～155.2

免疫
3～5 3

5G360

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 107

2733 インスリン抗体 1 血清
RIA法

0.4未満

3～5
溶血検体検査不可

3

4G010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 100
負荷コードは下記参照

内分泌学検査

膵

・

消

化

器

関

連

2020 インスリン 1 血清
CLIA法

2.2～12.4 生化Ⅱ

＊1 C-ペプチド 同時に血液及び尿の両方の検体について測定した場合は、血液の場合の所定点数のみを算定する。

＊2 抗GAD抗体 すでに糖尿病の診断が確定した患者に対して、Ⅰ型糖尿病の診断に用いた場合又は自己免疫介在性脳炎・脳症の診断に用いた場合に算定できる。

＊３ 抗IA-２抗体 すでに糖尿病の診断が確定し、かつ、抗GAD抗体の結果、陰性が確認された患者に対して、Ⅰ型糖尿病の診断に用いた場合に算定する。なお、算定するに当たっては、抗GAD抗体の結果、

陰性が確認された年月日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

〇負荷コード一覧 空欄のコードはお問合せ下さい

項目コード 項目 評価対象 基準値 計算式

2798 HOMA-IR 肝臓のインスリン抵抗性 2.5以上：インスリン抵抗性 空腹時インスリン×空腹時血糖÷405

2799 HOMA-β インスリン分泌能 40%以下分泌能低下 空腹時インスリン×360÷（空腹時血糖-63）

2802 インスリン分泌指数 インスリン分泌能初期分泌能 0.4未満：インスリン初期低下目安 （インスリン負荷30分-インスリン空腹時）÷（血糖負荷30分-空腹時血糖）

受託不可 Matuda index 全身のインスリン感受性 1.6以下：インスリン抵抗性（負荷試験より計算） 1000÷√（空腹時血糖値×空腹時インスリン×負荷中の平均血糖値×負荷中の平均インスリン）

2801 SUIT インスリン分泌能 20～23以下：インスリン 1500×空腹時血清Cペプチド×100÷（空腹時血糖-61.7）

0.8～1.0：インスリン療法検討の境界線

0.8以下：インスリン療法を要することが多い
CPI（CPRインデックス） インスリン分泌能2800 空腹時血清Cペプチド×100÷空腹時血糖

〇インスリン分泌の指標となる検査

前 30分 ６０分 ９０分 120分 150分 180分 240分

血糖 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

尿糖 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

インスリン 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

CPR 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

CPR（尿） 1710
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

心房性ナトリウム利尿ペプチド
4Z2700000022052 pg/mL

脳性ナトリウム利尿ペプチド
4Z2710000022052 pg/mL

脳性ナトリウム利尿ペプチド前駆体N端フラグメント

4Z2720000023051 pg/mL

4Z2750000023052 mIU/mL

OC；BGP

4Z2800000023053 ng/mL

ucOC
4Z2820000023053 ng/mL

肝細胞増殖因子
4Z3150000023023 ng/mL

4Z4000000023023 ng/mL

4Z4010000023023 μg/mL

4Z3050000022023 pg/mL

生化Ⅰ
3～5 3

4Z305

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.5(絶凍) 460
＊7

2310 ＶＥＧＦ(血清) 6 血漿
EIA法

POEMS症候群の診
断カットオフ値

1000.0

0
３～5 3

4Z401

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

2213 アディポネクチン 1 血清 ラテックス凝
集比濁法

4.0以上

生化Ⅱ
３～9 3

4Z400

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 1000
＊6

2212 レプチン 1 血清
EIA法

M：0.6～8.9
F：1.9～26.6

生化Ⅱ
3～5 3

4Z315

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 227
＊5

1305 ＨＧＦ 1 血清
EIA法

0.39以下

生化Ⅱ
4～7 3

4Z282

全血容器(茶) 0.3(凍結) 154
＊4

2251 低カルボキシル化オステオカルシン 1 血清
ECLIA法

4.50未満

生化Ⅱ

3～5 3

4Z280

全血容器(茶) 0.5(凍結) 153

＊3

1367 オステオカルシン 1 血清

ECLIA法

M：8.4～33.1
F:閉経前　7.8～

30.8
　閉経後　14.2～

54.8

生化Ⅱ
3～5 3

4Z275

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 209
＊2

1820 エリスロポエチン 1 血清
CLEIA法

4.2～23.7

生化Ⅱ
1～2 1

4Z272

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 136
＊1

2208 ＮＴ－ＰｒｏＢＮＰ 1 血清
ECLIA法

125以下

生化Ⅱ
1～2 1

4Z271

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.5(凍結) 130
＊1

1383 ＢＮＰ 6 血漿
CLIA法

18.4以下

溶血検体は低値となります
3

4Z270

アプロチニン
ＥＤＴＡ

0.5(凍結) 221 ＊1

内分泌学検査

そ

の

他

1295 HＡＮＰ 11 血漿
CLEIA法

43.0以下 生化Ⅱ
3～5

＊1 HANP、BNP、NT-proBNP 心不全の診又は病態把握のために実施した場合に月1回に限り算定する。脳性Na利尿ペプチド（BNP）と脳性Na利尿ペプチド前駆体N端フラグメント（NT-proBNP）と心房性Na

利尿ペプチド（ANP）のうち2項目以上をいずれかの検査を行った日から起算して1週間以内に併せて実施した場合は、主たるもの1つに限り算定する。脳性Na利尿ペプチド（BNP）、脳性Na利尿ペプチ

ド前駆体N端フラグメント（NT-proBNP）又は心房性Na利尿ペプチド（ANP）を併せて実施した場合は、各々の検査の実施日を医療報酬明細書の摘要欄に記載する。

＊2 エリスロポエチン 以下のいずれかの目的で行った場合に算定する。

ア 赤血球増加症の鑑別診断

イ 重度の慢性腎不全患者又はエリスロポエチン、ダルべポエチン、エポエチンベータペゴルもしくはHIF-PH阻害薬投与前の透析患者における腎性貧血の診断

ウ 骨髄異形成症候群に伴う貧血の治療方針の決定

＊３オステオカルシン（ＯＣ） 続発性副甲状腺機能亢進症の手術適応の決定及び原発性又は続発性の副甲状腺機能亢進症による副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手術あとの治療効果判定に際して実施した

場合に限り算定できる。1型コラーゲン架橋Ｎ‐テロペプチド（NTX）、デオキシピリジノリン（尿）、酒石酸抵抗性ホスファターゼ（TRACP‐5b）を併せて実施した場合は、いずれか1つのみ算定する。

＊４低カルボキシル化オステオカルシン（ucOC） 骨粗鬆症におけるビタミンK₂剤の治療選択目的で行った場合又は治療経過観察を行った場合に算定できる。ただし、治療開始前においては1回、その後は

6月以内に1回に限り算定できる。

＊５肝細胞増殖因子（HGF） 肝炎において劇症化が疑われる場合又は劇症肝炎の経過観察に用いた場合に限り算定する。

＊６レプチン 脂肪萎縮、食欲亢進、インスリン抵抗性、糖尿病及び脂質異常症のいずれも有する患者に対して、全身性脂肪萎縮症の診断の補助を目的として、ELISA法により測定した場合に患者1人につき

1回に限り算定する。

本検査の実施に当たっては、関連学会が定める指針を遵守し、脂肪萎縮の発症時期及び全身性脂肪萎縮症を疑う医学的な理由を治療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

＊７血管内皮増殖因子（VEGF） クロウ・深瀬症候群（POEMS症候群）の診断又は診断後の経過観察を目的として、月1回を限度として算定できる。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

癌胎児性抗原
5D0100000023007 ng/mL

α-フェトプロテイン
5D0150000023006 ng/mL

5D5200000023051 mAU/mL

α-フェトプロテインクレチン分画
5D0180000023024 ng/mＬ

塩基性フェトプロテイン
5D0250000023023 ng/mL

5D1300000023006 U/mL

5D1700000023023 U/mL

5D2200000023006 U/mL

シアリルLeｘ-i抗原
5D1750000023006 U/mL

5D2000000023023 U/mL

5D5600000023052 U/mL

サイトケラチン19フラグメント
5D3250000023053 ng/mL

神経特異エノラーゼ
5D4100000023053 ng/mL

ガストリン放出ペプチド前駆体
5D5500000022051 pg/mL

扁平上皮癌関連抗原
5D3000000023051 ng/mL

サイトケラチン19フラグメント
5D3250000023053 ng/mL

生化Ⅱ
3～5 3

5D325 全血容器(茶) 0.8(冷蔵) 154 ＊2

1826 シフラ 1 血清
CLEIA法

3.5以下

#REF!

生化Ⅱ
3～5 3

5D300

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 101

1345 ＳＣＣ抗原 1 血清
CLIA法

1.5以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D550

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.4(冷蔵) 175

1373 ＰｒｏＧＲＰ 6 血漿
CLEIA

81未満

生化Ⅱ
3～5 3

5D410

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 142
＊3

1588 ＮＳＥ 1 血清
ECLIA法

16.3以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D325

全血容器(茶) 0.8(冷蔵) 154
＊2

1826 シフラ 1 血清
CLEIA法

3.5以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D560

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 163
＊4

2224 抗ｐ５３抗体 1 血清
CLEIA法

1.30以下

生化Ⅱ

3～5 3

5D200

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 112

1435 ＮＣＣ－ＳＴ－４３９ 1 血清

EIA法

男性及び50歳以
上の女性　4.5未

満
女性49歳以下

7.0未満

生化Ⅱ
3～5 3

5D175

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 140

1811 ＳＬＸ 1 血清
RIA固相法

38以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D220

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 144

1293 ＳＰａｎ－１ 1 血清
IRMA法

30以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D170

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 115
＊1

1590 ＤＵＰＡＮ－２ 1 血清
EIA法

150以下

生化Ⅱ
1～2 1

5D130

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 121

1567 ＣＡ１９－９ 1 血清
CLIA法

37.0以下

生化Ⅱ
3～4

分離材入りの容器不可
3

5D025

プレイン管 0.6(冷蔵) 150 溶血検体検査不可
採血後2時間以内に血清分離

1438 ＢＦＰ 35 血清
EIA法

75以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D018

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 185

1960 ＡＦＰレクチン分画 1 血清
LBA-EATA法

L３分画
10.0未満
総AFP量
10.0以下

生化Ⅱ
2～4 3

5D520

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 131

1845 ＰＩＶＫＡⅡ－ＣＬＩＡ 1 血清
CLIA法

40未満

生化Ⅱ
1～2 1

5D015

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 98

1797 ＡＦＰ 1 血清
CLIA法

10.0以下

1～2 1

5D010

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 99
＊1

腫瘍マーカー

腫

瘍

マ

ー

カ

ー

1805 ＣＥＡ 1 血清
CLIA法

5.0以下 生化Ⅱ

＊1 CEAとDUPAN-2 あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊2 シフラ 悪性腫瘍であることが既に確定診断された患者については、小細胞癌を除く肺癌に限り「悪性腫瘍特異物質治療管理料」を算定できる。

＊３ ProGRPとNSE あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊４抗P53抗体 食度癌、大腸癌又は乳がんが強く疑われる患者に対して行った場合に月１回限り算定できる。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5D1000000023051 U/mL

ヒト精巣上体蛋白４
5D1100000023051 pﾓﾙ/L

卵巣悪性腫瘍推定値
5D1130000023919 %

5D1030000023023 U/mL

5D1500000023053 U/mL

シアリルTｎ抗原
5D1530000023005 U/mL

5D1550000023023 U/mL

5D1250000023052 U/mL

シアリルLeｘ抗原
5D1770000023023 U/mL

5D1200000023051 U/mL

前立腺特異抗原
5D3050000023006 ng/mL

PSAＦ/T比
5D3080000023051 %

5D3060000023023 ng/mL

S2，3PSA％
5D3040000023024 ％

γ－セミノプロテイン
5D3100000023052 ng/mL

phi
5D3090000023052 0

生化Ⅱ
3～5

23P参照
3

5D309

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 281

2751 プロステートヘルスインデックス 1 血清
CLEIA法

27.2未満

生化Ⅱ
3～5 3

5D310

全血容器(茶) 0.4(凍結) 187

1430 γ-Ｓｍ 1 血清
CLEIA法

4.00以下

生化Ⅱ
3～5

23P参照
3

5D304

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 248

2805 PSAレクチン結合分画比 1 血清
LBA-EATA法

38.0未満

生化Ⅱ
３～4 3

5D306

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 124

1700 ＰＳＡ－ＡＣＴ 1 血清
CLIA法

3.4以下

生化Ⅱ
3～5

23P参照
3

5D308

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 150

1269 フリーPSA/トータルPSA比 1 血清
CLIA法

26.0％以下
前立腺癌
疑い

生化Ⅱ
1～2

23P参照
1

5D305

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 121

1372 高感度PSA 1 血清
CLIA法

4.000以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D120

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 112 ＊2

1589 ＣＡ１５－３ 1 血清
CLIA法

25.0以下

生化Ⅱ
３～5 3

5D177

全血容器(茶) 0.5(凍結) 160
＊2　＊3

1404 ＣＳＬＥＸ 1 血清
EIA法

8.0未満

生化Ⅱ
3～5 3

5D125

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 158

1579 ＢＣＡ－２２５ 1 血清
CLEIA法

160未満

生化Ⅱ
3～5 4

5D155

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 184

2551 ＣＡ５４/６１ 1 血清
ELISA法

12以下

生化Ⅱ
３～5 3

5D153

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 146

1355 STN 1 血清
RIA・固相法

45以下

生化Ⅱ
3～5 3

5D150

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 146

1292 ＣＡ７２－４ 1 血清
ECLIA法

10.0以下

生化Ⅱ
3～5 4

5D103

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 190
＊1

2544 ＣＡ６０２ 1 血清
ELISA法

63以下

未保点
3～5

CA125(項目コード1572)とHE4(項目
コード2575)の同時依頼が必要です

3

5D113

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

2576 ＲＯＭＡ 1 血清
CLIA法

閉経前女性：7.4
未満

閉経後女性：25.3

生化Ⅱ
3～5 3

5D110

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 200

2575 ＨＥ４ 1 血清
CLIA法

閉経前女性：70.0
以下

閉経後女性：
140.0以下

3

5D100

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 136
＊1

腫瘍マーカー

腫

瘍

マ

ー

カ

ー

1572 ＣＡ１２５ 1 血清
CLEIA法

35.0以下 生化Ⅱ
3～5

＊1 CA125とCA602 あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊2 CA15-3とCSLEX あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊３ CSLEX 診療及び他の結果から乳癌の患者であることが強く疑われる者に対して検査を行った場合に算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

SMRP
5D6000000023052 nmoL/L

5D5900000023051 ng/mL

sIL-２レセプター
5J0950000023023 U/mL

TK活性
2C1050000023051 U/L

血液
３～5 3

2C105

全血容器(茶) 0.5(凍結) 233
＊4

1916 チミジンキナーゼ活性 1 血清
CLIA法

7.5以下

生化Ⅱ
3～5 3

5J095

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 438
＊3

1914 可溶性ＩＬ－２レセプタ－ 1 血清
CLEIA法

157～474

生化Ⅱ
３～4 3

5D590

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 320
＊2

2390 血清ＨＥＲ２タンパク 1 血清
CLIA法

15.2以下

6～12 3

5D600

全血容器(茶) 0.3(凍結) 220
＊1

腫瘍マーカー

腫

瘍

マ

ー

カ

2519 可溶性ﾒｿﾃﾘﾝ関連ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ 1 血清
CLEIA法

1.5未満 生化Ⅱ

＊1 可溶性メンテリン関連ペプチド 悪性中皮腫の診断の補助又は悪性中皮腫であると既に確定診断された患者に対して治療効果の判定若しくは経過観察を目的として実施した場合に算定する。

検査を悪性中皮腫の診断の補助を目的として実施する場合は、以下のいずれかに該当する患者に対して使用した場合に限り算定する。この場合、検査が必要である理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。

（イ）石綿曝露歴があり、胸水、腹水等の貯留が認められる患者

（ロ）体液細胞診で悪性中皮腫が疑われる患者

（ハ）画像診断で胸膜腫瘍、腹膜腫瘍等の漿膜腫瘍が認められる患者

悪性中皮腫の治療効果判定又は経過観察を目的とし実施する場合は、悪性中皮腫であると既に確定診断された患者に対して、検査結果の基づいて計画的な治療管理を行った場合に限り、B001特定疾患治療管理料の

「３」悪性腫瘍特異物質治療管理料「ロ」を算定する

＊2 HER２蛋白の保険算定 悪性腫瘍が既に確定診断され、かつHER２蛋白過剰発現が認められている患者または他の測定方法により、HER２蛋白過剰発現の有無が確認されていない再発癌患者に対して、

当該検査の結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合に限りB001特定疾患治療管理料の「３」悪性腫瘍特異物質治療管理料「ロ」を算定する。なお確定診断された患者が対象となるため、腫瘍マーカー（生

化Ⅱ）の区分で算定されることはない。

＊3 可溶性インターロイキン-2レセプター(sIL-2R) 非ホジキンリンパ腫、ATL又はメトトレキサート使用中のリンパ増殖性疾患の診断の目的で測定した場合に算定できる。

また、非ホジキンリンパ腫又はATLであることが既に確定診断された患者に対して、経過観察のために測定した場合は、「B001」特定疾患治療管理料の「3」悪性腫瘍特異物質治療管理料の「ロ」により算定する。

＊４ デオキシチミジンキナーゼ 造血器腫瘍の診断又は治療効果判定のために行った場合に算定する。

■腫瘍マーカー

腫瘍マーカーは、悪性腫瘍の患者であることが強く疑われる者に対して検査を行った場合に、悪性腫瘍の診断の確定又は転帰の決定までの間に1回を限度として算定する。

腫瘍マーカーは原則として悪性腫瘍特異物質治療管理料と同一月に併せて算定できない。ただし、悪性腫瘍の診断が確定していても次揚げる場合は悪性腫瘍特異物質治療管理料とは別に腫瘍マーカーの検査料を算定できる。

ア 急性及び慢性膵炎の診断及び経過観察のためにエラスターゼ１を行った場合に

イ 肝硬変、HBs抗原陽性の慢性肝炎又はHCV抗体陽性の慢性肝炎の患者についてAFP、PIVKA-Ⅱ半定量又は定量を行った場合。（月1回限度）

ウ 子宮内膜症の診断又は治療効果判定を目的としてCA125又はCA602を行った場合。（診断又は治療の前後に各1回を限度とする）

エ 家族性大腸腺腫症の患者に対してCEAを行った場合

■各属別腫瘍マーカー

赤字 特に有効性が高い 青字 有効性が高い 黒字 有効性が認められる

※上記に掲げる項目の保険算定は腫瘍マーカー包括規定が適用されます

腫瘍マーカー包括点数 2項目 230点 3項目 290点 4項目以上 396点

コード№ 食道がん コード№ 胃がん コード№ 大腸がん コード№ 原発性肝がん

1345 SCC抗原 1292 CA72-4 1805 CEA 1797 AFP

1805 CEA 1805 CEA 1567 CA19-9 1960 AFP-L₃分画

1567 CA19-9 1567 CA19-9 1292 CA72-4 1845 PIVKA-Ⅱ

2224 抗ｐ53抗体 1572 CA125 1355 STN

1435 NCC-ST-439

コード№ 肝臓がん コード№ 胆嚢胆管がん コード№ 肺がん コード№ 乳がん

1567 CA19-9 1805 CEA 〇腺癌〇 1589 CA 15-3

1805 CEA 1567 CA19-9 1805 CEA 1805 CEA

1293 Span-1 1293 Span-1 1811 SLX 1435 NCC-ST-439

1590 DUPAN-2 1590 DUPAN-2 1355 STN 1579 BCA225

1557 エラスターゼ１ 1435 NCC-ST-439 〇扁平上皮癌〇

1811 SLX 1826 シフラ

1435 NCC-ST-439 1345 SCC抗原

2748 APOA2アイソフォーム 〇小細胞癌〇

1373 ProGRP

1588 NSE

コード№ 前立腺がん コード№ 子宮がん コード№ 卵巣がん コード№ 膀胱がん

1372 高感度PSA 〇頸癌〇 1572 CA125

1269 PSA F/T比 1345 SCC抗原 2575 HE4

2751 プロステート 1805 CEA 2544 CA602

ヘルスインデックス 2551 CA54/61

（Phi） 1292 CA72-4

2805 S2,3PSA 1355 STN

1567 CA19-9

1797 AFP

コード№ 悪性中皮腫 コード№ 非ホジキンリンパ腫 コード№ 成人T細胞性白血病

2519
可溶性メソテリン

　関連ペプチド
1914 可溶性IL-2R（slL-2R） 1914 可溶性IL-2R（slL-2R）

腫

瘍

マ

ー

カ

ー

検

査

腫

瘍

そ

の

他
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腫瘍マーカー

〇算定上の注意
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

C-反応性蛋白
5C0700000023062 mg/dL

SAA
5C0800000023062 mg/L

プレアルブミン
5C0100000023063 mg/dL

5C0200000023063 mg/dL

α１-アシッドグリコプロテイン
5C0250000023063 mg/dL

RBP
5C0300000023063 mg/dL

5C0350000023063 mg/dL

5C0410000023235 pg/mL

5C0450000023063 mg/dL

Tｆ
5C0600000023063 mg/dL

尿中マイクロトランスフェリン
5C0600000003062 ｍg/ｇ・Cre

5C1340000006023 μg/g・Cre

L-FABP
5C1000000001023 μg/g・Cre

尿便
3～5 3

5C100

尿スピッツ 2(冷蔵) 210

2455 尿中Ｌ型脂肪酸結合蛋白 5 尿 ラテックス凝
集法

8.4以下

生化Ⅱ

4～9
採取量４～6mL

3

5C134

尿4型コラー
ゲン専用

5(冷蔵) 179

2597 尿中Ⅳ型コラーゲン 備考参照 早朝第一尿
EIA法

40歳以上：
　　　4.9以下
30歳代　：

　　　4.0以下

尿便
3～5 3

5C060

尿スピッツ 1(冷蔵) 98

1775 トランスフェリン（尿） 5 尿 ラテックス凝
集法

0.9以下

免疫
3～5 3

5C060

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 60

1649 トランスフェリン 1 血清
免疫比濁法

190～320

免疫
3～5 3

5C045

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 90

1655 セルロプラスミン 1 血清 ネフェロメト
リー法

21～37

免疫
5～23 3

5C041

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 129

1393 ハプトグロビン型判定あり 1 血清 ポリアクリルア
ミドゲル簿層

泳動法

１-１型
２-１型
２-２型

血液
3～5 3

5C035

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 138

1657 α２マクログロブリン 1 血清 ネフェロメト
リー法

M:100～200
F：130～250

免疫
3～4 3

5C030

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 129

1584 レチノール結合蛋白 1 血清 ラテックス凝
集比濁法

M：2.7～6.0
F：1.9～4.6

未保点
3～4 3

5C025

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

1395 α１酸性糖蛋白 1 血清 ネフェロメト
リー法

42～93

血液
3～5 3

5C020

全血容器(茶) 0.25(冷蔵) 80

1645 α１アンチトリプシン 1 血清 ネフェロメト
リー法

94～150

免疫
3～5 3

5C010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 101

1586 トランスサイレチン 1 血清
免疫比濁法

22.0～40.0

生化Ⅱ
3～5 3

5C080

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 47
＊1

1405 血清アミロイドA蛋白 1 血清 ラテックス凝
集法

3.0以下

1～2 1

5C070

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 16
＊1

免疫学検査

血

漿

蛋

白

202 CRP定量 1 血清 ラテックス凝
集法

0.00～0.30 免疫

＊1 血清アミロイドとCRP あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

α１MG
5C0150000023062 mg/L

尿中α１MG
5C0150000001062 mg/L

β２MG
5C0650000023062 mg/L

尿中β２MG
5C0650000001062 μg/L

TNT
5C0930000023053 ng/mL

5C0930000023053

5C0920000023021 ng/mL

5C0900000023051 ng/mL

5C0900000001052 ng/mL

プロコラーゲン-Ⅲ-ペプチド
5C1300000023006 U/mL

5C1350000023052 ng/mL

5C1340000023062 ng/mL

Mac-２結合蛋白糖鎖修飾異性体
5C1410000023052 AU/mL

5C2400000023023 mg/L

生化Ⅰ
3～5 3

5C240

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 194
＊3

2601 オートタキシン 1 血清
EIA法

M：0.388～0.912
F：0.450～1.280

生化Ⅰ
3～5 3

5C141

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 194
＊3

2500 M2BPGi 1 血清
CLEIA法

0.84未満

生化Ⅰ
3～5 3

5C134

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 131

1849 Ⅳ型コラーゲン 1 血清 ラテックス凝
集法

140以下

生化Ⅰ
3～5 3

5C135

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 148

1823 Ⅳ型コラーゲン7S 1 血清
CLEIA法

4.4以下

生化Ⅰ
3～5 3

5C130

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 136

1801 P-Ⅲ-P 1 血清 IRMA法（RIA・
固相法）

1.0以下

生化Ⅱ
3～5 3

5C090

尿中ミオグロ
ビン用

2(冷蔵) 131

1861 ミオグロビン（尿） 25 尿
CLEIA法

2.0未満

生化Ⅱ
3～5 3

5C090

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 131

1860 ミオグロビン 1 血清
CLIA法

60以下

生化Ⅰ
3～5 4

5C092

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 184
＊2

1296 心室筋ミオシン軽鎖１ 1 血清
EIA法

2.5以下

生化Ⅰ
1～2

採血後室温８時間以内に検査
1

5C093

血球容器(紫) 0.3(室温) 112

1830 心筋トロポニンＴ定性 2 EDTA加血液 免疫クロマトグ
ラフィー法

(-)

生化Ⅰ
3～5

急性心筋梗塞診断のカットオフ
値0.100ng/mL

3

5C093

全血容器(茶) 0.5(凍結) 109
＊1

1493 心筋トロポニンＴ 1 血清
ECLIA法

0.014以下

免疫
3～5 3

5C065

尿スピッツ 1(冷蔵) 98

1755 β２ＭＧ（尿） 5 尿 ラテックス凝
集法

289以下

免疫
3～5 3

5C065

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 98

1754 β２-マイクログロブリン 1 血清 ラッテクス凝
集法

0.9～2.0

生化Ⅱ
3～5 3

5C015

尿スピッツ 1(冷蔵) 132

1885 α1マイクログロブリン（尿） 5 尿 ラテックス凝
集法

0.8～14.1

3

5C015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 129

免疫学検査

血

漿

蛋

白

1884 α１マイクログロブリン 1 血清 ラテックス凝
集法

9.7～19.9 免疫
3～5

＊1 心筋トロポニンTと心筋トロポニンI あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊2 心室筋ミオシン軽鎖 同一日に2回以上行った場合は1回のみ算定する。

＊3 M2BPGi オートタキシン 慢性肝炎又は肝硬変の患者（疑われる患者を含む）に対して、肝臓の線維化進展の診断補助を目的に実施た場合び算定する。

M2BPGi オートタキシン P-Ⅲ-P、Ⅳ型コラーゲン、Ⅳ型コラーゲン７S、ヒアルロン酸 あわせて実施した場合は主たるもののみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

1型コラーゲン架橋N-テロペプチド
5C1230000001052 ｎM BCE/ｍM/CRE

DPD
5C1460000001023 nM/mM・Cre

BAP
3B0720000023051 μg/L

1型プロコラーゲン-N-プロペプチド

5C1200000023053 ng/mL

酒石酸抵抗性ホスファターゼ5ｂ
3B2220000023023 mU/dL

1型コラーゲン-C-テロペプチド
5C1240000023001 ng/mL

悪性
3～5 3

5C124

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 悪性

1239 1ＣＴＰ 1 血清
RIA2抗体法

骨転移マー
カとして
4.5未満

生化Ⅱ
3～5

骨吸収マーカー
3

3B222

全血容器(茶) 0.3(凍結) 156
＊2

2244 ＴＲＡＣＰ－５ｂ 1 血清
EIA法

M:170～590
Ｆ（YAM）：
120～420

生化Ⅱ
3～5

骨形成マーカー
3

5C120

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 160

2484 total　Ｐ1ＮＰ 1 血清

ECLIA法

M：（30～83歳）
18.1～74.1

F：(閉経前30～44
歳）  16.8～70.1
　  (閉経後45～79
歳）  26.4～98.2

生化Ⅱ ３～5 骨形成マーカー 3

3B072

全血容器(茶) 0.8(冷蔵) 161
＊2

1370 骨型アルカリホスファターゼ 1 血清
ﾎﾟﾘｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ
ｹﾞﾙ電気泳動

法

M：   3.7～20.9
F：閉経前　2.9～

14.5
　 閉経後　3.8～

22.6

生化Ⅱ
3～5

早朝第２尿
骨吸収マーカー

3

5C146

尿スピッツ 3(冷蔵) 191
＊1

1340 尿中デオキシピリジノリン 5 尿
EIA法

M：2.1～5.4
F：2.8～7.6

3～5

早朝第２尿
骨吸収マーカー

3

5C123

尿スピッツ 3(冷蔵) 153
＊1

免疫学検査

骨

代

謝

関

連

1302 ＮＴｘ（尿） 5 尿
CLEIA法

下記参照 生化Ⅱ

＊1 NTXとDPD 原発性副甲状腺機能亢進症の手術適応の決定、副甲状腺機能亢進症手術後の治療効果判定又は骨粗鬆症の薬剤治療方針の選択に際して実施された場合に算定する。なお、骨粗鬆症の薬剤治療

方針も選択時に1回、その後6ヵ月以内の薬剤降下判定時に1回限り、また薬剤治療方針を変更した時は変更後6月以内に1回に限り算定できる。ただし、NTX、DPD、オステオカルシンを併せて実施した場

合はいずれか1つのみ算定する

＊2 TRACP-５b 代謝性骨疾患及び骨転移（代謝性骨疾患や骨折の併発がない肺癌、乳癌、前立腺癌に限る）の診断補助として実施した場合に1回、その後6月以内の治療経過観察時の補助的指標として実施した

場合に1回限り算定できる。また治療方針を変更した際には変更後6月以内に1回限り算定できる。NTX、オステオカルシン、DPDを併せて実施した場合は、いずれか1つのみ算定する。なお乳癌、肺癌又

は前立腺癌であると既に確定診断された患者について骨転移の診断のために検査を行い、検査結果に基づいて計画的な治療管理を行った場合は、区分番号「Ｂ001」特定疾患治療管理料の「3」悪性腫

骨量減少高リスクの指標

骨折高リスクの指標 54.3越

35.3以上

7.6越

5.9以上

尿中NTX DPD骨粗鬆症薬剤治療の指標

①副甲状腺摘出の適応

③骨吸収亢進の指標

＊BCEは骨コラーゲン相当量（Bone Collagen Equivalents）の単位

②悪性腫瘍（乳癌、肺癌、前立腺癌）の骨転移の指標

200以上

100以上

55以上

尿中NTXの判定基準　　　　　　　　　　　単位nM BCE/mM・Cre

尿中NTXの骨粗鬆症に関する基準値

閉経前30～44歳

閉経後45～79歳

単位nM BCE/mM・Cre

F

40～59歳 13.0～66.2

9.3～54.3

14.3～89.0

M

骨粗鬆症の診断おける骨代謝マーカーの適正ガイドラインより引用

 26



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

肺サーファクタント蛋白D
3F2530000023052 ng/mL

肺サーファクタント蛋白A
3F2500000023023 ng/mL

5C2100000023052 U/mL

5C2350000015023 mg/kg

ロイシンリッチα2グリコプロテイン
5C2450000023062 μg/mL

血清補体価
5B0100000023142 U/mL

5B0230000023061 mg/dL

5B0240000023061 mg/dL

（免疫グロブリン）
5A0100000023061 mg/dL

（免疫グロブリン）
5A0150000023061 mg/dL

（免疫グロブリン）
5A0200000023061 mg/dL

免疫
3～5 3

5A020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 38

1197 ＩｇＭ 1 血清
免疫比濁法

31～200

免疫
3～5 3

5A015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 38

1196 ＩｇＡ 1 血清
免疫比濁法

90～400

免疫
3～5 3

5A010

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 38

1195 ＩｇＧ 1 血清
免疫比濁法

820～1740

免疫
3～5 3

5B024

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 70

1698 Ｃ４ 1 血清
免疫比濁法

11.0～34.0

免疫
3～5 3

5B023

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 70

1697 Ｃ３ 1 血清
免疫比濁法

80～140

免疫
3～5 3

5B010

全血容器(茶) 0.5(凍結) 38

1185 ＣＨ５０ 1 血清 免疫溶血濁
度測定法

30～45

生化Ⅰ
3～5 3

5C245

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 268
＊3

2702 ＬＲＧ 1 血清 ﾗﾃｯｸｽ免疫
比濁法

16.0未満

尿便
3～5 3

5C235

糞便一般用 1(絶凍) 270
＊2

2571 便中カルプロテクチン 27 便
FEIA法

下記参照

生化Ⅰ
1～2 1

5C210

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 108
＊1

1317 ＫＬ－６ 1 血清
ﾗﾃｯｸｽ法

500未満

生化Ⅰ
3～5 3

3F250

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 130
＊1

2220 ＳＰ－Ａ 1 血清
CLEIA法

43.8未満

3

3F253

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 136
＊1

免疫学検査

血

漿

蛋

白

・

免

疫

グ

ロ

ブ

リ

ン

1902 ＳＰ－Ｄ 1 血清
CLEIA法

110未満 生化Ⅰ
3～5

＊1 SP-A、SP-D、KL-6 あわせて実施した場合は主たるもののみ算定心室筋ミオシン軽鎖 同一日に2回以上行った場合は1回のみ算定する。

＊２ 便中カルプロテクチン

ア 慢性的な炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎やクローン病等）の診断補助を目的として、ELISA法、FEIA法イムノクロマト法又はLA法により測定した場合に算定できる。ただし、腸管感染症が否定され、下痢、腹痛や体重減少など

の症状が3月以上持続する患者であって、肉眼的血便が認められない患者において、慢性的な炎症性腸疾患が疑われる場合の内視鏡前の補助検査として実施すること。また、その要旨を診療録及び診療報酬及び診療報酬明

細書の摘要欄に記載すること。

イ 潰瘍性大腸炎又はクローン病の病態把握を目的として測定する場合、潰瘍性大腸炎についてはELISA法、FEIA法、金コロイド凝集法、イムノクロマト法又はLA法により、クローン病についてはELISA法、FEIA法又はイムノクロマ

ト法により測定した場合に、それぞれ3月に1回を限度として算定できる。ただし、医学的な必要性から、病態把握を1月に1回行う場合には、その詳細な理由及び検査結果を診療録及び診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

ウ 慢性的な炎症腸疾患（潰瘍性大腸炎やクローン病等）の診断補助又は病態把握を目的として、本検査及び区分番号「D313」大腸内視鏡検査を同一月中に併せて行った場合は、主たるもののみ算定する。

＊３ LRG 潰瘍性大腸炎又はクローン病の病態把握を目的として測定した場合に3月に1回を限度として算定できる。ただし、医学的な必要性から、本検査を1月に1回行う場合には、その詳細な理由及び検査結果を診療録及び診

療報酬明細書の摘要欄に記載する。

カルプロテクチン（糞便）又は「D313」大腸内視鏡検査を同一月中に併せて行った場合は、主たるもののみ算定する。

〇カルプロテクチン疾患別カットオフ値

炎症性腸疾患と機能性腸疾患とのカットオフ値：50.0mg/kg

潰瘍性大腸炎の内視鏡的な活動評価のカットオフ値：300.0mg/kg

クローン病の内視鏡的な活動評価のカットオフ値：80.0mg/kg

 27



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

免疫固定法によるM蛋白同定/IFE
5A1357002023085

＊1

5A1410000023063 mg/L

Ｂ－Ｊ蛋白同定
5A1450000001081

等電点電気泳動法
5A1500000098236

5A1200000098063

IgGサブクラス
5A0550000023061 mg/dL

IgGサブクラス
5A0560000023061 mg/dL

IgGサブクラス
5A0570000023061 mg/dL

IgGサブクラス
5A0580000023061 mg/dL

5A1600000023920

免疫
4～6

採血から血清分離は37℃保温状
態で行ってください

3

5A160 全血容器(茶) 2(冷蔵) 42

1633 クリオグロブリン定性 1 血清
寒冷沈殿法

(-)

免疫
3～5 3

5A058 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 373

2292 ＩｇＧ４/ＬＡ 1 血清 ラテックス凝
集比濁法

11～121

未保点
3～5 3

5A057 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

2678 ＩｇＧ３/ＴＩＡ 1 血清
免疫比濁法

9～140

免疫
3～5

原発性免疫不全等を疑う場合に
算定できます

3

5A056 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 388

2677 ＩｇＧ２/ＴＩＡ 1 血清
免疫比濁法

239～838

未保点
3～5 3

5A055 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 未保点

2676 ＩｇＧ１/ＴＩＡ 1 血清
免疫比濁法

351～962

免疫
3～6

血清と髄液はペアで提出くださ
い

3

5A120
全血容器(茶)
尿スピッツ

0.5(血清)
0.5(髄液 )(冷

蔵)

390

1200 ＩｇＧインデックス 1・5 血清・髄液 免疫比濁法・
比色法

インデックス
0.73以下

尿便
3～5

血清と髄液はペアで提出くださ
い

3

5A150
全血容器(茶)
尿スピッツ

0.5(血清)
0.5(髄液 )(冷

蔵)

522 報告されるバンド数１本とは、髄液
中のみ検出されるバンドです

2215 オリゴクロ－ナルバンド 1・5 血清・髄液 等電点電気
泳動法

陽性：
バンド数0～1

免疫
3～5

陽性時はM蛋白型も含めて別紙に
て報告します

3

5A145 尿スピッツ 2(冷蔵) 201

1771 尿中免疫電気泳動 5 尿 免疫固定電
気泳動法
（ＩＦＥ法）

泳動像

免疫
3～5 35A141 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 388

2510 免疫グロブリン遊離L鎖κ/λ比 1 血清

免疫比濁法

遊離L鎖κ：
　　　3.3～19.4
遊離L鎖λ：
　　　5.7～28.3
κ/λ比：
　　　0.26～1.65

3～5

陽性時はM蛋白型も含めて別紙に
て報告します

3

5A135 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 224
＊1

免疫学検査

免

疫

グ

ロ

ブ

リ

ン

1623 免疫電気泳動 1 血清 免疫固定電
気泳動法
（ＩＦＥ法）

泳動像 免疫

＊1 免疫電気泳動及びM蛋白 同一検体につき１回に限り算定する。併せて行った場合は、主たるもののみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

非特異的IgE
5A0900000023023 IU/mL

CAPシングルアレルゲン
0 UA/mＬ

CAPマルチアレルゲン
0 UA/mＬ

ピーナッツ由来アレルゲンコンポーネント
5A1002500023023 UA/mL

ファデイアトープ
5A1002820023023 (-)

5A1002807023052 LC（ルミカウント）

5A1002806023023 インデックス値

CAPアレルゲン
0 UA/mＬ

CAPアレルゲン
0 UA/mＬ

CAPアレルゲン
0 UA/mＬ

CAPアレルゲン
0 UA/mＬ

CAPアレルゲン
0 UA/mＬ

CAPアレルゲン
(花粉関連食物アレルギー症候群） 0 UA/mＬ

5A1102331023023 mgA/L

5J2280000023023 pg/mL

免疫
3～5 5

5J228

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 179

4501 ＴＡＲＣ 1 血清
CLEIA法

下記参照

免疫 3～5 3

5A110

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 873

2710 特異的ＩｇＧ 鳥 1 血清 FEIA法

　　(-）
セキセイイン
コ：8.00未満
ハト：24.00未満

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 1.5(冷蔵) 1430

9988 PFAS16 1 血清
FEIA法

各アレルゲ
ン0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 1.5(冷蔵) 1430

9989 食物アレルギー16 1 血清
FEIA法

各アレルゲ
ン0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 1.5(冷蔵) 1430

9990 成人アトピー16 1 血清
FEIA法

各アレルゲ
ン0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 1.5(冷蔵) 1430

9991 小児アレルギー16 1 血清
FEIA法

各アレルゲ
ン0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 1.5(冷蔵) 1430

9992 成人喘息16 1 血清
FEIA法

各アレルゲ
ン0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 1.5(冷蔵) 1430

9993 鼻炎・喘息16 1 血清
FEIA法

各アレルゲ
ン0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

5A100

全血容器(茶) 0.9(冷蔵) 1430

2527 Ｖｉｅｗ３９ 1 血清
FEIA法

1.39以下

免疫
3～5

31P参照
5

5A100

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 1430

2528 ＭＡＳＴ３６ 1 血清
CLEIA法

MASTクラス0
1.39以下

免疫
3～5 5

5A100

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 194

1298 ＣＡＰ－ファディアトープ 1 血清
FEIA法

(-)

免疫
3～5 5

5A100

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 110

4408 Ａra ｈ 2（ﾋﾟｰﾅｯﾂ由来） 1 血清
FEIA法

0.34以下

免疫
3～5

31P参照
5

0 全血容器(茶) 0.3(冷蔵) １項目110
1430まで

9994 特異的IgE 1 血清
FEIA法

0.34以下

免疫
3～5

30P参照
5

0 全血容器(茶) １種につき
0.3(冷蔵)

１項目110
1430まで

9995 特異的IgE 1 血清
FEIA法

0.34以下

年齢別参考基準値は31Pを参照く
ださい

5

5A090

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 100

免疫学検査

ア

レ

ル

ギ

ー

関

連

1199 ＩｇＥ 1 血清
FEIA法

170以下 免疫
3～5

小児

TARC基準値

450未満成人

6～12ヶ月 1367未満

1～2歳 998未満

2歳以上 743未満
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コード№　 略号 アレルゲン名 コード№　 略号 アレルゲン名 コード№　 略号 アレルゲン名 コード№　 略号 アレルゲン名

4169 g3 かもがや 4129 m2 クラドスポリウム 4215 f1 卵白 4268 f93 カカオ

4167 g1 はるがや 4130 m3 アスペルギルス 4250 f75 卵黄 4226 f12 えんどう

4172 g6 おおあわがえり m218 Asp f 1(アスペルギルス) 4331 f233 オボムコイド[卵白由来] 4229 f15 いんげん

4168 g2 ぎょうぎしば 4131 m4 ムコール 4231 f18 ブラジルナッツ

4174 g8 ながはぐさ 4133 m6 アルテルナリア 4216 f2 ミルク 4232 f20 アーモンド

4182 g16 おおすずめのてっぽう 4135 m8 ヘルミントスポリウム 4256 f81 チーズ 4241 f36 ココナッツ

4170 g4 ひろはうしのけぐさ 4145 m205 トリコフィトン[白癬菌] 4253 f78 カゼイン(牛乳由来)

4171 g5 ほそむぎ 4209 m80 黄色ブドウ球菌A 4251 f76 α-ラクトアルプミン(牛乳由来) 4249 f49 リンゴ

4173 g7 あし 4282 m81 黄色ブドウ球菌B 4252 f77 β-ラクトグロブリン(牛乳由来) 4267 f92 バナナ

4175 g9 こぬかぐさ(属) 4266 f82 モールドチーズ 4239 f33 オレンジ

4176 g10 せいばんもろこし 4206 i8 ガ 4270 f95 モモ

4181 g15 小麦(属)[花粉] 4207 i6 ゴキブリ 4272 f50 サバ 4258 f84 キウイ

4183 g17 すずめのひえ(属) 4205 i7 ユスリカ(成虫) 4274 f60 アジ 4339 f329 スイカ

4208 i71 ヤブカ(属) 4290 f61 イワシ 4245 f44 いちご

4184 w1 ぶたくさ 4204 i1 ミツバチ 4243 f40 まぐろ 4261 f87 メロン

4189 w6 よもぎ 4210 i3 スズメバチ 4244 f41 さけ 4271 f96 アボカド

4203 w22 カナムグラ 4211 i4 アシナガバチ 4217 f3 タラ 4291 f209 グレープフルーツ

4195 w12 あきのきりんそう 4294 f254 カレイ 4265 f91 マンゴ

4191 w8 たんぽぽ(属) 4108 e1 ネコ皮屑 4336 f349 イクラ 4269 f94 洋なし

4185 w22 ぶたくさもどき 4112 e5 イヌ皮屑 4337 f350 タラコ

4186 w3 おおぶたくさ 4123 e84 ハムスター上皮 4338 f97 ヤマイモ

4188 w5 にがよもぎ 4113 e6 モルモット上皮 4233 f23 カニ 4235 f25 トマト

4190 w7 ふらんすぎく 4121 e82 家兎上皮 4234 f24 エビ 4238 f31 にんじん

4192 w9 へらおおばこ 4126 e87 ラット 4255 f80 ロブスター 4240 f35 じゃがいも

4193 w10 しろざ 4127 e88 マウス 4288 f58 イカ 4292 f214 ホウレンソウ

4200 w18 ひめすいば 4117 e78 セキセイインコ羽毛 4289 f59 タコ 4248 f48 たまねぎ

4202 w20 いらくさ(属) 4116 e77 セキセイインコのふん 4333 f207 アサリ 4247 f47 にんにく

4124 e85 ニワトリ羽毛 4334 f290 カキ(貝) 4283 f51 タケノコ

4161 t17 すぎ 4115 e70 ガチョウ羽毛 4335 f338 ホタテ 4293 f225 カボチャ

4166 t24 ヒノキ 4125 e86 アヒル羽毛 4242 f37 ムラサキガイ[ムール貝] 4284 f54 サツマイモ

4147 t2 はんのき(属) 4110 e3 ウマ皮屑 4259 f85 セロリ

4148 t3 しらかんば(属) 4111 e4 ウシ皮屑 4218 f4 小麦[食物] 4260 f86 パセリ

4151 t6 びゃくしん(属) 4119 e80 ヤギ上皮 4406 f416 ω-5グリアジン(小麦由来)

4160 t16 まつ(属) 4120 e81 羊上皮 4254 f79 グルテン 4224 f10 ごま

4146 t1 かえで(属) 4122 e83 豚上皮 4263 f89 マスタード

4150 t5 ぶな(属) 4223 f9 米 4296 c74 ゼラチン

4152 t7 こなら(属) 4214 p4 アニサキス 4225 f11 そば 4246 f45 ビール酵母

4153 t8 にれ(属) 4212 p1 カイチュウ 4219 f5 ライ麦

4154 t9 オリーブ 4220 f6 大麦

4155 t10 くるみ(属)[花粉] 4332 k80 ホルマリン 4221 f7 オート麦 4412 f443 Ana o 3(カシューナッツ由来)

4157 t12 やなぎ(属) 4281 k82 ラテックス 4222 f8 とうもろこし 4408 f423 Ara h 2(ピーナッツ由来)

4163 t19 アカシア(属) 4409 k220 Hev b 6.02(ラテックス由来) 4285 f55 キビ 4410 f353 Gly m 4(大豆由来)

4165 t70 くわ(属) 4273 k72 オオバコ種子 4286 f56 アワ 4411 f441 Jug r 1(クルミ由来)

4286 k75 イソシアネートTDI 4264 f90 麦芽 4251 f76 α-ラクトアルプミン(牛乳由来)

4103 d1 ヤケヒョウヒダニ 4277 k76 イソシアネートMDI 4252 f77 β-ラクトグロブリン(牛乳由来)

4104 d2 コナヒョウヒダニ 4278 k77 イソシアネートHDI 4236 f26 豚肉 4253 f78 カゼイン(牛乳由来)

4105 d70 アシブトコナダニ 4279 k78 エチレンオキサイド 4237 f27 牛肉 4406 f416 ω-5グリアジン(小麦由来)

4106 d71 サヤアシニクダニ 4280 k79 無水フタル酸 4257 f83 鶏肉 4331 f233 オボムコイド[卵白由来]

4107 d72 ケナガコナダニ 4262 f88 羊肉 4409 k220 Hev b 6.02(ラテックス由来)

4295 c73 ヒトインシュリン 4413 m218 Asp f 1(アスペルギルス)

4101 h1 ハウスダスト1 4296 c74 ゼラチン 4228 f14 大豆

4102 h2 ハウスダスト2 4410 f353 Gly m 4(大豆由来)

4297 o1 綿 4227 f13 ピーナッツ

4132 m5 カンジダ 4408 f423 Ara h 2(ピーナッツ由来)

4341 m227 マラセチア(属) 4311 f256 クルミ[食物]

4246 f45 ビール酵母 4411 f441 Jug r 1(クルミ由来)

4128 m1 ペニシリウム 4407 f202 カシューナッツ

4412 f443 Ana o 3(カシューナッツ由来)

4230 f17 はしばみ[ヘーゼルナッツ]

室内塵 豆類／ナッツ

その他

真菌(カビ)／細菌

寄生虫

職業性 アレルゲンコンポーネント

ダニ

肉

薬物

野菜

甲殻類／軟体動物

樹木花粉

穀類(小麦)

その他

穀類

牛乳

果物

昆虫

魚／魚卵

雑草花粉

動物上皮

免疫学検査
■特異的lgE(CAP-アレルゲン)のAllergen種類

イネ科植物花粉 真菌(カビ)／細菌 卵 豆類／ナッツ
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■アレルギーセット一覧表

2527 VIEW39

判定 クラス インデックス値

ヤケヒョウヒダニ かもがや 卵白 カニ 陰性 0 0.27未満

ハウスダスト1 おおあわがえり オボムコイド キウイ 偽陽性 1 0.27以上　0.50未満

ネコ皮屑 ぶたくさ ミルク リンゴ 2 0.50以上　1.80未満

イヌ皮屑 よもぎ 小麦 バナナ 3 1.80以上　7.05未満

ゴキブリ アルテルナリア 大豆 鶏肉 4 7.05以上　17.35未満

ガ アスペルギルス そば 牛肉 5 17.35以上　29.31未満

すぎ カンジダ ピーナッツ 豚肉 6 29.31以上

ヒノキ マラセチア(属) 米 まぐろ

はんのき(属) ラテックス ごま さけ

しらかんば(属) エビ サバ

鼻炎・喘息16 成人喘息16 小児アレルギー16 成人アトピー16 食物アレルギー16 PFAS16 食餌系 吸入系

ハウスダスト1 ヤケヒョウヒダニ ヤケヒョウヒダニ ヤケヒョウヒダニ 卵白 はんのき ハウスダスト2 ハウスダスト2

ヤケヒョウヒダニ すぎ すぎ すぎ オボムコイド しらかんば コナヒョウヒダニ コナヒョウヒダニ

すぎ かもがや ネコ皮屑 ネコ皮屑 ミルク すぎ すぎ 卵白

ヒノキ ぶたくさ イヌ皮屑 イヌ皮屑 小麦 ヒノキ ネコ皮屑 大豆

はんのき よもぎ ゴキブリ カンジダ 大豆 かもがや 卵白 ぶたくさ

かもがや アスペルギルス 卵白 マラセチア(属) そば ぶたくさ ミルク よもぎ

ぶたくさ アルテルナリア オボムコイド 黄色ブドウ球菌B ピーナッツ よもぎ チーズ おおあわがえり

よもぎ カンジダ ミルク ガ イクラ リンゴ 牛肉 はるがや

ネコ皮屑 クラドスポリウム 小麦 小麦 まぐろ モモ 鶏肉 すぎ

イヌ皮屑 ペニシリウム 大豆 大豆 エビ Gly m 4(大豆由来)エビ ペニシリウム

カンジダ ムコール そば そば カニ トマト カニ クラドスポリウム

アスペルギルス トリコフィトン ピーナッツ ピーナッツ キウイ メロン まぐろ カンジダ

アルテルナリア ネコ皮屑 イクラ エビ バナナ スイカ さけ アルテルナリア

ガ イヌ皮屑 まぐろ カニ リンゴ キウイ 小麦 アスペルギルス

ユスリカ ゴキブリ エビ イワシ クルミ セロリ 米 ネコ皮屑

ゴキブリ ガ カニ サバ ごま にんじん 大豆 イヌ皮屑

CAPスクリーニングセット CAPマルチアレルゲン※混合アレルゲンを用いた検査のため、アレルゲン毎の判定結果は出ない

通年 通年性 4300 イネ科 4301 雑草 4302 食物 4303 穀物 4299 動物上皮 4298 カビ

ヤケヒョウヒダニ ヤケヒョウヒダニ はるがや ぶたくさ 卵白 小麦 ネコ皮屑 ペニシリウム

すぎ ハウスダスト1 ぎょうぎしば よもぎ ミルク とうもろこし イヌ皮屑 クラドスポリウム

イネ科※ すぎ かもがや ふらんすぎく 小麦 ごま モルモット上皮 アスペルギルス

雑草※ かもがや おおあわがえり たんぽぽ(属) ピーナッツ そば ラット カンジダ

カビ※ ぶたくさ あし あきのきりんそう 大豆 米 マウス アルテルナリア

動物上皮※ よもぎ ヘルミントスポリウム

食物※ はんのき

穀物※ しらかんば アトピー鑑別試験（ファディアトープ）

カンジダ

アルテルナリア

※はCAPマルチアレルゲン

●特異的lgE CAPマルチアレルゲン（判定基準）

●特異的lgE CAPシングルアレルゲン（判定基準） ●特異的lgE Ara h 2（判定基準）

判定 クラス UA/mL 判定 UA/mL 年齢（歳） 平均値±1SD

陰性 0 0.34以下 (－) 0.34以下 1未満 1.36～19.32

偽陽性 1 0.35～0.69 (±) 0.35~3.99 1～3 5.24～29.99

2 0.70～3.49 (＋) 4.00以上 4～6 5.19～111.94

3 3.50～17.49 7～9 13.12～141.91

4 17.50～49.99 10～12 11.09～171.79

5 50.00～99.99 13～18 24.72～126.77

6 100以上 19以上 27.54～138.34

2528 MAST36 ●MAST36（判断基準）

イネ科植物花粉 クラス LC（ミルカウント） 判定

雑草花粉 0 0～1.39 陽性

樹木花粉 1 1.40～2.77 偽陽性

室内塵、ダニ 2 2.78～13.4 陽性

真菌類(カビ) 3 13.5～58.0

動物上皮 4 58.1～119

5 120～159

6 160以上

その他

ネコ皮屑、イヌ皮屑

食餌系
小麦、大豆、米、マグロ、サケ、エビ、カニ、ミルク、牛肉、豚肉、鶏肉、

卵白、オボムコイド、ソバ、ピーナッツ、ゴマ、キウイ、バナナ、モモ、トマト

ラテックス

陽性

オオアワガエリ、カモガヤ

ブタクサ混合物1、ヨモギ

スギ、ヒノキ、ハンノキ、シラカンバ

コナヒョウヒダニ、ハウスダスト1

カンジダ、アルテルナリア、アスペルギルス

陽性

CAPアレルゲン　16種セット

ヤケヒョウヒダニ、コナヒョウヒダニ、ネコ皮屑、イヌ皮屑、ぎょうぎしば、かもがや、ぶたくさ、よもぎ、

しらかんば(属)、すぎ、カンジダ、アルテルナリア

●非特異的lgE　年齢別参考基準値

（単位：IU/mL ）

免疫学検査

●VIEW39（判定基準）

吸入系抗原 食餌系抗原
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5H0100000019101 型

5H0200000019101

5H1800000098101

5H1800000098101

5H1210000018101

5H1220000018101

ＨＬＡ－Ａ－ＰＣＲ
5K1160000019899

ＨＬＡ－B　ＰＣＲ
5K1170000019898

ＨＬＡ－C－ＰＣＲ
5K1180000019898

ＨＬＡ－ＤＲＢ１　ＰＣＲ
5K1200000019898

ＨＬＡ－ＤＰＢ１　ＰＣＲ
5K1210000019898

ＨＬＡ－DQA1－ＰＣＲ
5K1290000019898 0

ＨＬＡ－ＤＱＢ１　ＰＣＲ
5K1300000019899

0
5～7 3

5K130
スプレーコート 5(冷蔵)

＊2

1357 ＨＬＡ－ＤＱＢ１　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

0
5～7 3

5K129
スプレーコート 3(冷蔵)

＊2

2769 ＨＬＡ－DQA1　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

0

0
5～7 3

5K121
スプレーコート 5(冷蔵)

＊2

1358 ＨＬＡ－ＤＰＢ１　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

0
5～7 3

5K120
スプレーコート 5(冷蔵)

＊2

1356 ＨＬＡ－ＤＲＢ１　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

0
5～7 3

5K118
スプレーコート 3(冷蔵)

＊2

2768 ＨＬＡ－C　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

0
5～7 3

5K117
スプレーコート 3(冷蔵)

＊2

2564 ＨＬＡ－Ｂ　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

0
5～7 3

5K116
スプレーコート 5(冷蔵)

＊2

1469 ＨＬＡ－Ａ　遺伝子型 13 全血添加物入
PCR-rsso法

免疫
3～5

単独検体
3

5H122

プレイン管 5(冷蔵) 47

1319 間接ク－ムス試験 35 EDTA加血液
カラム凝集法

(-)

免疫
1～2 1

5H121

血球容器(紫) 2(室温) 34

1316 直接クームス試験 2 EDTA加血液
試験管法

(-)

免疫
3～5 3

5H180

全血容器(茶)
EDTA加血液

174
＊1

2217 不規則性抗体同定検査 1・6 0.5(血清)
5(EDTA加血
液)(冷蔵)

カラム凝集法
クームス法

酵素法

免疫
1～2 1

5H180

ＥＤＴＡ２Ｎ
ａ管

5(冷蔵) 174
＊1

1628 不規則性抗体スクリーニング 56 EDTA加血液 クームス法
酵素法

(-)

免疫
1～2 1

5H020

血球容器(紫) 2(冷蔵) 39

1312 Ｒｈ式血液型 2 EDTA加血液
赤血球凝集法

(-)/(+)

1～2 1

5H010

血球容器(紫) 2(冷蔵) 39

免疫学検査

血

液

型

関

連

1311 ＡＢＯ式血液型 2 EDTA加血液
赤血球凝集法

A.B.O.AB 免疫

＊1 不規則抗体 輸血歴又は妊娠歴のある患者に対し、胸部手術、心・脈管手術、腹部手術又は子宮全摘術、子宮悪性腫瘍手術、子宮あ悪性腫瘍手術、子宮付属器悪性腫瘍手術（両側）、帝王切開術又は異所性妊娠手

術が行われた場合に、手術の当日に算定する。手術に際して輸血が行われた場合は、本検査実施料又はK920輸血の「注6」に定める不規則抗体検査加算のいずれかを算定する。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に輸血歴が

ある患者又は妊娠歴のある患者のいずれかに該当するかを記載する。

輸血に伴って行った患者の不規則抗体検査の費用 不規則抗体検査の費用として検査回数にかかわらず１月につき所定点数に197点を加算する。ただし、頻回に輸血を行う場合にあっては1週間に1回限り、所定点数に197点

加算する。

＊2 HLA DNAタイピングについて 日本組織適合性学会ホームページにて最新情報をご確認ください。https://jshi.smoosy.atlas.jp/ja

容器NO13

専用容器
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値 区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

5G5200000023103

PAIgG
5G5250000019021 ng/10^7PLT

PF-4ヘパリン複合体
5G5300000022117 U/mL

PF-4ヘパリン複合体IgG抗体
5G5300000022051 U/mL

蛍光抗体法
5G0100000023162 0

5G01000000230235G010

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 110
FEIA法

Ratio　1.00
以下

免疫
3～5 3

４０倍未満 免疫
3～5 6

5G010

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 99
抗

核

抗

体

2525 抗核抗体(ANA)半定量 1 血清
蛍光抗体法

1939 抗核抗体(ANA） 1 血清

免疫
4～7

単独検体
3

5G530

凝固容器(黒) 0.5(凍結) 376
＊2

2501 ＨＩＴ抗体ＩｇＧ 4 血漿
ＣＬＩＡ法

1.00未満

免疫
4～7

単独検体
3

5G530

凝固容器(黒) 0.5(凍結) 390
＊2

2474 ＨＩＴ抗体 4 血漿 ラテックス凝
集法

1.0未満

免疫 4～7

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可 3

5G525

血小板表面Ｉ
ｇＧ用

8.5(室温) 190
＊1

1470 血小板表面IgG 23 ACD加血液
EIA法

27.6未満

3

5G520

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 261

免疫学検査

血

液

型

関

連

1322 抗血小板抗体 1 血清 混合受身凝
集法

(-) 免疫
4～7

細胞質型　(赤字は受託可能）
推定される抗体 関連疾患

抗Jo-抗体 皮膚筋炎、多発性禁煙

抗ミトコンドリア抗体
自己免疫性肝炎

原発性胆汁性胆嚢炎

抗SRP抗体 多発性筋炎

抗アクチン抗体 自己免疫性肝炎

抗リボゾーム抗体 全身性エリテマトーデス

関節リウマチ

シェーグレン症候群

全身性エリテマトーデス

抗紡錘体抗体

　抗NuMA-1抗体

　抗NuMA-2抗体

レイノー症候群

強皮症

抗ゴルジ抗体

シェーグレン症候群

全身性エリテマトーデス

抗中心抗体

抗核抗体　染色型と自己抗体および関連疾患　(赤字は受託可能）
染色型 推定される抗体 関連疾患

抗DNA抗体 全身性エリテマトーデス

全身性エリテマトーデス

薬剤誘発性ループス

全身性エリテマトーデス

関節リウマチ、強皮症

Peripheral型（辺縁型） 抗DNA抗体 全身性エリテマトーデス

混合性結合組織病、強皮症

全身性エリテマトーデス

抗Sm抗体 全身性エリテマトーデス

抗SS-A抗体

抗SS-B抗体

抗Scl-70抗体 強皮症

抗U3RNP抗体

抗7-2RNP抗体

抗RNAポリメラーゼⅢ抗体

抗PM-scl抗体 筋炎・強皮症重複症候群

Centromere型 （散在斑紋型） 抗セントロメア抗体 CREST症候群

抗Sp100抗体

抗Sp140抗体

抗PML抗体

抗SUMO抗体

抗p80coilin抗体

抗ミラン抗体

抗gp210抗体

抗p62抗体

抗PCNA抗体

抗Na抗体

原発性胆汁性胆管炎

全身性エリテマトーデス

Granular型

抗核膜型

自己免疫性肝炎

原発性胆汁性胆嚢炎

慢性疲労症候群

PCNA型・PCNA様型

Nucleolar型（核小体型）

Homogeneous型（均質型）

Speckled（斑紋型）

抗ヒストン抗体

抗DNP抗体

抗RNP抗体

シェーグレン症候群

強皮症

容器NO23専用容器

＊1 PA-IgG 特発性血小板減少性紫斑病の診断又は経過観判定の目的で行った場合に算定する。

＊2 HIT抗体・HIT抗体ＩgG ヘパリン起因性血小板減少症の診断を目的として行った場合に算定する。一連の検査で同時に実施した場合は主たるもののみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値 区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

5G0200000023002 IU/mL

5G0360000023023 U/mL

5G0260000023023 U/mL

抗SmDp抗体定量
5G0650000023023 U/mL

5G0660000023092  倍

抗U1-RNP抗体定量
5G0660000023023 U/mL

5G0760000023023 U/mL

5G0770000023023 U/mL

5G0850000023023 U/mL

抗CENP-B抗体定量
5G0900000023023 U/mL

5G1200000023023 U/mL

5G1210000023023 インデックス値

5G1220000023023 インデックス値

5G1230000023023 インデックス値

5G1240000023023 インデックス値

5G0870000023023 インデックス値

免疫

3～8

主な対象疾患：強皮症
3

5G087

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 166

＊4

2332 抗ＲＮＡポリメラーゼⅢ抗体 1 血清

EIA法

（－)28.0未満
（±）28.0以上、
50.0未満
（＋)  50.0以上

免疫
3～8

主な対象疾患：皮膚筋炎
3

5G124

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 270
＊3

2562 抗ＴＩＦ1-γ抗体 1 血清
EIA法

（－)32未満
（＋)32以上

免疫
3～7

主な対象疾患：皮膚筋炎
3

5G123

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 270
＊3

2577 抗Ｍｉ-２抗体 1 血清
EIA方

（－)53未満
（＋)53以上

免疫
3～6

主な対象疾患：皮膚筋炎
3

5G122

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 275
＊3

2554 抗ＭＤＡ５抗体 1 血清
EIA法

（－)32未満
（＋)32以上

免疫
3～5

主な対象疾患：多発性筋炎/皮膚筋
炎

3

5G121

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 190 検出対象：抗Jo-1抗体、抗PL-7抗
体、抗PL-12抗体、抗EJ抗体、抗KS抗
体　　　　　　　　　　　＊2

2479 抗ＡＲＳ抗体 1 血清

EIA法

（－)25.0未
満

（＋)25.0以
上

免疫
3～4

主な対象疾患：多発性筋炎/皮膚筋
炎

3

5G120

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 140
＊2

2436 抗Ｊｏ－１抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：強皮症、原発性胆汁
性肝硬変

3

5G090

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 173
＊1

2435 抗セントロメア抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：強皮症
3

5G085

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 157

2434 抗Ｓｃｌ－７０抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE、シェーグレ
ン症候群

3

5G077

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 153

2433 抗ＳＳ－Ｂ/La抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE、シェーグレ
ン症候群

3

5G076

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 161

2432 抗ＳＳ－Ａ/Ro抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE、混合性結合
組織病

3

5G066

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 144

2431 抗ＲＮＰ抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)3.5未満
（±）3.5以上、
5.0以下
（＋)  5.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE、混合性結合
組織病

4

5G066

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 144

2743 抗ＲＮＰ抗体/半定量 1 血清
オクタロニー法

陰性

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE
3

5G065

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 147

2430 抗Ｓｍ抗体定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE
3

5G026

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 159

1118 抗ｓｓ－ＤＮＡ抗体ＩｇＧ定量 1 血清
FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上、
10.0以下
（＋)  10.0を超え
る

免疫
3～5

主な対象疾患：SLE
3

5G036

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 163

1457 抗ｄｓＤＮＡ－ＩｇＧ抗体定量 1 血清
FEIA法

（－）10.0未満
（±）10.0以上、
15.0以下
（＋）15.0を超え
る

3～5
主な対象疾患：SLE

3

5G020

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 159

免疫学検査

自

己

抗

体

1701 抗ＤＮＡ抗体定量 1 血清
ＲＩＡ法

6以下 免疫

＊1 抗セントロメア抗体 原発性胆汁性肝硬変又は強皮症の診断又は治療方針の決定を目的に用いた場合に限り算定できる。

＊２ 抗ARS抗体、抗Jo-1抗体 併せて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊３抗MDA5抗体、抗Mi-2抗体、抗TIF1－γ抗体 厚生労働省難治性疾患克服研究事業自己免疫疾患に関する調査研究班による「皮膚筋炎診断基準」を満たす患者において、ELISA法により測定した場合に算定できる。

＊4抗RNAポリメラーゼⅢ びまん性型強皮症の確定診断を目的として行った場合に1回を限定として算定できる。また、腎グリーゼ発症後の者については病勢の指標として測定した場合に、それぞれ３月に１回を限度として算定できる。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

RF定量
5G1600000023117 IU/mL

5G1610000023023 インデックス値

抗シトリン化ペプチド抗体定量
5G1670000023052 U/mL

CARF定量・Gal欠損IgG抗体定量
5G1660000023053 AU/mL

マトリックスメタロプロティナーゼ-3
3B5030000023062 ng/mL

IC-mRF
5G6350000023023 μg/mL

AMA半定量
5G1750000023162 倍

AMA-M2定量
5G1760000023052 Index

抗肝腎ミクロゾーム-1抗体

5G5550000019023 Index

ASMA
5G1800000023162 倍

抗バリエタル細胞抗体
5G1850000023162 倍

LAC定量/RRVVTループス抗凝固因子
5G5020000022311 (NRNomalized

Ratio）

LAC定量/PLI(NR）ループス抗凝固因子
5G5010000022311 (NRNomalized

Ratio）

免疫 3～6 3

5G501

凝固容器(黒) 0.5(凍結) 265
＊4

1315 ループスアンチコアグラント
（蛇毒試験） 4 血漿

希釈ラッセル
蛇毒試験紙

法

1.2以下

免疫 3～6 6

5G502

凝固容器(黒) 1(凍結) 265

＊4

2319 ループスアンチコアグラント
（ＰＬ中和） 4 血漿 リン脂質中和

法

1.16以下

未保点
3～6

対象疾患：萎縮性胃炎、悪性貧血
3

5G185

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 未保点

1240 抗胃壁細胞抗体 1 血清
蛍光抗体法

10未満

未保点
3～6

対象疾患：自己免疫性肝炎
3

5G180

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 未保点

1825 抗平滑筋抗体 1 血清
蛍光抗体法

20未満

17未満(-) 免疫
3～6

対象疾患：自己免疫性肝炎
3

5G555

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 215 判定基準（ー）17.0未満
　　　　（±）17.0以上～50.0未満
　　　　（＋）50.0以上

5G176

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 189

1766 抗ＬＫＭ１抗体 1 血清
EIA法

ＣＬＥＩＡ法
7.0未満 免疫

3～4
対象疾患：原発性胆汁性肝硬変

3

20未満 免疫
3～5

対象疾患：原発性胆汁性肝硬変
3

5G175

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 181

自

己

抗

体

1786 抗ミトコンドリア抗体 1 血清
蛍光抗体法

1339 抗ミトコンドリアＭ２抗体 1 血清

免疫
3～9 3

5G635

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 194
＊2　＊3

1124 モノクローナルRF結合免疫複合体 1 血清
EIA法

4.1以下

免疫
1～2 1

3B503

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 116
＊2　＊3

1756 ＭＭＰ－３ 1 血清 ラテックス凝
集比濁法

M:36.9～121.0
F:17.3～59.7

免疫
3～5 3

5G166

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 111
＊1　＊2　＊3

1338 抗ガラクトース欠損IgG抗体定量 1 血清
ECLIA法

6.0未満

免疫
1～2 1

5G167

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 193
＊3

1496 抗ＣＣＰ抗体 1 血清
EIA法

4.5未満

免疫
3～5 3

5G161

全血容器(茶) 0.3(凍結) 198
＊2　＊3

1506 ＩｇＧ型リウマチ因子 1 血清
ELISA法

2.0未満

1

5G160

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 30
＊1　＊2

免疫学検査

リ

ウ

マ

チ

関

連

1695 リウマチ因子定量 1 血清 ラテックス免
疫比濁法

15未満 免疫
1～2

＊1 （RF）定量、抗ガラクトース欠損IgG抗体定量 併せて実施した場合は主たるもののみ算定する。

＊２ （RF）定量、抗ガラクトース欠損IgG抗体定量、1640 MMP-3、C1q結合免疫複合体、モノクローナルRF結合免疫複合体、IgG型リウマトイド因子 3項目以上併せて実施した場合は主たるものを2つに限り算定する。

＊３ 抗CCP抗体 イ）関節リウマチと確定診断できない者に対して診断の補助として行った場合に、原則として1回を限度として算定できる。ただし、結果が陰性の場合は３月に1回限り算定できる。なお、2回以上算定するに

当たっては、検査値を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。

ロ）イ）とは別に関節リウマチに対する治療薬の選択のために行う場合においては、患者一人につき原則として1回限り算定する。ただし、当該検査陰性であったが、臨床症状・検査所見等の変化を踏まえ

再度治療薬を選択する必要がある場合においては、3月に1回限り算定できる。なお、2回以上算定するに当たっては、その医学医的な必要性を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。

抗CCP抗体、抗ガラクトース欠損IgG抗体定量、MMP-3、C1q結合免疫複合体、モノクローナルRF結合免疫複合体、IgG型リウマトイド因子 2項目以上併せて実施した場合は、主たるもの1つに限り算定できる。

＊４ ループスアンチコアグラント蛇毒法、PL中和法 抗リン脂質抗体症候群の診断を目的として実施した場合に限り算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

抗CL-IgG抗体
5G5080000023023 U/mL

抗CL-IgM抗体
5G5100000023023 U/mL

抗β2GP1 IgG・抗β２GPⅠ-IgG抗体
5G5190000022051 U/mL

抗β２GPⅠ-IgM抗体
5G5190000022051 U/mL

抗CL-β2GPⅠ複合体抗体
5G5040000023023 U/mL

抗GBM抗体
5G4200000023023 U/mL

細胞質性好中球細胞質抗体価
（C-ANCA）

5G5510000023023 IU/ｍL

抗好中球細胞質ミエロペルオキシダーゼ抗体
(P-ANCA）

5G5520000023023 IU/ｍL

5G3960000023052 U/mL

5G3970000023052 U/mL

抗BP180NC16a抗体
5G3980000023052 U/mL

抗AchR抗体
5G3850000023001 nmoL/L

抗筋特異的チロシンキナーゼ抗体
5G3860000023007 nmol/L

抗AQP-4抗体
5G8210000023023 U/mL

免疫
3～7

対象疾患：視神経脊髄炎
3

5G821

全血容器(茶) 0.4(絶凍) 1000
＊10

2463 抗アクアポリン４抗体 1 血清
EIA法

3.0未満

免疫
4～7

対象疾患：重症筋無力症
3

5G386

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 1000 ＊9

2481 抗ＭｕＳＫ抗体 1 血清
RIA法

0.02未満

免疫
4～7

対象疾患：重症筋無力症
3

5G385

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 775
＊8　＊9

1886 抗アセチルコリンレセプター抗体 1 血清
RIA・2抗体

0.3以下

免疫
3～6

対象疾患：（水疱性）類天疱瘡
3

5G398

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 270
＊4　＊7

1936 抗ＢＰ１８０抗体 1 血清
CLEIA法

9.0未満

免疫
3～6

対象疾患：尋常性天疱瘡
3

5G397

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 270
＊4　＊6　診断基準は次ページ参照

1507 抗デスモグレ３抗体 1 血清
CLEIA法

20.0未満

免疫
3～6

対象疾患：尋常性天疱瘡、落葉状天疱

瘡
3

5G396

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 300
＊4　＊5　診断基準は次ページ参照

1499 抗デスモグレ１抗体 1 血清
CLEIA法

20.0未満

免疫
3～6

対象疾患：半月体形成腎炎、巣状壊死

性腎炎
3

5G552

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 250

＊3

1282 ＭＰＯ－ＡＮＣＡ 1 血清

EIA法

（－)0.35未満
（±）3.5以上～
5.0以下
（＋)  5.0を超え
る

免疫
3～6

対象疾患：多発血管炎性肉芽腫（ウェ

グナー肉芽腫症）
3

5G551

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 250

1917 ＰＲ３-ＡＮＣＡ（C-ANCA） 1 血清

EIA法

（－)2.0未満
（±）2.0以上～3.0
以下
（＋)  3.0を超える

免疫 3～6

対象疾患：グッドパスチャー症候群、急

速進行性腎炎
3

5G420

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 257
＊2

1267 抗糸球体基底膜抗体 1 血清 FEIA法

（－)7.0未満
（±）7.0以上～
10.0以下
（＋) 10.0を超える

免疫
3～6

対象疾患：SLE、関節リウマチ、抗リン脂

質抗体症候群
3

5G504

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 223
＊1

1374 抗カルジオリピン－β２ＧＰ１複合体抗体 1 血清
EIA法

3.5未満

免疫
3～6

対象疾患：抗リン脂質抗体症候群
3

5G519

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 226 ＊1

9448 抗β2グリコプロテインⅠ抗体 IgM 1 血清
CLEIA法

20.0以下

免疫
3～6

対象疾患：抗リン脂質抗体症候群
3

5G519

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 226
＊1

9447 抗β2グリコプロテインⅠ抗体 IgG　　 1 血清
CLEIA法

20.0以下

免疫
3～6

対象疾患：抗リン脂質抗体症候群
3

5G510

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 226
＊1

1641 抗カルジオリピン抗体ＩｇＭ 1 血清
EIA法

20.8以下

3～6
対象疾患：抗リン脂質抗体症候群

3

5G508

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 226
＊1

免疫学検査

自

己

抗

体

1640 抗カルジオリピン抗体ＩｇＧ 1 血清
EIA法

12.3以下 免疫

＊1 抗カルジオリピンIgG抗体、抗カルジオリピンIgM抗体、抗β2グリコプロテインⅠ IgG抗体、抗β2グリコプロテインⅠ IgM抗体 抗リン脂質抗体症候群の診断を目的として、ELISA法を用いて測定を行った場合に、各項目について一連の治療につき2回に限り算定する。 なお、抗カル

ジオリピンIgG抗体、抗カルジオリピンIgM抗体、抗β2グリコプロテインⅠ IgG抗体、抗β2グリコプロテインⅠ IgM抗体のいずれかと抗カルジオリピンβ2グリコプロテインⅠ複合体抗体を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。なお、抗カルジオリピンIgG抗体、抗カルジオリピンIgM

抗体、抗β2グリコプロテインⅠ IgG抗体及び抗β2グリコプロテインⅠ IgM抗体の4項目を併せて実施した場合は、主たるもの3つに限り算定する。

＊2 抗糸球体基底膜抗体(抗GBM抗体) 抗糸球体基底膜抗体腎炎及びグッドパスチャー症候群の診断又は治療方針の決定を目的として行った場合に限り算定する。

＊3 抗好中球細胞質ミエロペルオキシダーゼ抗体(MPO-ANCA) 急速進行性糸球体腎炎の診断又は経過観察のために測定した場合に算定する。

＊4 間接蛍光抗体法（IF法）による、抗デスモグレイン1抗体・抗デスモグレイン3抗体・抗BP180-NC16a抗体同時測定と併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。

＊5 抗デスモグレイン1抗体 天疱瘡の鑑別診断又は経過観察中の治療効果判定を目的として測定した場合に算定できる。なお、鑑別診断目的の対象患者は「天疱瘡診断基準」（厚生労働省難治性疾患政策研究事業研究班）より 天疱瘡が強く疑われる患者とする。落葉状天疱

瘡の患者に対し、経過観察中の治療効果判定の目的で、本検査と抗デスモグレイン3抗体を併せて測定した場合は、主たるもののみ算定する。

＊6 抗デスモグレイン3抗体 天疱瘡の鑑別診断又は経過観察中の治療効果判定を目的として測定した場合に算定できる。なお、鑑別診断目的の対象患者は「天疱瘡診断基準」（厚生労働省難治性疾患政策研究事業研究班）により、天疱瘡が強く疑われる患者とする。尋常性天

疱瘡の患者に対し、経過観察中の治療効果判定の目的で、本検査と抗デスモグレイン1抗体を併せて測定した場合は、主たるもののみ算定する。

＊7 BP180-NC16a抗体は、水疱性類天疱瘡の鑑別診断又は経過観察中の治療効果判定を目的として測定した場合に算定できる。

＊8 抗アセチルコリンレセプター抗体(抗AChR抗体) 重症筋無力症の診断又は診断後の経過観察の目的で行った場合に算定できる。抗筋特異的チロシンキナーゼ抗体を併せて測定した場合は、主たるもののみ算定する。

＊9 抗筋特異的チロシンキナーゼ抗体 重症筋無力症の診断又は診断後の経過観察を目的として測定した場合に算定できる。本検査と抗アセチルコリンレセプター抗体(抗AChR抗体)を併せて測定した場合は、主たるもののみ算定する。

＊10 抗アクアポリン4抗体 視神経脊髄炎の診断（治療効果判定を除く）を目的として測定した場合に算定できる。なお、検査の結果が陰性の場合に、臨床症状・検査所見等の変化を踏まえ、視神経脊髄炎が強く疑われる患者に対して再度実施した場合も算定できる。ただし、この場

合、前回の検査実施日、再度検査する医学的な必要性を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5E0741351023117

5E0741352023117 R.U.

5E0751352023210

5E0751352023210 C.O.I

免疫
1～2 1

5E075

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 53

1258 ＴＰ抗体定量 1 血清
CLIA法

1.0未満

免疫
1～2 1

5E075

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 32

1253 ＴＰ抗体定性 1 血清
CLIA法

(-)

免疫
1～2 1

5E074

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 34

1251 ＲＰＲ定量 1 血清 ラテックス比
濁法

1.0未満

1

5E074

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 15

免疫学検査

梅

毒

検

査

1260 ＲＰＲ定性 1 血清 ラテックス比
濁法

(-) 免疫
1～2

抗デスモグレイン1抗体・抗デスモグレイン3抗体診断基準

抗デスモグレイン1抗体 抗デスモグレイン3抗体

− ＋

＋ ＋

ー ー

血清学的診断

尋常性天疱瘡（粘膜優位型）

尋常性天疱瘡（粘膜皮膚型）

落葉状天疱瘡

 37



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

6B6150000001886 0

5E0210000099862 0

5E0210000099862 0

淋菌リアルタイムＰＣＲ(TaqManPCR)
6B6100000099862

TV・MG/PCR
6B6430000058862 0

5E0200000023023 インデックス値

5E0310000023023 EIU値

5E0320000023023 EIU値

5E0330000023023 S/CO

オウム病抗体
5E0260000023141 倍

免疫
4～6 3

5E026

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 79

1729 クラミドフィラ・シッタシ抗体 1 血清
CF法

4未満

免疫 4～6 3

5E033

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 152
＊6

1938
クラミドフィラ・ニューモニエ
IgM抗体 1 血清 EIA法

0.5未満
（－）

免疫 4～6 3

5E032

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 75
＊6

2675
クラミドフィラ・ニューモニエ
IgA抗体 1 血清 EIA法

8未満（－）

免疫 4～6 3

5E031

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 70
＊6

2674
クラミドフィラ・ニューモニエ
IgG抗体 1 血清 EIA法

30未満
（－）

免疫
4～6 3

5E020

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 200
＊5

1120
クラミジアトラコマチス抗体IgA、
IgG抗体 1 血清

EIA法

0.90未満
(－）

微生物 4～6

材料：尿・うがい4.5～6.3mＬ
ぬぐい（泌尿器、子宮頚部分泌液） 6

6B643

ＣＴ・淋菌ｒ
ｔＰＣＲ

(室温) 350
＊4

2738
膣ﾄﾘｺﾓﾅｽ・ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞ
ﾏ・ジェニタリウム/PCR 34 尿他

リアルタイム
PCR法

膣トリコモナス陰
性

マイコプラズマ・
ジェニタリウム陰

性

微生物
4～6

材料：尿・うがい4.5～6.3mＬ
ぬぐい（泌尿器、子宮頚部分泌液）

6

6B610

ＣＴ・淋菌ｒ
ｔＰＣＲ

(冷蔵) 198
＊3

1544 淋菌核酸同定-PCR 34 尿他 ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR
法

(-)

微生物 4～6

材料：尿・うがい4.5～6.3mＬ
ぬぐい（泌尿器、子宮頚部分泌液） 6

6B615

ＣＴ・淋菌ｒ
ｔＰＣＲ

(冷蔵) 188
＊2

1127
クラミジア・トラコマチス核酸検
出 34 尿他 リアルタイム

PCR法

クラミジアト
ラコマチス：
（－）

微生物 4～6

材料：尿・うがい4.5～6.3mＬ
ぬぐい（泌尿器、子宮頚部分泌液） 4

6B615

ＣＴ・淋菌Ｔ
ＭＡ

(冷蔵) 270
＊1

1429
淋菌及びクラミジアトラコマチ
ス/TMA 41 尿他 TMA-HPA法

クラミジアトラ
コマチス：
（－）
淋菌：（－）

4～6

材料：尿・うがい4.5～6.3mＬ
ぬぐい（泌尿器、子宮頚部分泌液） 6

6B615

ＣＴ・淋菌ｒ
ｔＰＣＲ

(冷蔵) 262
＊1

免疫学検査

S

T

D

・

ク

ラ

ミ

ド

フ

ィ

ラ

感

染

症

2295
淋菌及びクラミジアトラコマチ
ス同時核酸検出 34 尿他 リアルタイム

PCR法

クラミジアトラ
コマチス：
（－）
淋菌：（－）

微生物

＊1淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出 クラミジア・トラコマチス感染症又は淋菌感染症が疑われる患者又は両方の菌の重複感染が疑われる患者であって、臨床所見、問診又はその他の検査によっては

感染因子の鑑別が困難なものに対して治療法の選択のために実施した場合及びクラミジア・トラコマチスと淋菌の重複感染者の治療効果判定に実施した場合に算定できる。

ただし淋菌抗原定性、クラミジア・トラコマチス抗原定性、細菌培養同定検査（淋菌及びクラミジア感染を疑って実施するもの）、淋菌核酸検出又はクラミジア・トラコマチス核酸検出を併せて実施した場合は、主たるも

ののみ算定する。本検査は泌尿器、生殖器、咽頭からの検体によるものである。

＊2クラミジア・トラコマチス核酸検出 泌尿器、生殖器、咽頭からの検体によるものである。クラミジア・トラコマチス抗原定性を併用した場合は主たるもののみ算定する。

＊３淋菌核酸検出 泌尿器、生殖器、咽頭からの検体によるものである。淋菌抗原定性、又は細菌培養同定検査（淋菌感染を疑って実施するもの）を併せて実施した場合は主なもののみ算定する。

＊4腟トリコモナス核酸及びマイコプラズマ・ジェニタリウム同時核酸検出 腟トリコモナス感染症を疑う患者であって、鏡検が陰性又は実施できないもの又はマイコプラズマ・ジェニタリウム感染症を疑う患者に対して治療

法選択のために実施した場合及び腟トリコモナス感染症又はマイコプラズマ・ジェニタリウム感染症の患者に対して治療効果判定のために実施した場合に算定する。

＊５グロブリンクラス別クラミジア・トラコマチス抗体 クラミジア・トラコマチス抗原検出不能又は検体採取の困難な疾患（骨盤内感染症、卵管炎、副睾丸炎、新生児・乳児肺炎等）の診断に際し、IgG抗体価又

はIgA抗体価を測定した場合又は新生児・乳幼児肺炎の診断に際し、IgM抗体価を測定した場合に算定する。なお、IgG抗体価、IgA抗体価又はIgM抗体価のうち2項目以上を同時に測定した場合は、主たるも

ののみ算定する。

＊６クラミドフィラ・ニューモニエ-IgM抗体 クラミドフィラ・ニューモニエ-IgM抗体をIgG抗体又はIgA抗体と併せて実施した場合は、主たるもの1つに限り算定する。

＊7オーム病クラミジア 血清中ウイルス抗体価（定性・半定量・定量）79 点（判断料 免疫学的検査）同一検体について8項目を限度として算定する。

又、同一検体について同一ウイルスに対する複数の測定方法を行った場合であっても所定点数のみを算定する。

容器NO34

ぬぐい

容器NO34

尿・うがい

CT・淋菌

（TMA）

尿・うがい

CT・淋菌

（TMA）

ぬぐい

下記参照
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

抗ストレプトリジン-O価定量
5E0350000023062 IU/mL

5E1020000023023 NTU

5E1010000023023 NTU

5E0540000023023 EU/mＬ

LAMP
6B6360000063883

LAMP
6B6161351064883

5E1060000023117 倍

5E1060000023141 倍

5E1050000023102 倍

抗抗酸菌抗体
5E0690000023023 U/mＬ

免疫
4～6 3

5E069

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 151

2451 ＭＡＣ抗体 1 血清
ELISA法

（－）0.70
未満

免疫
2～3 1

5E105

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 11

1204 寒冷凝集反応 1 血清 赤血球凝集
法

32以下

免疫
3～5 3

5E106

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 32

1781 マイコプラズマ－ＣＦ 1 血清
CF法

4未満

免疫
3～5 3

5E106

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 32

1656 マイコプラズマ－ＰＡ 1 血清
PA法

40未満

免疫
4～7 8

6B616

マイコ（ＬＡ
ＭＰ法）

0.2(冷蔵) 291
＊1

2374 マイコプラズマ核酸検出 53 その他材料
LAMP法

(-)

微生物
3～6 8

6B636

百日咳菌(Ｌ
ＡＭＰ法）

(冷蔵) 360

2550 百日咳菌核酸検出 75 その他材料
LAMP法

(-)

免疫
3～6 3

5E054

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 250

1829 百日咳菌抗体 1 血清
EIA法

PT-IgG抗体：10未
満

FHA-IgG抗体:10未
満

免疫
3～6 3

5E101

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 80

2580 百日咳菌ＩｇＡ抗体 1 血清
EIA法

（－)8.5未満
（±）8.5～11.5
（＋) 11.5を超える

免疫
3～6 3

5E102

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 80

2581 百日咳菌ＩｇＭ抗体 1 血清
EIA法

（－)8.5未満
（±）8.5～11.5
（＋) 11.5を超える

3

5E035

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 15

免疫学検査

電

解

質

・

微

量

金

属

203 ASO定量（ASLO) 1 血清 ラテックス凝
集比濁法

240以下 免疫
3～4

＊1 百日菌核酸検出 関連学会が定めるガイドラインの百日咳診断基準における臨床判断例の定義をミ満たす患者に対して、LAMP法により」測定した場合に算定できる。

〇百日咳菌の検査と特徴

＊血清診断法百日咳菌の届け出基準

容器NO75

百日咳

LAMP法

容器NO53

マイコプ

ラズマ

LAMP法
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5E1280000023162 倍

5E1290000023162 倍

5E1220000023162 倍

5E1230000023162 倍

5E1250000023162 倍

5E1260000023162 倍

5E0640000023062 U/ｍL

5E0680000015023 0

6Z1000000098203 ‰

5E1560000023051 IU/mＬ

5E1570000023051

0 －

0 倍

5F6301410015023

5F63014500158755F630

糞便一般用 小指頭大(冷
蔵)

未保点
リアルタイム

RT-PCR
(-) 未保点

1～2 1

(-) 免疫
1～2 1

5F630

糞便一般用 拇指頭大(冷
蔵)

150
＊2

ノ

ロ

ウ

イ

ル

ス

1959 ﾉﾛｳｲﾙｽ抗原（便） 27 便 イムノクロマト
法

2741 ノロウイルス/PCR 27 便

免疫
3～4

項目・コード・検体種別：42
～44P参照

3

0 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 200

0 全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 79

9704 グロブリン別ウイルス抗体価 1 血清
0

42～44P参照

0
42～44P参照 免疫

3～4
項目・コード・検体種別：42
～44P参照

3

5E157

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 95

ウ

イ

ル

ス

抗

体

9703 ウイルス抗体価 1 血清

CLIA法

（－)0.50未満
（±）0.50～0.60
未満
（＋)0.60以上

免疫
3～4 3

（－)1.6未満
（±）1.6～3.0
未満
（＋)3.0以上

免疫
3～4 3

5E156

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 93

ト

キ

ソ

プ

ラ

ズ

マ

2672 トキソプラズマ抗体IgG 1 血清
CLIA法

2673 トキソプラズマ抗体IgM 1 血清

2.5‰未満 免疫
１～2 1

6Z100

呼気採取パック (室温) 70

5E068

便中ピロリ専用容器 (冷蔵) 138

1612 尿素呼気試験 31 専用容器
IR法

EIA法
(-) 免疫

3～5 3

（－）10.0
未満

免疫
1～2

使用試薬：デンカ
1

5E064

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 80
H

・

ピ

ロ

リ

菌

1591 ヘリコバクターピロリ抗体 1 血清 ﾗﾃｯｸｽ凝集
比濁法

1480 便中ヘリコバクターピロリ抗原 47 便

免疫
4～6 3

5E126

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 203
＊1

1142 ツツガ虫－カトーＩｇＭ 1 血清
蛍光抗体法

10未満

免疫
4～6 3

5E125

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 203
＊1

1141 ツツガ虫－カトーＩｇＧ 1 血清
蛍光抗体法

10未満

免疫
4～6 3

5E123

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 203
＊1

1140 ツツガ虫－カープＩｇＭ 1 血清
蛍光抗体法

10未満

免疫
4～6 3

5E122

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 203
＊1

1139 ツツガ虫－カープＩｇＧ 1 血清
蛍光抗体法

10未満

免疫
4～6 3

5E129

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 203
＊1

1144 ツツガ虫－ギリアムＩｇＭ 1 血清
蛍光抗体法

10未満

4～6 3

5E128

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 203
＊1

免疫学検査

ツ

ツ

ガ

ム

シ

1143 ツツガ虫－ギリアムＩｇＧ 1 血清
蛍光抗体法

10未満 免疫

＊1 ツツガムシ抗体定量 各株（菌株）ごとに算定する

＊2 ノロウイルス抗原 次の患者について、ノロウイルス感染症が疑われる場合に算定する。3歳未満、65歳以上、悪性腫瘍の診断が確定している、臓器移植後、抗悪性腫瘍剤、免疫抑制剤、又は免疫抑制効果

のある薬剤を投与中
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

5E1100000015190

CDトキシンB遺伝子
6B6420000015862

大腸菌ベロトキシン定性
5E1150000015023

HSV抗原定性
5F1901420094161

VZV抗原定性
5F1931410094161

CMV抗原C10,C11
5F1941420019171

CMV抗原C7-HRP
5F1941420019171

新生児尿
5F1941440099862

微生物
4～10 3

5F194

遺伝子検査 0.2(凍結) 825
＊5

1903 サイトメガロウイルス核酸検出 16 その他の材料 リアルタイム
（ＰＣＲ）

(-)

免疫
4～9

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可

3

5F194

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 3(冷蔵) 356
＊4

1991 サイトメガロウイルス抗原C7-HRP 6 全血添加物入 直接酵素抗
体法

判定（－）

判定（－） 免疫
4～9

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可

3

5F194

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 3(冷蔵) 366
＊4

5F193

ＶＺＶ・ＨＳＶ採取 スライド(凍結) 227

1806 サイトメガロウイルス抗原C10,C11 6 全血添加物入 間接酵素抗
体法

蛍光抗体法
(-) 免疫

3～7 3

HSV-1抗原（-）
HSV-2抗原（-）

免疫
3～7 3

5F190

ＶＺＶ・ＨＳＶ採取 スライド(凍結) 180
＊3

ウ

イ

ル

ス

抗

原

1915 単純ヘルペス特異抗原 50 塗抹標本
蛍光抗体法

1929 水痘帯状ﾍﾙﾍﾟｽ特異抗原 50 塗抹標本

微生物
3～6 8

5E115

細菌検査用 拇指頭大(冷蔵) 189
＊2

1243 大腸菌ベロ毒素迅速検査 55 便
EIA法

(-)

微生物
3～6

ToxinB遺伝子、BinaryToxin遺伝子、
変異型todC遺伝子、O27型株判定

3

6B642

糞便一般用 拇指頭大(冷蔵) 450
＊1

9702 C.ディフィシル遺伝子検出 27 便 リアルタイム
PCR法

(-)

CD抗原およびCDトキシンの検出
3

5E110

糞便一般用 拇指頭大(冷蔵) 95

免疫学検査

毒

素

検

査

2756 C.ディフィシル抗原毒素検査 27 便
イムノクロマト

(-) 免疫
3～6

C.difficlle検査のフローチャート

「C.difficlle感染症 診療ガイドライン2022」（日本化学療法学会・日本感染症学会 CDI診療ガイドライン作成委員会編）より引用

＊1 大腸菌ベロトキシン定性 細菌培養同定検査により大腸菌が確認され、病原性大腸菌が疑われる患者に対して行った場合に算定する。大腸菌ベロトキシン定性のうち、細菌培養を行うことなく糞便から直接検出する方法で

あってELISA法によるものについては、臨床症状や流行状況から腸管出血性大腸菌感染症が強く疑われる場合に限り、細菌培養同定検査を踏まえることなく行った場合にも算定できる。

＊2 クロストリジオイデス・ディフィシルのトキシンB遺伝子検出

ア．クロストリジオイデス・ディフィシルのトキシンB遺伝子検出は、以下の（イ）～（ハ）をいずれも満たす入院患者に対して実施した場合に限り算定する。

（イ）クロストリジオイデス・ディフィシル(CD)感染症を疑う場合であって、クロストリジオイデス・ディフィシル(CD)抗原定性において、CD抗原陽性かつCDトキシン陰性であること。

（ロ）2歳以上でBristol Stool Scale 5 以上の下痢症状があること。

（ハ）24時間以内に3回以上、又は平常時より多い便回数があること。

イ．本検査は、関連学会の定める指針に沿って実施した場合に限り算定できる。なお、下痢症状並びに本検査を行う前のCD抗原及びCDトキシンの検査結果について診療録に記載すること。

＊2 単純ヘルペスウイルス抗原定性 ヘルペスウイルスの型別確認を行った場合に算定できる。

＊4 サイトメガロウイルスpp65抗原定性 臓器移植後、若しくは造血幹細胞移植後の患者又はHIV感染者又は高度細胞性免疫不全の患者に対して行った場合のみ算定できる。ただし、高度細胞性免疫不全の患者につい

ては、当該検査が必要であった理由について、診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

＊5 サイトメガロウイルス核酸検出(尿) 先天性サイトメガロウイルス感染の診断を目的として、尿を検体として等温核酸増幅法により測定した場合に、1回に限り算定できる。先天性サイトメガロウイルス感染の診断を目的として

当該検査と「D012」ウイルス抗体価（定性・半定量・定量）又はグロブリンクラス別ウイルス抗体価（サイトメガロウイルス）を併せて実施した場合には、主たるもののみ算定する。

容器NO50

VZV・HSVスライド

容器NO16

サイトメガロウイルス新生児尿
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■ウイルス検査一覧表(必要量の記載がある項目は検査可)

EIA 必要量 CF 必要量 HI 必要量 NT 必要量 FA 必要量

項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL)

血清 1912 0.3

髄液 0.5

血清 2282 0.2

髄液 0.5

血清 1953 0.2

髄液 0.5

血清 2283 0.2

髄液 0.5

血清 2284 0.2

髄液 0.5

血清 0.2

髄液 0.5

血清 0.2

髄液 0.5

血清 1954 0.2

髄液 0.5

血清 0.2

髄液 0.5

血清 0.2

髄液 0.5

血清 1661 0.3 2356 0.2

髄液 0.5 0.4

血清 1662 0.3 2357 0.2

髄液 0.5 0.4

血清 2327 0.2

髄液 0.4

血清 2328 0.2

髄液 0.4

血清 1921 0.2

髄液 0.4

血清 2329 0.2

髄液 0.4

血清 1721 0.3 1693 0.2

髄液 0.5 0.5

血清 1668 0.3 1822 0.2 2227 0.2

髄液 0.5 0.4 0.5

血清 1537 0.4

髄液 0.7

血清 1538 0.4

髄液 0.7

血清 1458 0.2

髄液 0.2

血清 1535 0.4 0.2

髄液 0.7 0.2

血清 1536 0.4

髄液 0.7

血清 1178 0.2

髄液 0.4

血清 1354 0.4 0.2

髄液 0.7 0.2

血清 1172 0.4

髄液 0.7

血清 1666 0.3

髄液 2238 0.5

血清 1796 0.3

髄液 0.3

血清 1808 0.3

髄液 0.3

血清 1451 0.4

髄液 0.7

血清 1735 0.4

髄液 0.7

■の血清の実施料は79点判免疫 ■の血清(単純ヘルペスIgGは髄液も算定可)の実施料は206点判免疫

単純ヘルペスIgG

単純ヘルペスIgM

単純ヘルペス(HSV)

単純ヘルペス1型

単純ヘルペス2型

風疹

風疹IgG

風疹IgM

麻疹

麻疹IgG

麻疹IgM

ムンプス

ムンプスIgG

ムンプスIgM

パラインフルエンザ3型

パラインフルエンザ4型

RS

インフルエンザB

パラインフルエンザ1型

パラインフルエンザ2型

アデノ11型

アデノ19型

インフルエンザA

アデノ5型

アデノ6型

アデノ7型

アデノ2型

アデノ3型

アデノ4型

検査項目

アデノ

アデノ1型

42 



■ウイルス検査一覧表(必要量の記載がある項目は検査可)

EIA 必要量 CF 必要量 HI 必要量 NT 必要量 FA 必要量

項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL)

血清 1676 0.3

髄液 2339 0.5

血清 1433 0.4

髄液 2517 0.7

血清 1706 0.4

髄液 2518 0.7

血清 1667 0.3

髄液 2378 0.5

血清 2613 0.5

髄液 0.5

血清 2614 0.5

髄液 0.5

血清 1665 0.3 1772 0.2

髄液 0.5 0.4

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.3 1920 0.2

髄液 0.4 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.3 1461 0.2

髄液 0.4 0.2

血清 2320 0.2

髄液 0.2

血清 0.3 1462 0.2

髄液 0.4 0.2

血清 1463 0.3 0.2

髄液 0.4 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 2321 0.2

髄液 0.2

血清 2322 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

血清 0.2

髄液 0.2

■の血清の実施料は79点判免疫 ■の血清(単純ヘルペスIgGは髄液も算定可)の実施料は206点判免疫

エコー27型

エコー30型

エコー22型(ヒトバレコ1型)

エコー24型

エコー25型

エコー18型

エコー19型

エコー21型

エコー14型

エコー16型

エコー17型

エコー11型

エコー12型

エコー13型

エコー6型

エコー7型

エコー9型

エコー3型

エコー4型

エコー5型

サイトメガロIgM

日本脳炎

エコー1型

水痘帯状ヘルペスIgM

サイトメガロ

サイトメガロIgG

検査項目

水痘帯状ヘルペス

水痘帯状ヘルペスIgG
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■ウイルス検査一覧表(必要量の記載がある項目は検査可)

EIA 必要量 CF 必要量 HI 必要量 NT 必要量 FA 必要量

項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL) 項目コード (mL)

血清 1351 0.2

髄液 0.2

血清 1352 0.2

髄液 0.2

血清 1041 0.2

髄液 0.2

血清 1042 0.2

髄液 0.2

血清 1043 0.2

髄液 0.2

血清 1044 0.2

髄液 0.2

血清 1046 0.2

髄液 0.2

血清 1040 0.3 1047 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1048 0.2

髄液 0.2

血清 1049 0.2

髄液 0.2

血清 1601 0.3 1981 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1602 0.3 1982 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1603 0.3 1938 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1604 0.3 1984 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1605 0.3 1985 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1606 0.3 1986 0.2

髄液 0.5 0.2

血清 1441 0.2

髄液 0.4

血清 1443 0.2

髄液 0.4

血清 1442 0.2

髄液 0.4

血清 0.5 1444 0.2

髄液 0.4

血清 1446 0.2

髄液 0.4

血清 1445 0.2

髄液 0.4

血清 1447 0.2

髄液 0.4

血清 2666 0.5

髄液

血清 1935

髄液

血清 1856

髄液

■の血清の実施料は79点判免疫 ■の血清(単純ヘルペスIgGは髄液も算定可)の実施料は206点判免疫

EB抗EA IgA

EB抗EBNA

EB抗EBNA-IgG

パルボウイルスIgG 0.4

パルボウイルスIgM 0.4

コクサッキーB 6型

EB抗VCA IgG

EB抗VCA IgM

EB抗VCA IgA

EB抗EA IgG

EB抗EA IgM

コクサッキーA 16型

コクサッキーB 1型

コクサッキーB 2型

コクサッキーB 3型

コクサッキーB 4型

コクサッキーB 5型

コクサッキーA 3型

コクサッキーA 4型

コクサッキーA 5型

コクサッキーA 7型

コクサッキーA 9型

コクサッキーA 10型

検査項目

エンテロ70型

エンテロ71型

コクサッキーA 2型
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

5F1011405085862

PCR-Invader
5F1001405085951

ｒＳＳＯ
5F1001405085898

5F4501491023052

ＬＩＡ法
5F4601430023833

5F4551440019862

5F5601550023052

5F5501430023190

5F5001453022875 ｺﾋﾟｰ/mL

5D5960000019662 0

#REF!

#REF!

#REF!

#REF!

#REF!

血液
3～5

受託は月～金午前中のみ
3

5D596

ヘパリン加血液 4(室温) 10000
＊7

9955 CCR4タンパク/FCM 12 血液 フローサイトメ
トリー法

陰性

微生物
4～9 3

5F500

HIV-RT-PCR用 2(冷蔵) 520
＊6

1800 HIV核酸定量 備考参照 血漿 ﾘｱﾙﾀｲﾑ-
PCR

検出せず

免疫
4～9 4

5F550

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 660
＊5

2714 HIV-1/2抗体確認検査 1 血清 イムノクエスト
法

(-)

免疫
1～2 1

5F560

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 127
＊3  ＊4

1577 ＨＩＶ抗原抗体 1 血清
ＣＬＩＡ法

陰性

(-) 微生物
3～4 3

5F455

ＥＤＴＡ２K 6(冷蔵) 450
＊2

5F460

全血容器(茶) 0.2(冷蔵) 425
＊1

2690 ＨＴＬＶ-1核酸検出 13 全血添加物入
ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

LIA法
(-) 免疫

3～4
髄液でも検査可能

3

(-) 免疫
1～2

髄液でも検査可能
1

5F450

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 159

レ

ト

ロ

ウ

イ

ル

ス

関

連

1576 ＨＴＬＶ１抗体ＣＬＩＡ 1 血清
CLIA

2608 ＨＴＬＶ１抗体 1 血清

微生物
4～8 3

5F101

細胞診婦人
科・ＨＰＶ

擦過物(室温) 2000

2375 ＨＰＶ－ＤＮＡ型判定 51 擦過物
PCR-rSSO法

検出せず

未収載
4～10 3

5F100

細胞診婦人
科・ＨＰＶ

擦過物(室温) 未収載

2363 ＨＰＶ－ＤＮＡ型判定 51 擦過物

PCR-Invader
法

検出せず

3～4

同一検体で婦人科液状化検体細胞診との依頼

可
8

5F101

細胞診婦人
科・ＨＰＶ

擦過物(室温) 347 6種の遺伝子型（16.18.31.45.5152型）の型別

判定と3種の遺伝子グループ（33/58型.35/39/68

型.56/59/66型）の検出の有無

免疫学検査

H

P

V

2206 ＨＰＶ簡易ジェノタイプ判定 51 擦過物
ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

検出せず 微生物

＊1 HTLV-1抗体（ウエスタンブロット法及びラインブロット法） HTLV-1抗体定性、半定量又はHTLV-1抗体によって陽性が確認された症例について、確定診断を目的としてウエスタンブロット法またはラインブロット法により行っ

た場合に算定する。

＊2 HTLV-1核酸検出 HTLV-1抗体(ウエスタンブロット法及びラインブロット法)によって判定保留となった妊婦、移植者（生体部分肺移植、生体部分肝移植、生体腎移植又は生体部分小腸移植の場合に限る）又は臓器等

提供者（生体部分肺移植、生体部分肝移植、生体腎移植又は生体部分小腸移植の場合に限る）を対象として測定した場合にのみ算定する。本検査を実施した場合は、HTLV-1抗体(ウエスタンブロット法及びラインブロット法

)の判定保留を確認した年月日を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

＊3 HIV-1,2抗原・抗体同時測定定量 診療録等から非加熱血液凝固因子製剤の投与歴が明らかな者及び診療録等が確認できないため血液凝固因子製剤の投与歴は不明であるが、昭和53年から昭和63年の間に入院し、

かつ、次の該当するものに対して本検査を実施した場合は、HIV感染症を疑わせる自他覚症状の有無に関わらず所定点数を算定できる。ただし、保険医療機関において採血した検体の検査を保健所に委託した場合は、算定しない。

ア 新生児出血症(新生児メレナ、ビタミンK欠乏症等）等の病気で「血が止まりにくい」との指摘を受けた者 イ 肝硬変や劇症肝炎で入院し、出血の著しかった者 ウ 食道静脈瘤の破裂、消化器系疾患により大量の吐下血があ

った者 エ 大量に出血するような手術を受けた者（出産時の大量出血も含む。）なお、間質性肺炎等後天性免疫不全症候群の疾病と鑑別が難しい疾病が認められる場合やHIVの感染に関連しやすい性感染症が認められる

場合、既往がある場合又は疑われる場合でHIV感染症を疑う場合は、本検査を算定できる。

＊4 自己血輸血を除く「K920」輸血料を算定した患者又は血漿成分製剤(新鮮液状血漿、新鮮凍結人血漿等)の輸注を行った患者に対して、一連として行われた当該輸血又は輸注の最終日から起算して、概ね2か月後に本検

査の測定が行われた場合は、HIV感染症を疑わせる自他覚症状の有無に関わらず、当該輸血又は輸注につき1回に限り、所定点数を算定できる。（他の保険医療機関において輸血料の算定又は血漿成分製剤の輸注を行った

場合であっても同様に算定できる。）なお、この場合は、診療報酬明細書の摘要欄に当該輸血又は輸注が行われた最終日を記載する。

＊5 HIV-1特異抗体及びHIV-2特異抗体（イムノクロマト法） スクリーニング検査としてのHIV-1,2抗体定性若しくは同半定量、HIV-1,2抗原・抗体同時測定定性、HIV-1,2抗体定量、HIV-1,2抗原・抗体同時測定定

量が陽性の場合の確定診断用検査。なお、本検査を実施した場合、HIV-1抗体（ウエスタンブロット法）及びHIV-2抗体（ウエスタンブロット法）は、別に算定できない。

＊6 HIV-1核酸定量 HIV感染者の経過観察に用いた場合又はHIV-1,2抗体定性、半定量、又はHIV-1,2抗原・抗体同時測定、定量又はHIV-1,2抗体定量が陽性の

場合の確認診断に用いた場合にのみ算定する。本検査とHIV-1抗体（ウエスタンブロット法）を併せて実施した場合は、それぞれを算定することができる。

＊7 CCR4タンパク（フローサイトメトリー法） 「N002」免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製の「5」CCR4タンパクを同一の目的で行った場合は原則として

いずれか一方のみ算定する。ただし医学的な必要性がある場合は、併せて算定できる。なお、この場合は診療報酬明細書の摘要欄にその理由及び医学的な必要性を明記すること。

容器NO32

一般用

容器NO32

妊婦用

結果の詳細は47P参照

容器

NO51
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5F3501432023051 S/CO

5F3501431023051 S/CO

5F0161410023051

5F0161410023051 IU/mL

5F0161430023051

5F0161430023051 mIU/mL

5F0191410023051 S/CO

5F0191430023051 0

5F0181432023051 S/CO

5F0181430023051 S/CO

HBVコア関連抗原：HBcrAg
5F0200000023052 LogU/mL

HBV-RNA定量
5F0151441023862 検出せず

HBVジェノタイプ判定/EIA
5F0151405023023 0

HBVサブジェノタイプ判定検査
5F0151405023951 備考参照

5F0371440023851 0

微生物
4～10

47P参照
3

5F037

遺伝子検査 0.5(凍結) 450
＊7

9971
HBVプレコア・コアプロモーター変
異株 36 血清

プレコア：PCR-
ELMA法

コアプロモー
ター：PCR-
SPA法

0

未保点
4～7

報告形式：Aa.Ae.Ba.Bj.C.D.E.F.G.Hまたは

「検出されず」混合型は別紙報告
3

5F015

遺伝子検査 0.5(凍結
(開封厳禁))

未保点

2538 ＨＢＶ遺伝子型ＰＣＲ-Invader 36 血清 PCR-invader
法

備考参照

免疫
4～6 3

5F015

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 340
＊6

2367 HBV遺伝子型/EIA 1 血清
EIA

A.B.C.Dまた
は検出され
ず

微生物
3～4

47P参照

単独検体
6

5F015

ウイルスｒｔ
ＰＣＲ法

2.1(冷蔵
(開封厳禁))

256
＊5

2547 HBV核酸定量 18 血清 リアルタイムＰ
ＣＲ法

検出せず

免疫
4～10 3

5F020

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 246
＊4

2246 高感度ＨＢｃ関連抗原定量 1 血清
CLEIA法

2.9以下

免疫
3～4

使用試薬「HBcアボット」
3

5F018

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 130
＊2  ＊3

1872 HBc抗体 1 血清
CLIA法

（－）
1.00未満

免疫
3～4 3

5F018

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 146
＊3

1689 HBc-IgM抗体 1 血清
CLIA法

（－）
1.00未満

免疫
1～2 3

5F019

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 98

1871 ＨＢｅ抗体 1 血清
CLIA法

（－）
阻害率

50.0％未満

免疫
3～4 3

5F019

全血容器(茶) 0.5(冷蔵) 98

1870 ＨＢｅ抗原 1 血清
CLIA法

（－）
1.00未満

免疫
1～2 1

5F016

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 88
＊2

1687 ＨＢｓ抗体 1 血清
CLIA法

（－）
10.0未満

免疫
1～2 1

5F016

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 32

1731 ＨＢｓ抗体定性 1 血清
CLIA法

（－）

免疫
3～4 1

5F016

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 88
＊2

1682 ＨＢｓ抗原 1 血清
CLIA法

（－）
0.05未満

免疫
1～2 1

5F016

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 29

1730 ＨＢｓ抗原定性 1 血清
CLIA法

（－）

免疫
3～4 3

5F350

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 146
＊1

1560 ＨＡ-ＩgG抗体 1 血清
CLIA法

（－）
1.00未満

3～4 3

5F350

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 146
＊1

免疫学検査

肝

炎

ウ

イ

ル

ス

1819 ＨＡ-IgM抗体 1 血清
CLIA法

（－）
0.80未満

免疫

＊1 HA抗体(HA-IgG抗体)とHA-IgM抗体 同時に測定した場合は、一方の所定点数のみを算定する。＊2 HBs抗原、HBs抗体、HBc抗体半定量・定量 免疫抑制剤の投与や化学療法を行う患者に対して、Ｂ型肝炎の再活

性化を考慮し、当該治療開始前に各検査を同時に測定した場合は、患者1人につきそれぞれ1回に限り算定できる。＊3 HBc抗体半定量・定量とHBc-lgM抗体 同時に測定した場合は、一方の所定点数のみを算定する。

＊4 HBVコア関連抗原(HBcrAg) HBV感染の診断の補助及び治療効果の判定の目的で、血清又は血漿中のHBVコア関連抗原(HBcrAg)を測定した場合に1月に1回に限り算定する。なお、D023微生物核酸同定・定量検査

のHBV核酸定量を同時に実施した場合は、主たるもののみ算定する。＊5 HBV核酸定量 B型肝炎ウイルス既感染者であって、免疫抑制剤の投与や化学療法を行っている悪性リンパ腫等の患者に対して、B型肝炎の再活性化を考慮し実施

した場合は、当該治療中及び治療終了後1年以内に限り、月1回を限度として算定できる。＊6 HBVジェノタイプ判定 B型肝炎の診断が確定した患者に対して、B型肝炎の治療法の選択の目的で実施した場合に、患者1人につき1回に限り

算定できる。＊7 HBV核酸プレコア変異及びコアプロモーター変異検出B型急性肝炎患者に対しては、劇症肝炎が疑われる場合に限り、患者1人につき1回算定できる。B型慢性肝炎患者に対しては経過観察中にALT異常値などにより肝炎

増悪が 疑われ、かつ、抗ウイルス薬等のB型肝炎治療薬の投与対象患者の選択のために行われた場合に限り算定できる。なお、本検査実施以降は「区分D013」の肝炎ウイルス関連検査のうちB型肝炎に関する検査（ただし抗ウイルス薬等

のB型肝炎治療薬の治療効果判定に用いる検査は除く）は算定できない。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

(第Ⅲ世代)
5F3601519023062 S/CO

5F3601500023051 fmoL/L

HCV-RNA定量
5F3601453023875 LogIU/mL

RNAジェノタイプ
5F3601405023875

グループ分類
5F3601406023023

5F3701433023023

免疫
4～10 3

5F370

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 210

2399 HEV-IgA抗体 1 血清
EIA法

（－）

免疫
3～6 3

5F360

全血容器(茶) 0.6(冷蔵) 215
＊2

1138 ＨＣＶ群別 1 血清
ＣＬＥＩＡ法

下記参照

未保点
3～6

報告形式：1A,1B,2A,2B,3Aまたは検

出せず
3

5F360

ウイルスｒｔ
ＰＣＲ法

0.5(凍結
(開封厳禁))

未保点

1831 HCV核酸定量 36 血清 ﾘｱﾙﾀｲﾑRT-
PCR法

備考参照

微生物
3～4

単独検体
6

5F360

ウイルスｒｔ
ＰＣＲ法

2.1(冷蔵
(開封厳禁))

412
＊1

1478 HCV核酸定量 18 血清 リアルタイムＰ
ＣＲ法

検出せず

免疫
3～4 3

5F360

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 102

1279 HCVコア蛋白-HS 1 血清
ＣＬＩＡ法

3.0未満

1

5F360

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 102

免疫学検査

肝

炎

ウ

イ

ル

ス

1547 ＨＣＶ抗体 1 血清
ＣＬＩＡ法

（－）
１.０未満

免疫
1～2

＊1 HCV核酸定量 急性C型肝炎の診断、C型肝炎の治療法の選択及び治療経過の観察に用いた場合のみ算定できる。

＊2 HCV血清群別判定 C型肝炎の診断が確定した患者に対して、C型肝炎の治療法の選択の目的で実施した場合に、患者1人につき1回に限り算定できる。

HBVプレコア、コアプロモーター変異解析

HIV-1核酸定量の結果表示

増幅反応シグナルを検出しなかった場合 検出せず

20コピー/mＬ（定量下限値）未満で、増幅

20～10７

10７以上107コピー/mL（定量上限値）を超えた場合

〈20＋

測定範囲内で結果を得た場合

シグナルを検出した場合
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5I0200000019662 ％

Sm-IgG
5I0210000019662 %

Sm-IgA
5I0210000019662 ％

Sm-IgM
5I0210000019662 %

Sm-IgD
5I0210000019662 ％

Sm-Igκ（κ鎖）
5I0210000019662 ％

Sm-Igλ（λ鎖）
5I0210000019662 ％

細胞表面マーカー検査
0 0

細胞表面マーカー検査
0 0

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

0 ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 185
（一連） 骨髄検査可   ＊1

6659 Two-color解析による 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法

次ページ
参照

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

0 ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 185
（一連） 骨髄検査可   ＊1

6658 Singl-color解析による 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法

次ページ
参照

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I021

ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 155 骨髄検査可

6657 B細胞表面免疫グロブリン 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法
3.1～12.6

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I021

ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 155 骨髄検査可

6656 B細胞表面免疫グロブリン 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法
2.9～15.9

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I021

ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 155 骨髄検査可

6655 B細胞表面免疫グロブリン 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法
2.1～14.4

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I021

ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 155

2235 B細胞表面免疫グロブリン 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法
3.5～17.5

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I021

ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 155 骨髄検査可

6653 B細胞表面免疫グロブリン 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法
0.0～4.5

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I021

ヘパリン菅
（黄）

3(室温) 155

2234 B細胞表面免疫グロブリン 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法
0.0～3.8

3～5
月～金・採血日午前中に提出

3

5I020

ヘパリン管
（黄）

3(室温) 193

免疫学検査

細

胞

表

面

マ

ー

カ

2537 Ｔ細胞・Ｂ細胞百分率 12
ヘパリン加
血（黄） フローサイトメ

トリー法

T細胞（CD3）
54.3～81.9
B細胞（CD19）
2.9～20.1

免疫

＊1 T細胞サブセット検査(185点/免疫学的検査) 免疫不全の診断目的に行う検査であり一連として算定する。

造血器腫瘍細胞抗原検査(1940点/血液学的検査)

ア．モノクローナル抗体を用いて蛍光抗体法、酵素抗体法、免疫ロゼット法等により白血病細胞又は悪性リンパ腫細胞の表面抗原又は細胞内抗原の検索を実施して病型分類を行った場合に算定できる。

イ．対象疾病は白血病、悪性リンパ腫等である。

ウ．検査に用いられるモノクローナル抗体は、医薬品として承認されたものであり、検査に当たって用いたモノクローナル抗体の種類、回数にかかわらず、一連として所定点数を算定する。

容器NO12

ヘパリン

骨髄液用専用

容器

採取量1.0mＬ
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〇HLA型一覧（血清対応タイピング）

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

1

2

3

9

10

11

23

24

25

26

28

29

30

31

32

33

34

36

43

66

A

69

74

80

A

A

A

A

14

B 15

B 16

B 18

B 21

22

B 27

B 35

B 37

B 38

46

B 47

B 48

B 49

B 39

B 40

B 41

B 42

B 44

B 45

B

B

B 51

B 52

B 53

B 54

B 55

B 56

B 57

B 58

B 59

B 60

B 61

B 62

B 63

B 64

B 65

B 67

B 70

B 71

B 72

DR

DR 1

DR 2

DR 3

DR 4

DR 5

DR 6

DR 7

DR 8

DR 9

DR 10

DR 11

DR 12

DR 13

DR 14

DR 15

DR 16

DR 17

DR 18

50 B 81

B 73

B 75

B 76

B 77

B 78

B

B

B

B

B 7

B 8

B 12

B 13

68

●Single-color解析による細胞表面マーカー検査

以下

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

以下

以下

以下

以下

～

～

～
抗

赤

血

球

系 以下

以下

以下

以下

～

～

～

以上

以上

～

以下

～

～

～

以下

以下

～

～

～

以下

～

～

～

～

1368

1970

1364

1362

1301

1171

1363

1622

1170

1365

1366

2077

25.2

40.2

23.5

1.9

2233

2286

2234

2287

1685

1278

FMC7

HLA-DR

HLA-DQ

CD4/CD8比＊

1618

31.7

32.7

CD54

CD58

CD10

CD25

CD26

CD28

＊
CD4とCD8を同時依頼の場合はCD4/CD8比を併せて報告

CD45RC

CD69

CD71

CD103

CD117

CD122

CD29

CD30

CD34

CD38

CD45

CD45RA

CD22

CD23

CD21

CD24

CD61

CD11a

CD11ｂ

CD11ｃ

CD18

CD44

CD57

CD235a
（glycophorinA）

CD36

CD41

CD42a

CD42ｂ

18.9

0.4

CD1a

CD2

CD3

CD4

CD5

CD7

CD8

TCRαβ

TCRγδ

54.3

24.3

55.5

73.3

18.4

CD13

CD14

CD15

CD33

CD16

CD56

CD19

CD20

100.0

0.0

1.0

4.2

15.3

4.7

74.5

68.7

100.0

14.5

99.4

3.0

3.0

22.0

16.6

33.3

69.3

39.6

90.0

90.0

0.0

35.2

37.1

40.1

3.0

78.3

14.3

20.1

23.7

16.6

18.4

3.0

3.0

3.0

3.0

6.4

0.0

2.9

1.7

3.8

6.0

0.9

47.3

3.8

13.7

3.0

6.7

9.1

2.0

88.1

5.9

4.8

3.0

3.0

3.0

抗

血

小

板

・

巨

核

球

系

マ

ー

カ

ー

接

着

分

子

マ

ー

カ

ー

そ

の

他

コードNO 検査項目

3.0

70.0
抗

T

細

胞

系

マ

ー

カ

ー

抗

B

細

胞

系

マ

ー

カ

ー

抗

骨

髄

球

系

マ

ー

カ

ー

抗

N

K

細

胞

系

マ

ー

カ

ー

90.7

基準値（％）

81.9

49.7

80.2

89.6

49.0

33.2

●Two-color解析による細胞表面マーカー検査

CD3＊HLA-DR

CD4＊HLA-DR

CD8＊HLA-DR

CD4＊CD45RA

コードNO 検査項目
T・B細胞、活性化T細

胞など同時測定

反応性・測定意義

サプレッサーインデュー

サーT細胞の分別

ヘルパーインデューサー

T細胞の分別

1530
IL-2R陽性細胞の

解析

活性化しているインデューサー/

ヘルパーT細胞の分別

活性化しているサブレッ

サーT細胞/障害性T細

T細胞、B細胞の分

別
ヘルパーT細胞/サプレッ

サーT細胞の分別CD4＊CD8

CD20＊CD3

CD4＊CD29

CD4＊CD25

NK細胞サブセット

NK細胞サブセット

NK細胞サブセット

IL-2R陽性細胞の

解析
IL-2R陽性細胞の

解析

NK細胞サブセット

CD3＊CD25

CD8＊CD25

CD57＊CD8

CD57＊CD16

CD3＊CD56

CD16＊CD56
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

PHA
5I0100000019814 0

Con-A
5I0100000019814 0

PHA
5I0100000019814 0

薬剤リンパ球刺激試験
5I0141301019814

薬剤リンパ球刺激試験
5I0141301019814

薬剤リンパ球刺激試験
5I0141301019814

薬剤リンパ球刺激試験
5I0141301019814

薬剤リンパ球刺激試験
5I0141301019814

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I014

ヘパリン管
（黄）

30(室温) 515
＊1  ＊2

1573 ＤＬＳＴ５薬剤 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I.　+≧1.8

±1.6～1.7

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I014

ヘパリン管
（黄）

25(室温) 515
＊1  ＊2

1818 ＤＬＳＴ４薬剤 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I.　+≧1.8

±1.6～1.7

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I014

ヘパリン管
（黄）

20(室温) 515
＊1  ＊2

1681 ＤＬＳＴ３薬剤 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I.　+≧1.8

±1.6～1.7

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I014

ヘパリン管
（黄）

15(室温) 425
＊1  ＊2

1680 ＤＬＳＴ２薬剤 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I.　+≧1.8

±1.6～1.7

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I014

ヘパリン管
（黄）

10(室温) 345
＊1  ＊2

1394 ＤＬＳＴ１薬剤 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I.　+≧1.8

±1.6～1.7

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I010

ヘパリン菅
（黄）

1(室温) 345
＊1

6673 リンパ球幼若試験（微量全血培養） 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I　38.6～

898.5

免疫
7～9

月～金・採血日午前中に提出
3

5I010

ヘパリン菅
（黄）

5(室温) 345
＊1

6672 リンパ球幼若試験（分離培養） 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I    38.1

～385.5

7～9
月～金・採血日午前中に提出

3

5I010

ヘパリン菅
（黄）

5(室温) 345
＊1

免疫学検査

リ

ン

パ

球

幼

若

化

.

そ

の

他

6671 リンパ球幼若試験（分離培養） 12
ヘパリン加
血（黄） 3H-サイミジン

取込み能

S.I   147.5

～1251.3
免疫

（注）1 白血球数およびリンパ球数が少ない(白血球数×リンパ球[%]：1,000/μL以下)患者様につきましては、規定量以上の採血が必要となる場合がございます。なお、詳しくは弊社までお問い合せください。

2 開封厳禁

検体採取後の開栓、もしくは開栓してからの血液注入は、雑菌混入が結果に影響を及ぼす可能性があるため、雑菌混入の有無についてコメント付報告とさせていただきます。

3 DLST・リンパ球幼若化検査は10件以上の同時依頼の場合、ご連絡をお願いします。

◆薬剤リンパ球刺激試験について

1 麻薬類等の法律的に規制された薬剤は受託できませんので予めご了承ください。

2 皮内反応用のテストアンプルは実施できません。又、水溶性でない薬剤は本検査に適しておりません。

3 薬剤は1回投与量をご記入のうえ、最小単位の添付をお願いします。

最小単位：錠剤・カプセル(1錠・1カプセル)、バイアル・アンプル(原液で0.5mL程度)

4 詳細報告書も用意しておりますのでお問い合わせください

＊1リンパ球刺激試験(LST) リンパ球刺激試験(LST)は、Con-A、PHAまたは薬疹の被疑医薬品によるものである。

＊2薬剤リンパ球刺激試験の保険算定 薬疹の原因と疑われる薬剤について検査した場合にリンパ球刺激試験1～3薬剤までの所定点数を算定できる。

容器NO12

ヘパリン

●リンパ球幼若化検査に用いられるマイトジェンについて

Con-A（concanavalinA） T細胞、未熟胸腺細胞

マイトジェン： 細胞分裂 の開始を誘導する物質

刺激特異性マイトジェン

PHA（phytohemagglutinin） T細胞

●リンパ球幼若化DLST

SI.（Stimulation　Index）

,

マイトジェン添加細胞cpm 薬剤添加cpm

マイトジェン無添加細胞cpm 薬剤無添加cpm
＝
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

5E0480000019297 pg/mL

透析液
5E0480000095297 EU/L

IL-6　　　（ECLIA）
5J1300000023053 pg/mL

5E1510000022271 pg/mL

5E1400000023117 倍

5E1420000023023 U/mL

5E1480000023023 カットオフイン
デックス

5E1460000023023 Aa/mL

5E2220000023162 CAI

PCT定量
5C2150000023053 ng/mL

LAMP法
5B6110000061883

微生物
３～8 8

5B611

細菌検査用 適量(冷蔵) 292

2460 レジオネラ核酸検出 55 喀痰
LAMP法

陰性
（－）

生化Ⅰ
3～4 3

5C215

全血容器(茶) 0.4(凍結) 276
＊1

2261 プロカルシトニン定量 1 血清
ECLIA法

0.05以下

免疫
4～7

CAI：Corrected Absprbance
Index：補正吸光度

3

5E154

全血容器(茶) 0.3(冷蔵) 847
＊7

1482 抗トリコスポロン・アサヒ抗体 1 血清
EIA法

陰性
0.15未満

0
６～8 3

5E146

全血容器(茶) 0.3(凍結)

2723 アスペルギルスＩｇＧ抗体 1 血清
EIA

５．０未満

免疫
3～5

＊3

3

5E148

全血容器(茶) 0.7(冷蔵) 157

＊6

1554 アスペルギルス抗原 1 血清
EIA法

（－）
0.5未満

免疫
3～4 3

5E142

全血容器(茶) 0.4(冷蔵) 134
＊5

1745 カンジダマンナン抗原 1 血清
EIA法

0.05未満

免疫 4～6

髄液検体検査可能
3

5E140

全血容器(茶) 0.8(冷蔵) 166
＊3  ＊4

1439
クリプトコックス・ネオフォル
マンス抗原 1 血清 ラテックス凝

集法
（－）

免疫
3～4 3

5E151

エンドトキシ
ン・血液

2(冷蔵) 190
＊3

1908 （１－３）β－Ｄグルカン 20 全血添加物入 発色合成基
質による比色

法

20.0以下

免疫
3～4

重症度の判定の参考カットオフ値

100pg/mＬ
3

5J130

全血容器(茶) 0.5(凍結) 170
＊2

2720 インターロイキン-6 1 血清
ECLIA法

7.0以下

未保点
4～6 3

5E048

エンドトキシ
ン・透析

4(冷蔵) 未保点

1201 透析液エンドトキシン濃度 24 透析液 発色合成基
質による比色

法

3

5E048

エンドトキシ
ン・血液

2(冷蔵) 229
＊1

免疫学検査

細

菌

・

真

菌

感

染

症

1851 エンドトキシン定量 20 全血添加物入 比濁時間分
析法

1.0以下 免疫
4～6

＊1 プロカルシトニン(PCT)定量 敗血症（細菌性）を疑う患者を対象として測定した場合に算定できる。ただし、エンドトキシン検査又はプレセプシン定量を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。

＊２インターロイキン-6(IL-6) 全身性炎症反応症候群の患者(疑われる患者を含む。)の重症度判定の補助を目的として測定した場合に、一連の治療につき２回に限り算定する。

なお、本検査を実施した年月日を診療報酬明細書に記載すること。また、医学的な必要性から一連の治療につき３回以上算定する場合においては、その詳細な理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

＊3 (1→3)-β-D-グルカン 深在性真菌感染症が疑われる患者に対する治療法の選択又は深在性真菌感染症に対する治療効果の判定に使用した場合に算定する。カンジダ抗原定性、半定量又は定量、D-アラビ

ニトール、アスペルギルス抗原、クリプトコックス抗原定性又は半定量と併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。

＊4 クリプトコックス抗原の保険算定 当社のクリプトコックス抗原の保険点数表示につきましては、希釈倍率による報告を主とすることから、半定量の点数と解釈いたします。

＊5 カンジダ抗原(定性) カンジダ血症又はカンジダ肺炎の診断の目的で行った場合に算定する。

＊6 アスペルギルス抗原 侵襲性肺アスペルギルス症の診断のために実施した場合のみ算定できる。

＊7 抗トリコスポロン・アサヒ抗体 夏型過敏性肺炎の鑑別診断を目的として測定した場合に算定できる。なお、鑑別診断目的の対象患者は、厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班による「過敏性肺炎の診断の手引と診断基準」

により、夏型過敏性肺炎が疑われる患者とする。

容器NO20

エンドトキシン定

量、（1-3）-

β-D-グルカン専

容器NO24

エンドトキシン透

析専用容器

●（１→3）-β-Dグルカン測定結果の判定法

カットオフ値

経過観察期間

10以下 健常人の値

20を超える

10～20

深在性真菌感染症の治療法の選択対象

20.0以下　単位（pg/mＬ）

カットオフインデックス

0.5未満

判定

（－）

0.5以上 （＋）

51



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

3L1850000023024 μg/mL

3L1750000023024 μg/mL

3L1900000023024 μg/mL

3L1150000023024 μg/mL

3L1950000023024 μg/mL

3L1250000023210 ng/mL

3L1650000023210 ng/mL

3L1300000023204 ng/mL

3L2100000023204 μg/mL

3L2150000022204 μg/mL

3L1450000023204 ng/mL

3L2300000022210 μg/mL

3L2200000022210 μg/mL

3L2250000022210 μg/mL

3L2450000022210 ng/mL

3L2480000022210 μg/mL

特薬1
4～7

ビムハット
6

3L248

ＥＤＴＡ２
Ｎａ管

0.3(凍結) 470

2592 ラコサミド 6 血漿 LC-MS/MS
法

₋

特薬1
4～7

フィコンバ
6

3L245

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 0.3(凍結) 470
血清検査可

2596 ペランパネル 6 血漿 LC/MS/MS
法

特薬1
4～7

トピナ
3

3L225

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

2396 トピラマート 8 血漿 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ

5.00～20.00

特薬1
4～7

ラミクタール
6

3L220

プレイン管 0.5(冷蔵) 470
ヘパリン血・ETDA加血漿検査可

2358 ラモトリギン 35 血清 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ

2.50～15.00

特薬1
4～7

イーケプラ
3

3L230

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

2377 レベチラセタム 8 血漿 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ

12.0～46.00

特薬1
4～7

マイスタン
6

3L145

プレイン管 0.6(凍結) 470

1812 クロバザム 35 血清 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
10.0～70.0

特薬1
4～7

ガバペン
3

3L215

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

2214 ガバペンチン 8 血漿 LC-MS/MS
法

特薬1
4～7

エクセブラン
6

3L210

プレイン管 0.2(冷蔵) 470

1891 ゾニサミド 35 血清
HPLC法

10～30

特薬1
4～7

セルシン、ホリゾン、ジアバックス、セレナ

ミン、ダイアップ
6

3L130

プレイン管 0.6(凍結) 470

1881 ジアゼパム 35 血清 LC-MS/MS
法

有効治療濃度200
～500

中毒域　1000以
上

特薬1
4～7

ベンザリン、ネルボン、ネルロレン、ヒルs

スカミン
6

3L165

プレイン管 0.3(凍結) 470

1880 ニトラゼパム 35 血清 LC-MS/MS
法

20～100

特薬1
4～7

ランドセン、リボトリール
6

3L125

プレイン管 0.3(凍結) 470

1883 クロナゼパム 35 血清 LC-MS/MS
法

20～70

特薬1
1～2

デパケン、バレリン、エピレナート、ハイセ

レニン
1

3L195

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1876 バルプロ酸ナトリウム 35 血清
CLIA法

50～100

特薬1
1～2

デグレトール、テレスミン、レキシン
1

3L115

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1874 カルバマゼピン 35 血清
CLIA法

6～12

特薬1
4～7

マイソリン、プリムロン
6

3L190

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1875 プリミドン 35 血清
ＥＩＡ法

5～12

特薬1
1～2

フェノバール、ルミナール
1

3L175

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1869 フェノバルビタール 35 血清
CLIA法

10～30

1～2
ジフェニルヒダントイン,ヒダントール,アレ

ビアチン
1

3L185

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

薬物検査

抗

て

ん

か

ん

剤

1873 フェニトイン 35 血清
CLIA法

10～20 特薬1
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

Li
3L3200000023274 mEq/L

3L3000000023064 ng/mL

3L3020000023064 ng/mL

3L3040000023210 ng/mL

3M6010000023062 μg/mL

3M6020000023024 μg/mL

3M6060000023024 μg/mL

3M5300000023041 μg/mL

3M6130000023041 μg/mL

3M5320000023041 μg/mL

3M6980000022210 μg/mL

3M8050000019001 ng/mL

3M8100000019021 ng/mL

3M7250000023024 μmoL/L

3M7500000022210 ng/mL

3M0700000023024 μg/mL

10～20 特薬1
4～7

ネオフィリン、デオドール、アミノフィリン
6

3M070

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1889 テオフィリン 35 血清
CLIA法

₋ 特薬1
８～22

グリペック、イマチニブ
3

3M075

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

3M725

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

7204 イマチニブ 35 血清 LC-MS/MS
法

EIA法

中毒域（大量投与
時）
24時間後10.00以上
48時間後1.00以上
72時間後0.10以上

特薬1
4～7 6

3M810

EDTA加血液 1(冷蔵) 470

腫

瘍

用

薬

1486 メトトレキサート 35 血清

ECLIA法
5～20 特薬1

4～7
プログラフ、グラセプター

6

₋ 特薬1
4～7

サンディミュン、ネオラール
3

3M805

EDTA加血液 0.5(凍結) 470

免

疫

抑

制

剤

1504 シクロスポリン（血液） 69 EDTA加血液
CLIA法

1230 タクロリムス 69 EDTA加血液

特薬1
4～7

フィフェンド、ポリコナゾール
4

3M698

ヘパリン管
（緑）

0.2(冷蔵) 470

2232 ボリコナゾール 8 血漿 LC-MS/MS
法

治療有効濃度
トラフ値
1.00～2.00以上

特薬1
4～7

タゴシット、ティコプラニン
6

3M532

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1955 テイコプラニン 35 血清 ﾗﾃｯｸｽ凝集
比濁法

15.0～30.0

特薬1

4～7

ハベカシン、アルベカシン

3

3M613

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1228 アルベカシン 35
血清

ﾗﾃｯｸｽ凝集
比濁法

治療有効濃度
ピーク値
　　15.0～20.0
トラフ値
　　1.0～」2.0

特薬1
4～7

バンコマイシン
3

3M530

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1191 バンコマイシン 35 血清 ﾗﾃｯｸｽ凝集
比濁法

治療有効濃度
トラフ値
　　10.0～15.0

治療有効濃度
ピーク時
　　15.0～20.0
トラフ値
　　1.0未満

特薬1
4～7

ゲンタシン、ゲンタマイシン

6

3M606

プレイン管 0.5(冷蔵) 470 有効治療濃度はグラム陰性菌感染症に対

する標準治療

3M602

プレイン管 0.5(冷蔵) 470 有効治療濃度はグラム陰性菌感染症に対

する標準治療

1894 ゲンタマイシン 35 血清

EMIT法

HEIA法

治療有効濃度
ピーク時
　　15.0～20.0
トラフ値
　　1.0未満

特薬1
4～7

トブラシン、トービイ

6

治療有効濃度
ピーク時
　　50.0～60.0
トラフ値
　　4.0未満

特薬1
4～7

アミカシン

6

3M601

プレイン管 0.5(冷蔵) 470 有効治療濃度はグラム陰性菌感染症に対

する標準治療

抗

生

物

質

・

抗

真

菌

薬

1896 アミカシン 35 血清

KIMS

1895 トブラマイシン 35 血清

特薬1
5～11

クロザリル
6

3L304

プレイン管 0.3(冷蔵) 470 クロザピンおよび活性代謝産物であるデスメチルクロ

ザピンの各定量値を報告します

2740 クロザピン 35 血清
LC-MS/MS

特薬1
4～7

ブロムペリドール
6

3L302

プレイン管 0.2(冷蔵) 470

1973 ブロムペリドール 35 血清
EIA（CEDIA）

15以下

特薬1
4～7

セレネース、ハロペリドール、ハロマンス
6

3L300

プレイン管 0.2(冷蔵) 470

1890 ハロペリドール 35 血清
EIA(CEDIA）

3～17

リーマス、炭酸リチウム
6

3L320

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

薬物検査

精

神

神

経

用

剤

1813 リチウム 35 血清
原子吸光法

トラフ値
0.3～1.2

特薬1
4～7

容器No69

シクロスポリン、タクロリムス

53



（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3M2050000023041 μg/mL

3L0050000023041 μg/mL

3L8000000022204 ng/mL

3L8970000023204 ng/mL

3L8800000023210 μg/mL

3L9050000023204 ng/mL

シベンゾリンコハク酸塩
3L8980000022204 ng/mL

3L8990000022210 μg/mL

3L8020000022210 ng/mL

3L7650000023041 ng/mL

3L8900000023041 μg/mL

3L8650000023024 μg/mL

3L8750000023024 μg/mL

3L8960000022204 μg/mL

特薬1
4～7

サンリズム
6

3L896

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

1175 ピルジカイニド 8 血漿 LC-MS/MS
法

0.2～0.9

特薬1
4～7

静注用キシロカイン
3

3L875

プレイン管 0.3(冷蔵) 470

1527 リドカイン 35 血清
EMIT法

1.5～5.0

特薬1
4～7

リスモダン
6

3L865

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1887 ジソピラミド 35 血清
EIA法

2～5

特薬1
4～7

アミサリン
6

3L890

プレイン管 0.4(冷蔵) 470

1892 プロカインアミド 35 血清
HEIA法

4～8
（トラフ）

特薬1
1～2

ジゴシン
1

3L765

プレイン管 0.4(冷蔵) 470

1713 ジゴキシン 35 血清
CLIA法

0.8～2.0

特薬1
4～7

ベプリコール
6

3L802

プレイン管 0.3(冷蔵) 470

2556 ベプリジル 35 血清 LC-MS/MS
法

250.0～
800.0

特薬1
4～7 3

3L899

ヘパリン管
（緑）

0.2(凍結) 470

7203 ピルメール 8 血漿 LC-MS/MS
法

最小有効血漿中
濃度0.40と推定

特薬1
4～7

シベノール
6

3L898

ヘパリン管
（緑）

1.1(凍結) 470

1227 コハク酸シベンゾリン 8 血漿
HPLC法

70～250
（トラフ）

特薬1 4～7 タンポコール
6

3L905

プレイン管 0.3(凍結) 470

1226 フレカイニド 35 血清 ＬＣ-ＭＳ／Ｍ
Ｓ法

治療有効濃度
200.0～
1000.0

治療有効濃度
0.50～2.00

特薬1
4～7

メキシチール
6

3L880

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

3L897

ヘパリン管
（緑）

0.5(冷蔵) 470

1500 メキシレチン 35 血清 LC-MS/MS
法

LC-MS/MS
法

50～1500
（トラフ）

特薬1
4～7

プロノン
6

投与直前
（トラフ）

特薬1
4～7

アンカロン
6

3L800

ヘパリン管
（緑）

0.5(冷蔵) 470

不

整

脈

・

ジ

キ

タ

リ

ス

製

剤

1901 アミオダロン 8 血漿 LC-MS/MS
法

1225 プロパフェノン 8 血清

生化Ⅰ
4～7

カロナール、パラセタモール、

ピレチノール
4

3L005

プレイン管 0.4(冷蔵) 180
＊1

1232 アセトアミノフェン 35 血清
EIA法

中毒域
4時間　200.1以上
8時間　100.1以上
12時間　50.1以上

３～5
アスピリン

6

3M205

プレイン管 0.4(冷蔵) 470

薬物検査

解

熱

鎮

痛

剤

1836 サリチル酸 35 血清
酵素法

抗リウマチ薬と
して150～300
（トラフ）

特薬1

＊1 アセトアミノフェン 同一の患者につき、1月以内に2回以上行った場合は、第1回目の測定を行ったときに1回に限り算定する。
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対象薬剤 入院外来 所定点数 初月加算
4か月目

以降
対象疾病

①ジギタリス製剤

　ジギタリス製剤の急速飽和

入外

入外

470

740

280

ー

235

ー

心疾患患者

重症うっ血性心不全

②テオフィリン製剤 入外 470 280 235
気管支喘息、喘息性（様）気管支炎、慢性

気管支炎、肺気腫、未熟児無呼吸発作

③不整脈用剤
プロカインアミド、Ｎ－アセチルプ

ロカインアミド、ジソピラミド、キニジン、アプリンジン、リドカイ

ン、ピルジカイニ

ド塩酸塩、プロパフェノン、メキシレチン、フレカイニド、シベンゾ

リンコハク酸塩、

ピルメノール、アミオダロン、ソタロール塩酸塩及びベプリジル塩酸

塩

入外 470 280 235 不整脈の患者

⓸ハロペリドール製剤、ブロムペリ

ドール製剤
入外 470 280 235 統合失調症患者

⑤リチウム製剤 入外 470 280 235 躁うつ病患者

⑥バルプロ酸ナトリウム、カルバマゼピ

ン
入外 470 280 470 躁うつ病、躁病

⑦抗てんかん剤

　てんかん重積状態の患者に対して抗てんかん剤

の注射などを行った場合

入外

入外

470

740

280

ー

470

ー

てんかん患者

全身性けいれん発作重積状態

⑧バルプロ酸ナトリウム 入外 470 280 235 片頭痛

⑨サリチル酸系製剤（アスピリン他） 入外 470 280 235
若年性関節リウマチ、リウマチ熱、関節リ

ウマチ

⑩メトトレキサート 入外 470 280 235 悪性腫瘍の患者

⑪エベロリムス（抗悪性腫瘍剤） 入外 470 280 235 結節性硬化症の患者

⑫イマチニブ 入外 470 280 235
当該薬剤の適応疾患

（慢性骨髄性白血病など）

⑬シクロスポリン 入外 470 280 470

1.ベーチェット病の患者であって活動性・難治性眼症状を有する

もの

2.その他の非感染性ぶどう膜炎（既存治療で効果不十分で、視力

低下のおそれのある活動性の中間部又は後部の非感染性ぶどう膜

炎に限る。）

3.再生不良性貧血、赤芽球癆、尋常性乾癬、膿疱性乾癬、乾癬性

紅皮症、関節症性乾癬、全身型重症筋無力症、アトピー性皮膚炎

（既存治療で十分な効果が得られない患者に限る）

4.ネフローゼ症候群、川崎病の急性期

⑭タクロリムス水和物 入外 470 280 470

全身型重症筋無力症、関節リウマチ、ループス腎炎、潰瘍性大腸

炎又は間質性肺炎（多発性筋炎又は皮膚筋炎に合併するものに限

る。）の患者

⑮免疫抑制剤
シクロスポリン、タクロリムス水和物、エベロリムス、ミコフェノー

ル酸モフェチル

入外 470
臓器移植後

3月まで2740
470 臓器移植後の免疫抑制

⑯アミノ配糖体抗生物質

　ゲンタマイシン アミカシン トブラマイシン アルベカシン

  グリコペプチド系抗生物質

　テイコプラニン

入 470 280 235
表記の薬剤を数日間投与している入院中の

患者（外来は不可）

  グリコペプチド系抗生物質

　バンコマイシン
入 470 530 235

表記の薬剤を数日間投与している入院中の

患者（外来は不可）

⑰トリアゾール系抗真菌剤（ボリコナ

ゾール）
入 470 280 235

重症又は難治性真菌感染症（外来は不可）又は造血

幹細胞移植（深在性真菌症の予防を目的）

⑱シロリムス製剤 入外 470 280 235 リンパ脈管筋腫症の患者

⑲スニチニブ 入外 470 280 235 腎細胞癌の患者

⑳治療抵抗性統合失調症治療薬（クロ

ザピン）
入外 470 280 235 統合失調症患者

薬物検査
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

CBC
2A0000000019000

　    WBC
2A0100000019301 /μL

 　   RBC
2A0200000019301 ×104/μL

 　   Hb

2A0300000019301 g/dL

  　 Ht
2A0400000019301 %

 　   PLT
2A0500000019301 ×104/μL

      平均赤血球容積
2A0600000019301 fL

      平均赤血球ヘモグロビン量
2A0700000019301 pg

      平均赤血球ヘモグロビン濃度
2A0800000019301 %

RET/レチクロ
2A1100000019631 ‰

Eo
2A0900000019301 /μL

2A3000000063603

DIFF
2A1600000019604 %

2A1600000019604 %

血液
1～2 1

2A160

血球容器(紫) 2(冷蔵) 25

2073 血液像（目視） 2 EDTA加血液
ギムザ染色

下記参照

血液
1～2 1

2A160

血球容器(紫) 2(冷蔵) 15

1306 血液像 2 EDTA加血液 フローサイトメ
トリー法

下記参照

血液
1～2 1

2A300

スライド 2(冷蔵) 15

1303 鼻汁好酸球 42 塗抹標本
鏡顕法

(-)

血液
1～2 1

2A090

血球容器(紫) 2(冷蔵) 17

2072 好酸球数 2 EDTA加血液 フローサイトメ
トリー法

300以下

血液
1～2 1

2A110

血球容器(紫) 2(冷蔵) 12

1307 網状赤血球数 2 EDTA加血液 フローサイトメ
トリー法

M:2～27
F:2～26

2A070

7306   　ＭＣＨＣ
計算法

32～36

2A080

7304 　  ＭＣＶ
計算法

83～96

2A060

21

2A040

7335   　血小板数 シースフロー
電気抵抗検

出法

13.0～37.0

2A050

7303  　 ヘマトクリット 血球容器(紫) 2(冷蔵)
シースフロー
電気抵抗検

出法

M：36～48
F：34～43

7305   　ＭＣＨ
計算法

27～32

7302 　  ヘモグロビン
SLS-Hb

M:13.5～
17.6

F:11.3～
15.2

2A030

2A010

7301 　  赤血球数 シースフロー
電気抵抗検

出法

M:410～530
F:380～480

2A020

0 1

2A000

7300  　 白血球数 フローサイトメ
トリー法

M:3900～
9800

F:3500～
9100

血液学検査

血

液

一

般

・

血

液

形

態

1310 末梢血液一般

2 EDTA加血液

0

血液

下記参照

●白血球像基準値　単位％

7309

＊好中球（機械）＝桿状＋分葉（目視）

7312 7326 Baso 好塩基球 ０～1

名称 基準値
血液像

1306

7320

7307

7308

7311

7310

目視像

好中球
＊

2073

Neut 40～70

7321 Stab 桿状核好中球 2～10

7323 Eosino 好酸球 ０～5

7322 Seg 分葉核好中球 40～65

7325 Lympho リンパ球 25～50

7324 Mono 単球 ３～11
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項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

プロトロンビン時間

2B0300000022311

活性化部分トロンボプラスチン時間
2B0200000022311 秒

Fib
2B1000000022311 mg/dL

DD
2B1400000022062 μg/mL

ﾌｨﾌﾞﾘﾝﾌｨﾌﾞﾘﾉｹﾞﾝ分解産物/繊維素分解産物

2B1200000023062 μg/mL

2B1200000001062 μg/mL

SF定性
2B1100000022062 mg/dL

FM定量
2B1100000022023 μg/mL

AT活性／AT
2B2000000022315 %

AT抗原
2B2000000022062 mg/dL

TAT
2B2100000022052 ng/mL

血液
3～5 3

2B210

凝固容器(黒) 0.4(凍結) 166
＊1

1291 トロンビン・アンチトロンビン複合体 4 血漿 ラテックス凝
集比濁法

4.0未満

血液
3～5 3

2B200

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 70

1562 アンチトンビン抗原 4 血漿 ラテックス凝
集法

23.6～33.5

血液
3～5 3

2B200

凝固容器(黒) 0.4(凍結) 70

1308 アンチトンビン活性 4 血漿
合成基質法

80～130

血液
3～5 3

2B110

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 215
＊1  ＊2

1244 フィブリンモノマー複合体 4 血漿 ラテックス凝
集法

6.1以下

血液 3～5 3

2B110

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 93

2586
可溶性フィブリンモノマー複合
体定性 4 血漿 ラテックス凝

集法

7.0未満
(ー)

血液
3～4 3

2B120

尿FDP専用 1(冷蔵) 77

1214 尿中FDP 9 尿 ラテックス凝
集法

0.1未満

血液
1～2 1

2B120

凝固容器(黒) 0.3(冷蔵) 95

1213 ＦＤＰ定量 4 血漿 ラテックス凝
集法

5未満

血液
1～2 1

2B140

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 127

1490 Dダイマー 4 血漿 ラテックス免
疫比濁法

1.0以下

血液
1～2 1

2B100

凝固容器(黒) 0.3(冷蔵) 23

1318 フィブリノゲン定量 4 血漿 光散乱測定
方式

200～400

血液
1～2 1

2B020

凝固容器(黒) 0.3(冷蔵) 29

1833 APTT 4 血漿 光散乱測定
方式

26～40

1～2 1

2B030

凝固容器(黒) 0.3(冷蔵) 18

（　）は保存温度
血液学検査

凝

固

・

線

溶

検

査

1832 PT 4 血漿
光散乱測定

方式

PT時間：10～13
（秒）

活性値：70以上
（％）

INR：0.9～1.1

血液

＊1 フィブリンモノマー複合体、トロンビン・アンチトロンビン複合体(TAT)、プロトロンビンフラグメントF1+2 3項目のうちいずれか複数を同時に測定した場合は主たるもののみ算定する。

＊2 フィブリンモノマー複合体 DIC、静脈血栓症又は肺動脈血栓塞栓症の診断及び治療経過の観察のために実施した場合に算定する。

注意）明らかに溶血している検体もしくは規定量どおりに採血できていない検体は凝固検査には不適のため「検査不能」、「参考値」となります。

容器NO9

尿中FDP容器
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

2B2600000022315 %

2B2600000022315 mg/dL

α２プラスミンインヒビター
2B2700000022315 %

α2PIC
2B2800000022062 μg/mL

ｔPA-PAＩ-1複合体
2B3400000022062 ng/mL

F２
2B3500000022311 %

F5
2B3700000022311 %

F7
2B3800000022311 %

F8
2B3900000022311 %

F9
2B4000000022311 %

F10
2B4100000022311 %

F11
2B4200000022311 %

血液
3～6 3

2B420

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

1569 第ⅩⅠ凝固因子活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

75～145

血液
3～6 3

2B410

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

2729 第Ⅹ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

58.0～200.0

血液
3～6 3

2B400

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

2704 第Ⅸ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

67.0～152.0

血液
3～6 3

2B390

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

1565 第Ⅷ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

78.0～165.0

血液
3～6 3

2B380

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

2587 第Ⅶ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

54.0～162.0

血液
3～6 3

2B370

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

8903 第Ⅴ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

73.0～122.0

血液
3～6 3

2B350

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

2728 第Ⅱ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

66.0～118.0

血液
3～6 3

2B340

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 240

1133 ト－タルＰＡＩ－１ 4 血漿 ラテックス凝
集法

50以下

血液 3～6 3

2B280

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 150

1555
プラスミン・プラスミンイン
ヒビター複合体 4 血漿

ラテックス凝
集法

0.8以下

血液
3～5 3

2B270

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 128

1397 アンチプラスミン活性 4 血漿
合成基質法

80～130

血液
3～6 3

2B260

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 100

8901 プラスミノゲン抗原 4 血漿 ラテックス凝
集法

9.1～14.5

3～6 3

2B260

凝固容器(黒) 0.3(凍結) 100

血液学検査

凝

固

・

線

溶

検

査

1460 プラスミノーゲン活性 4 血漿
合成基質法

80～130 血液
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

F12
2B4300000022311 %

F13
2B4400000022315 %

F8INH
2B4600000022311 BU/ｍL

F9INH
2B4700000022311 BU/ｍL

2B7000000022315 %

2B7000000022062 %

2B7100000022311 %

遊離型抗原量
2B7100000022021 %

VWF活性
2B4800000022316 %

VWF抗原
2B4500000022062 %

TM
2B7300000023023 U/mL

β-トロンボグロブリン
2B6000000022023 ng/mL

血小板第4因子
2B6200000022023 ng/mL

血液
3～5 3

2B620 ＰＦ4・β-Ｔ
Ｇ専用

0.6(凍結) 173

1378 ＰＦ－４ 45 血漿
EIA法

20以下

血液
3～5 3

2B600 ＰＦ4・β-Ｔ
Ｇ専用

0.6(凍結) 171

1379 β－ＴＧ 45 血漿
EIA法

50以下

血液
3～5

血漿検査可
基準値：8.7～22.7

3
2B730 全血容器(茶) 0.6(凍結) 204

＊1

1989 トロンボモジュリン 1 血清
CLEIA法

12.1～24.9

血液 3～5 3

2B450 凝固容器(黒) 0.4(凍結) 147

6664
フォン・ウイルブランド因子抗
原量 4 血漿 ラテックス凝

集法

O型：42.0～140.8
A・B・AB型：66.1

～176.3

血液
0 3

2B480 凝固容器(黒) 0.3(凍結) 126

2722 フォン・ウイルブランド因子活性 4 血漿 固定血小板
凝集法

50～150

血液
3～5 3

2B710 凝固容器(黒) 0.4(凍結) 152

1497 プロテインS抗原 4 血漿 ラテックス凝
集法

60.0～150.0

血液
3～5 3

2B710 凝固容器(黒) 0.4(凍結) 163

2658 プロテインＳ活性 4 血漿
PT凝固時間法

63.5～149.0

血液
3～5 3

2B700 凝固容器(黒) 0.3(凍結) 220

1918 プロテインC抗原 4 血漿 ラテックス凝
集法

70～150

血液
3～5 3

2B700 凝固容器(黒) 0.3(凍結) 227

1491 プロテインＣ活性 4 血漿
合成基質法

70～140

血液
3～5 3

2B470 凝固容器(黒) 0.4(凍結) 144

6662 第Ⅸ因子インヒビター定量 4 血漿
Bethesda法

1.0以下

血液
3～5 3

2B460 凝固容器(黒) 0.4(凍結) 144

2767 第Ⅷ因子インヒビター定量 4 血漿
Bethesda法

1.0以下

血液
3～5 3

2B440 凝固容器(黒) 0.4(凍結) 223

2600 第ⅩⅢ因子凝固活性 4 血漿
合成基質法

70～140

3
2B430 凝固容器(黒) 0.3(凍結) 223

血液学検査

凝

固

・

線

溶

検

査

1570 第Ⅻ因子凝固活性 4 血漿 ﾋﾄ欠乏血漿
による補正法

36.0～152.0 血液
3～5

＊1 トロンボモジュリン 膠原病の診断若しくは経過観察又はDIC若しくはそれに引き続いて起こるMOF観察のために測定した場合のみ算定できる。

容器NO45

β-TG、PF-4専

用容器
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

1A9900000001901

1A0100000001911

1A0200000001911

1A0400000001911

1A0550000001911

1A0350000001911

1A1000000001911

1A0300000001903

1A1050000001920

U-TP
1A0150000004271 g/day

U-TP
1A0150000004271 mg/dL

U-Glu
1A0250000004262 g/day

U-Glu
1A0250000004262 mg/dL

生化Ⅰ
１～2 1

1A025

尿スピッツ 1(冷蔵) 9

2063 糖定量（随時尿） 5 尿 ヘキソキナー
ゼUV法

2～20

生化Ⅰ
１～2

蓄尿量、蓄尿時間を記載くださ
い

1

1A025

尿スピッツ 1(冷蔵) 9

2062 糖定量（蓄尿） 5 尿 ヘキソキナー
ゼUV法

0.13～0.50

30以下 生化Ⅰ
１～2 1

1A015

尿スピッツ 1(冷蔵) 7

1A015

尿スピッツ 1(冷蔵) 7

2061 蛋白定量（随時尿） 5 尿 ピロガールレッ
ド法

ピロガールレッ
ド法

0.02～0.12 尿便
１～2

蓄尿量、蓄尿時間を記入くださ
い

1

尿便
１～2 1

1A105

尿スピッツ 10(冷蔵) 27
＊2

尿

検

査

1513 尿沈渣 5 尿 フローサイトメ
トリー法又は

鏡検法

2060 蛋白定量（蓄尿） 5 尿

1A100

7079 　　　比重 1.005～
1.030

1A030

1A055

7064 　　　ｐＨ 4.8～7.5

1A035

7083 　　　ビリルビン
尿スピッツ 5(冷蔵)

(-)

26

7069 　　　潜血反応 (-)

7065 　　　ウロビリノーゲン ｾｲｼﾞｮｳ

1A040

7062 　　　糖定性 (-)

1A020

１～2 1

1A990
＊1

7061 　　　蛋白定性 (-)

1A010

一般検査

尿

一

般

検

査

1511 尿一般定性

5 尿
試験紙法

尿便

＊1 尿中一般物質定性半定量検査 院内で検査を行った場合のみ算定できる。ただし、尿中一般物質定性半定

量検査は判断料は算定できない。

＊2 尿沈渣(鏡検法)、（フローサイトメトリー法） 当該保険医療機関内（院内）で検査を行った場合に算定で

きる。「D017」排泄物、滲出物又は分泌物の細菌顕微鏡検査を同時に実施した場合は、

主たる点数のみ算定する。「尿中一般物質定性半定量検査」か「尿中特殊物質定性定量検査」において何らか

の所見が認められ、又は診察の結果からその実施が必要と認められて実施した場合に算定する。

※尿沈渣(鏡検法) 尿路系疾患が強く疑われる患者について、保険医療機関（診療所）が衛生検査所等に委

託する場合であって、当該衛生検査所等が採尿後4時間以内に検査を行い、検査結果が速やかに当該保険医療

機関（診療所）に報告された場合は算定できる。

※細菌顕微鏡検査と尿沈渣（鏡検法）又は尿沈渣（フローサイトメトリー法）を同一日に併せて算定する場合は、

細菌顕微鏡検査に用いた検体の種類を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

1B0100000015701

1B0150000015701

1B0401302015062

1B0401301015062

1B0750000015467

1B0800000015723

アカンソアメーバ
0

1Z9920000920000

1Z6160000060310 ×10^6/mL

1Z625 %

1Z6190000060920 %

40以上

62

1Z625

7025 　　正常形態率 ４以上

1Z620

尿便
1～2

「WHO」ラボマニュアルに準
ずる

1

1Z992

7023 　　精子濃度 15以上

1Z615

精

液

検

査

1275 精液一般検査

5 精液
鏡検法

7024 　　運動率
尿スピッツ 1(冷蔵)

0 8～15 下記参照
3

0 アカントア
メーバ専用

(室温)

2202 アカントアメ－バ 52
アカントア
メーバー専用

培養

微生物
3～5 3

1B080

糞便一般用 拇指頭大(室
温)

45

2438 赤痢アメーバ（便） 27 便 鏡顕法（集シ
スト法）

(-)

尿便
3～5 3

1B075

糞便一般用 拇指頭大(冷
蔵(凍結不
可）)

20

2508 脂肪染色（ｽﾞﾀﾞﾝⅢ染色） 27 便 ｽﾞﾀﾞﾝⅢ染色
鏡検

(-)

尿便
１～2 1

1B040

便中ヘモグロ
ビン

() 74

1360 便ヘモグロビン２日法 28 便 ラテックス凝
集法

(-)

尿便
１～2 1

1B040

便中ヘモグロ
ビン

() 37

1309 便ヘモグロビン１日法 28 便 ラテックス凝
集法

(-)

尿便
3～5 3

1B015

糞便一般用 (冷蔵) 15

1523 虫卵集卵 27 便
集卵法

(-)

3

1B010

糞便一般用 (冷蔵) 20

一般検査

一

般

検

査

・

そ

の

他

1522 虫卵塗抹 27 便
塗抹法

(-) 尿便
3～5

容器No.52

アカントアメー

バー専用容器

アカントアメーバ（検体必要量：検査材料）

（1）潰瘍部の側縁部角膜実質組織及び眼の洗浄液

（2）コンタクトレンズケース内保存液

両方を測定いたします。

●アカントアメーバ（備考） アメーバは水中・土壌中などの環境に常在するので、検体採取時はこれらを混入しないよう、

クリーンな室内で採取してください。必ずアカントアメーバ採取セットを用い、輸送袋に入れご提出ください。

●便ヘモグロビン検体の安定性

専用容器に採取後、室温で3日

以内、冷蔵保存で１週間以内に

提出ください
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

胸水・腹水　等
1Z0000000040920

関節液　等
1Z030 /μL

関節液　等
1Z030

関節液中結晶鑑別
1Z5050000044920

1Z0100000040271 g/dL

1Z0150000041262 mg/dL

3B0550000023238 IU/L/37℃

細胞数・細胞分類
1C9900000041920

1C0100000041271 mg/dL

1C0150000041252 mg/dL

3H0200000041261 mEq/L

生化Ⅰ
1～2 1

3H020

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11

1534 Ｃｌ(クロール)（髄液） 5 髄液 イオン選択電
極法

120～125

生化Ⅰ
1～2 1

1C015

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11

1532 糖定量（髄液） 5 髄液 ヘキソキナー
ゼUV法

50～75

生化Ⅰ
1～2 1

1C010

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11

1533 蛋白定量（髄液）  5 髄液 ピロガールレッ
ド法

10～40

尿便 1～2

細胞分類では単核球（M),多核球
（N）を％にて報告します 1

1C990

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 77

1531 髄液一般検査 5 髄液 鏡検法

生化Ⅰ
1～2 1

3B055

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11

1937 ＬＤＨ（穿刺液） 5 穿刺液含む他
酵素法

生化Ⅰ
1～2 1

1Z015

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11

1151 糖定量（穿刺液） 5 穿刺液含む他
ヘキソキナーゼUV法

－

生化Ⅰ
1～2 1

1Z010

尿スピッツ 0.5(冷蔵) 11

1543 蛋白定量（穿刺液） 5 穿刺液含む他 ピロガールレッ
ド法

－

尿便
3～5

尿酸Na結晶、ピロリン酸Caを報
告します

3

1Z505

尿スピッツ 3(冷蔵) 50

1245 関節液一般検査 5 関節液 偏光顕微鏡
による鏡検法

＊2
1～2

組織球・リンパ球・好中球・好
酸球・好塩基球等を分類します

1

1Z030

尿スピッツ 8(冷蔵)

2497 細胞分類（穿刺液） 5 穿刺液含む他
計算盤法

＊2
1～2 1

1Z030

尿スピッツ 3(冷蔵)

2496 細胞数 (穿刺液） 5 穿刺液含む他
計算盤法

1～2
比重・リバルタ反応・細胞数・
細胞分類を含みます

1
0 尿スピッツ 1(冷蔵)

一般検査

穿

刺

液

検

査

1150 穿刺液一般 5 穿刺液含む他
－

＊1

＊1 胸水・腹水採取料に含まれます。なお、塗抹染色顕微鏡検査を行った場合は、排泄物、滲出物又は細菌顕微状検査にて、細胞診検査を行った場合には細胞診検査にて

算定する。

＊2 関節液採取料に含まれます。

関節液検査については、関節水腫を有する患者であって、結晶性関節炎が疑われる者に対して実施した場合、一連につき1回限り算定する。なお、当該検査と排泄物、滲出

物又は分泌物の細菌顕微鏡検査を併せて実施した場合は、主たるもののみ算定する。
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

6A010

6B010

6B010

6B010

6B010 ＊1

6B010

6B010

6B010

6B010

6C010

6C010

6C010

6B830

6C050 0

微生物
７～9

対象薬剤は下記参照
8

6C050

65P参照 165 ＊4

9899 酵母様真菌薬剤感受性試験
65P参照

培養同定に
同じ 微量液体希

釈法
0

免疫
４～6 8

6B830

65P参照 175
＊3

1113 大腸菌血清型別
65P参照

便
血清抗体法

(-)

微生物
4～5 8

6C010

65P参照 310
＊2

1951 細菌感受性３菌種以上
65P参照

培養同定に
同じ 微量液体希

釈法
－

微生物
4～5 8

6C010

65P参照 240

1950 細菌感受性２菌種
65P参照

培養同定に
同じ 微量液体希

釈法

－

微生物
4～5 8

6C010

65P参照 185

1949 細菌感受性１菌種
65P参照

培養同定に
同じ 微量液体希

釈法
－

微生物
4～5 8

6B010

65P参照 未保点

1736 定量培養
65P参照

尿
平板法

－

微生物
4～11 8

6B010

65P参照 137

1428 嫌気性培養
65P参照

膿・血液・穿刺
液/その他 HK半流動培

地等
－

微生物
4～16

生殖分泌はカンジダ、
便はサルモネラ・赤痢、
皮膚はカンジダ・白癬菌のみ検査可
能です

8

6B010

65P参照 60

1426 簡易培養
65P参照

尿/その他 平板法、ダイ
アスライド

微生物
4～6 8

6B010

65P参照 180

1425 培養同定（その他）
65P参照

その他の材
料 各種培地を

使用
－

微生物
4～6

血液培養の場合、自動的に嫌気培養
を実施します
血液培養、髄液は室温保存

8

6B010

65P参照 240

1424 培養同定（血液、穿刺液）
65P参照

血液 各種培地を
使用

－

微生物
4～6

淋菌、トリコモナスが目的の場合は
常温保存

8

6B010

65P参照 190

1423 培養同定（泌尿器生殖器）
65P参照

尿・分泌物/
その他 各種培地を

使用
－

微生物
4～6 8

6B010

65P参照 200

1422 培養同定（消化管）
65P参照

糞便・胆汁・胃
液/その他 各種培地を

使用
－

微生物
4～6 8

6B010

65P参照 180

1421 培養同定（口腔、気道）
65P参照

喀痰・咽頭
炎/その他 各種培地を

使用
－

8

6A010

65P参照 67

微生物学検査

一

般

細

菌

検

査

1420 一般細菌塗抹
65P参照

尿・喀痰・皮膚
など/その他

グラム染色法
(-) 微生物

2～3

＊1 血液を２か所以上から採取した場合に限り、血液または穿刺液を２回算定できる。この場合、嫌気性培養加算は２回算定できる。

＊2 大腸菌血清型別 細菌培養同定検査により大腸菌が確認され、大腸菌ベロトキシン定性により毒素を確認又は腸管出血性大腸菌用の選択培地に菌の発育が確認され、並びに血清抗体法により大腸菌のO抗

原又はH抗原の同定を行った場合に、使用した血清の数、菌種等に関わらず算定する。この場合、細菌培養同定検査の費用は別に算定できない。

＊3 大腸菌ベロトキシン定性 細菌培養同定検査により大腸菌が確認され、病原性大腸菌が疑われる患者に対して行った場合に算定する。大腸菌ベロトキシン定性のうち、細菌培養を行うことなく糞便から

直接検出する方法であってELISA法によるものについては、臨床症状や流行状況から腸管出血性大腸菌感染症が強く疑われる場合に限り、細菌培養同定検査を踏まえることなく行った場合にも算定できる。

＊4 酵母様真菌薬剤感受性試験 深在性真菌症（カンジダ、クリプトコックスに限る）であり、原因菌が分離できた患者に対して行った場合に限り算定する。

略称 略称

MCFG ミカファンギン ITCZ イトラコナゾール

AMPH-B アムホテリシンB VRCZ

5-FC フルシトシン MCZ

FLCZ フルコナゾール CPFG

酵母様真菌薬剤感受性

薬剤名 薬剤名

ポリコナゾール

硝酸ミコナゾール

カスポファンギン
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

（蛍光法）
6A2050000061718

抗酸菌分離培養（MGIT法）
6B3050000061747 ＊1

6C1050000061762

結核菌群抗原定性
6B3250000080190

6B3150000061299

結核菌群核酸検出
6B6200000061851

結核菌群核酸検出
0

アビウム・イントラセルラーPCR
6B6210000061862

結核菌特異的インターフェロン-γ産生能
5E3010000019023

結核菌特異的インターフェロン-γ産生能
5E3010000019031

微生物
3～5

受付：月～金曜日
（休業日前日受付不可）

6

5E301

Ｔ-ＳＰＯＴ.
ＴＢ

6(室温) 593
＊6

2437 Ｔ－ＳＰＯＴ．ＴＢ 59 全血添加物入
ELISPOT法

－

微生物
3～5 8

5E301

ＱＦＴ容器 6(冷蔵) 593
＊6

2366 ＱＦＴゴールドプラス 33
全血添加物

入
EIA法

－

微生物
3～5 8

6B621

細菌検査用 65P参照 421
＊5

1465 ＭＡＣ核酸検出 65P参照
体液・組織・
気管支洗浄液
など リアルタイム

PCR法
－

微生物
2～3 8

6B620 細菌検査用 65P参照 410
＊4

2406 結核菌群核酸同定ＬＡＭＰ法 65P参照
体液、組織、
気管支洗浄な
ど

LAMP法
－

微生物
3～5 8

6B620

細菌検査用 65P参照 410
＊4

1408 結核菌群核酸同定ＰＣＲ法 65P参照
体液、組織、
気管支洗浄な
ど リアルタイム

PCR法
－

微生物
4～43 8

6B315

細菌検査用 65P参照 361
＊3

1400 抗酸菌同定 65P参照
分離した菌

株
質量分析

－

微生物
2～3 8

6B325

菌株 65P参照 291

2255 結核菌群抗原 65P参照
分離した菌

株
ICA法

－

微生物 １ヶ月
～

8

6C105

細菌検査用 65P参照 415
＊2

1419 抗酸菌感受性４薬剤以上 65P参照
分離した菌

株 液体培地希
釈法

－

微生物
3～42

酵素感受性:2週間（中間報告）
蛍光センサー法:6週間（最終報
告）

8

6B305

細菌検査用 65P参照 315

1203 抗酸菌培養 65P参照
喀痰、気管
支洗浄など 蛍光センサー

法
－

2～3
集菌法で実施

8

6A205

細菌検査用 65P参照 65

微生物学検査

抗

酸

菌

検

査

1468 抗酸菌塗抹 65P参照
喀痰・尿、
穿刺液など

蛍光法
－ 微生物

＊1 抗酸菌分離培養は、検体の採取部位が異なる場合であっても、同時にまたは一連として検体を採取した場合は、1回のみ所定点数を算定する。

抗酸菌分離培養（液状培地法）は、液状培地を行い、酸素感受性蛍光センサー、二酸化炭素センサーまたは、酸化還元呈色色素を用いて検出を行った場合に算定する。

抗酸菌分離培養は、結核患者の退院の可否を判断する目的で、患者の病状を踏まえ頻回に行われる場合において算定できる。

＊2 抗酸菌薬剤感受性試験は、直接法、間接法等の方法および培地数にかかわらず、感受性試験を行った薬剤が４種類以上のの場合に限り算定する。

混合薬剤検査においても、使われた薬剤が4種類以上の場合に限り算定する。

＊3 抗酸菌同定は、検査方法、培地数びかかわらず、1回のみ所定点数を算定する。

＊4 結核菌群核酸検出は、結核患者の退院の可否を判断する目的で、患者の病状を踏まえ頻回に行われる場合においても算定できる。

＊5 ア、マイコバクテリウム・アビウムおよびイントラセルラー（MAC）核酸検出は、他の検査により結核菌が陰性であることが確認された場合のみに算定できる

イ、抗酸菌同定と併せて実施された場合にあっては、主なもののみ算定する。

＊6 結核菌特異的インターフェロン-γ産生能は、診察または画像診断により結核感染が強く疑われる患者を対象として測定した場合のみ算定できる。

容器NO59

T-SPOT専用

容器

容器NO33

QFT専用容器

略称 略称

SM TH

EB PAS

KM INH

REP CS

LVFX EVMレボフロキサシン エンピオマイシン

イソニアジド

サイクロセリン

ストレプトマイシン

エタンブトール

カナマイシン

リファンピシン

エチオナミド

抗酸菌感受性薬剤（１０剤）

薬剤名 薬剤名

パラアミノサリチル酸

略称 略称

MCFG ミカファンギン ITCZ イトラコナゾール

AMPH-B アムホテリシンB VRCZ

5-FC フルシトシン MCZ

FLCZ フルコナゾール CPFG カスポファンギン

酵母様真菌薬剤感受性

薬剤名 薬剤名

ポリコナゾール

硝酸ミコナゾール

略称 略称

SM TH

EB PAS

KM INH

REP CS

LVFX EVMレボフロキサシン エンピオマイシン

イソニアジド

サイクロセリン

ストレプトマイシン

エタンブトール

カナマイシン

リファンピシン

エチオナミド

抗酸菌感受性薬剤（１０剤）

薬剤名 薬剤名

パラアミノサリチル酸

結核菌感受性薬剤

PZA ピラジナミド

非結核性抗酸菌薬剤（MIC）＊ご依頼時は連絡ください

略称 略称

SM TH

EB RBT

KM CAM

REP AMK

LVFX

カナマイシン クラリスロマイシン

リファンピシン アミカシン

レボフロキサシン

薬剤名 薬剤名

ストレプトマイシン エチオナミド

エタンブトール リファブチン

陰　　性 結核感染していない

再検：感染リスクの度合を考慮し、総合的に判断

陽　　性

②陰性コントロールに非特異的反応が認められるため判定できかせん

結核感染を疑う

QFTおよびT-SPOTの判定基準

データの解釈
判　　定

初回：再度採血して再検査
判定保留

①免疫不全などが考えられるため、判定できません判定不可

判定不能

QFT T-SPOT
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微生物学検査

細菌検査の材料と

よく使われる容器

微生物学検査のご依頼について

①材料採取部位ならびに材料名を必ずご明記ください。

②薬剤投与中の材料採取の場合は、使用薬剤名をご明記ください。

③菌株接種培地にて、培養・同定のご依頼の場合は、培地を室温にて保存してください。

④必要な場合は目的菌をご依頼ください。特に性行為感染症における淋菌、腸管感染症におけるカンピロバクター、腸管出血性大腸菌を疑う場合は必ずご依頼ください。

主要材料の接種保存方法

①口腔・気道・呼吸器系材料

　●喀痰

　　口腔内在菌による汚染を防ぐため、滅菌生理食塩水で2～3回うがいしてから喀出痰を接種します。 できるだけ唾液・鼻粘液の混入は避けるようにしてください。

　●咽頭液

　　滅菌生理食塩水でうがいした後、滅菌綿棒（シードスワプ2号）で病変部をよく擦って粘液を採取してください。

②消化器系材料

　●糞便

　　急性期の排出便を採取します。糞便の量は1ｇ程度とし、輸送培地（シードスワブ2号）の深部に入れてください。

　　便の状態を含め臨床所見は病原菌検出に大きな手がかかりとなりますので、必ずご記入願います。

　●胆汁

　　胆管内胆汁（A胆汁）、胆嚢内胆汁（B胆汁）、肝内胆汁（C胆汁）のうち、検査には通常、胆嚢内胆汁（B胆汁）を培養します。

　　滅菌スピッツに2～3mL採取してください。

③泌尿器・生殖器系材料

　●尿

　　患者自身が採尿する場合、適切な指示をしてください。男性の場合は、陰茎先端部を滅菌水で拭いた後に滅菌尿コップ等に取り、直ちに滅菌スピッツに入れてください。

　　女性の場合は、膣などの常在菌汚染があるため、充分洗浄してからの採尿となります。消毒綿で消毒後、滅菌水を浸したガーゼで数回洗浄します。

　　ガーゼは1回毎に取り替えるように指示してください。尿は滅菌尿コップ等に取り、直ちに滅菌スピッツに入れてください。

　　いずれの場合も早朝尿が望ましく、前半尿を捨て、中間尿を取ってください。

　●生殖器分泌物

　　男性は、陰茎をしごき、分泌物を採取してください。

　　女性は、外陰部を消毒した後、膣鏡を用いて滅菌綿棒で後膣内蓋部より採取してください。淋菌の疑いがある場合、

　　検出率向上のため必ず目的菌に指定してください。淋菌を疑われる場合は、室温保存してください。

④血液・穿刺液

　●血液

　　採血に当たり、穿刺部位を十分に消毒してください。消毒方法は、70％アルコールで穿刺部位を中心として円を外側に向かい描くように拭いていきます。

　　その後、少し擦るようにします。乾燥後、ヨードチンキで同様の方法で消毒します。1分後に注射器で採血します。

　　血液培養用ボトルは、あらかじめキャップを取り、ゴム上部を70％アルコールで消毒します。

　　培養用ボトルへの血液採取量は3～10mLです。

　　接種後の培養用ボトルは、常温保存です。ふ卵器にはいれないでください。

　●髄液

　　採取に当たっての皮膚の消毒は、血液培養の場合に準じて行ってください。

⑤そのほかの部位

　●膿瘍・創傷

　　皮下組織や粘膜下の閉鎖性の膿瘍は、穿刺部位を消毒後注射器で採取し、滅菌スピッツに入れてください。

　　開放性病巣のものは、化膿巣の周囲を清掃後、滅菌綿棒で膿性部を採取し、指定容器（シードスワブ2号）に入れてください。

　　ガーゼでの提出は検出率の低下をまねくおそれがありますので、ご遠慮ください。

好気嫌気 小児
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

0

0

0

0 0

0

0

0

0

0

未保点
1～2 1

0 0 － 未保点

6908 染色標本作成（未染標本スライド） 0
未染標本ス
ライド

染色
－

未保点
2～3 1

0 0 － 未保点

6907 染色標本作成（パラフィンブロック） 0
パラフィン
ブロック

薄切
－

未保点
3～5 1

0 0 － 未保点

6906 染色標本作成（ホルマリン固定） 0
ホルマリン
固定組織 切り出し、包

埋、薄切、染
色

－

未保点
2～3 1

0 0 － 未保点

6905 未染標本作成(パラフィンブロック） 0
パラフィン
ブロック

薄切
－

未保点
3～5 1

0 0 － 未保点

6904 未染標本作成(ホルマリン固定） 0
ホルマリン
固定組織 切り出し、包

埋、薄切、染
色

－

未保点
3～5 1

0 0 － 未保点

6903 ブロック作成 0
ホルマリン
固定組織

切り出し・包埋
－

病理学
3～5 1

0 病理組織検査
用

－ 2580

1350 病理組織３臓器以上 40
ホルマリン
固定組織

HE染色、他
－

病理学
3～5 1

0 病理組織検査
用

－ 1720

1348 病理組織２臓器 40
ホルマリン
固定組織

HE染色、他
－

3～5 1
0 病理組織検査

用
－ 860

病理学検査

病

理

・

組

織

検

査

1346 病理組織１臓器 40
ホルマリン
固定組織

HE染色、他
－ 病理学

検査実施料の算定例（令和6年6月）
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

ＥＲ
4H0100000070666

ＰｇＲ
4H0150000070666

ER/PGR
0

ＩＨＣ法
5D5900000070666

ＩＨＣ法
5D5900000099666

ＩＨＣ法
5D5970000070666

病理
3～5 1

5D597

0 2700
＊3

2548 肺癌ＰＤ-Ｌ１ﾀﾝﾊﾟｸ/22C3 0 パラフィンブ
ロック・未染
標本スライド

免疫組織化
学（IHC法）

病理
3～5 1

5D590

0 690
＊2

2219 胃癌ＨＥＲ２ 0 パラフィンブ
ロック・未染
標本スライド

免疫組織化
学（IHC法）

病理
3～5 1

5D590

0 690
＊2

2405 乳癌ＨＥＲ２/ｎｅｕ 0 パラフィンブ
ロック・未染
標本スライド

免疫組織化
学（IHC法）

－

病理
3～5 1

0 0 900
＊1

2404
エストロゲンレセプター/プロゲ
ステロンレセプター 0 パラフィンブ

ロック・未染
標本スライド

免疫組織化
学（IHC法）

－

病理 3～5 1

4H015

0 690
＊1

1389 プロゲストロン・レセプター 0 パラフィンブ
ロック・未染
標本スライド

免疫組織化
学（IHC法）

－

1

4H010

0 720
＊1

病理学検査

病

理

・

組

織

検

査

1627 エストロゲン・レセプター 0 パラフィンブ
ロック・未染
標本スライド

免疫組織化
学（IHC法）

－ 病理
3～5

＊1 ER免疫染色とPgR免疫染色 同一月に実施した場合、主たる項目の所定点数に180点を加算する。

＊2 HER2タンパク 半定量検査又はEIA法（酵素免疫測定法）による病理標本作製を行った場合に限り算定する。なお、HER2遺伝子標本作製を同一の目的で実施した場合は3050点を算定する。

＊３ PD-L1タンパク免疫染色（免疫抗体法） 抗PD-1抗体抗悪性腫瘍剤又は抗PD-L1抗体抗悪性腫瘍剤の投与の適応を判断することを目的として、免疫染色(免疫抗体法)病理組織標本作製を行っ

た場合に、当該抗悪性腫瘍剤の投与方針の決定までの間に1回を限度として算定する。

容器NO40

ホルマリン容器

注）弊社にて診断を行っている場合は、依頼書のみ提出ください（材料の提出は不要）

●病理検査の流れ

切り出しや再固定、脱脂、脱灰等を必要とする場合、さらに所要弊日数を要することがありますので、ご了承ください

●病理検査報告日数

土 月

AM PM AM PM AM PM AM PM AM AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM AM

受付 切出し 薄切 診断 → → → 結果出力 結果報告

受付 切出し 薄切 診断 → → → → 結果出力 結果報告

受付 切出し 薄切 診断 → → → → 結果出力 結果報告

受付 切出し 薄切 診断 → → → → 結果出力 結果報告

受付 切出し 薄切 診断 → → → → 結果出力 結果報告

提出 受付 切出し 薄切 診断 → → → → → 結果出力 結果報告

提出

提出

提出

金

提出

月 火　 水 木 金 月

提出

火 水 木
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（　）は

保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

7A0201652076650

0

7A0208910085433

病理学
4～9

同一検体で婦人科液状化検体細
胞診との依頼可

7

7A020

細胞診婦人
科・ＨＰＶ

少量検査不能
(室温)

186

2466 細胞診婦人科　液状化検体 51 液状化検体
LBC

陰性

病理学
4～9

穿刺液の場合ギムザ染色も実施
7

0 細胞診（その
他）検査

(室温) 190

1625 細胞診その他の材料 下記参照 その他の材料 パパニコロウ
染色

陰性

4～9 7

7A020

スライド 少量検査不能
(室温)

150

病理学検査

細

胞

診

1620 細胞診婦人科材料 42 その他の材料 パパニコロウ
染色

陰性 病理学

喀痰容器 サコノマ容器- 尿スピッツ-

容器NO51

LBC容器-

病理 細胞診

Group分類 クラス判定

Group X Class Ⅰ

Group 1 Class Ⅱ

Group 2 Class Ⅲ

Group 3 Class Ⅳ

Group 4 Class Ⅴ

Group 5

※癌取り扱い規約などに順次、ご報告します。

判定基準

癌

生検組織診断ができない不適材料

正常組織および非腫瘍性病変

腫瘍性（腺腫または癌）か非腫瘍性か判断困難な病変

腺腫

腫瘍と判定される病変のうち、癌が疑われる病変

異型または異常細胞を認めない

異型または異常細胞を認めるが悪性の疑いのないもの

悪性の疑いのある異常細胞を認めるが悪性といいきれない

悪性細胞と判断しうるが、比較的悪性の特徴に乏しくかつ少数である

明らかな悪性細胞を多数認める

ベセスダシステム判定

略語 総括区分 日母分類

判定不能

ASC-US 軽度扁平上皮内病変疑い 疑陽性 Ⅱ-Ⅲa

ASC-H 高度扁平上皮内病変疑い 疑陽性 Ⅲ-Ⅲb

LSIL 疑陽性 Ⅲa

陽性

SCC 陽性 Ⅴ

AGC 疑陽性 Ⅲ

AIS 陽性 Ⅳ

Adeno 陽性 Ⅴ

Other 陽性 Ⅴ

標本不適正

Mild dysplasiaを否定できない

HSILを除外できない

Mild dysplasia

細胞診断結果

上皮内病変および悪性を否定する NILM

Squamous cell carcinoma

Atypical glandular cells

Adenocarcinoma in situ

Adenocarcinoma

Other malignant そのほか悪性腫瘍

HSIL

推定される病変

非腫瘍性所見

炎症
陰性

疑陽性

Ⅰ、Ⅱ

Ⅲb-Ⅳ

軽度異形成

中等度異形成

高度異形成

上皮内癌

要精密検査：コルポ、生検

要精密検査：コルポ、生検

上皮内腺癌

腺癌

その他の悪性腫瘍

扁平上皮癌

腺異型または腺癌疑い

要精密検査：病変検索

Moderate dysplasia

Severe dysplasia

CIS

再検査

運用例

要精密検査：コルポ、生検

頸管および内膜細胞診または組織診

要精密検査：コルポ、生検

頸管および内膜細胞診または組織診

要精密検査：コルポ、生検

頸管および内膜細胞診または組織診

要精密検査：コルポ、生検

要精密検査：コルポ、生検

異常なし：定期健診

要精密検査

①HPV検査による判定が望ましい

　HPV⊖：1年後の細胞診HPV併用検査

　HPV⊕：コルポ、生検

②HPV検査非施行

　6ヶ月以内細胞診検査
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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値 区分
実施料

報告
日数

備考 外注先

CMV抗原C10,C11
5F1941420019171

CMV抗原C7-HRP ＊4

5F1941420019171

薬剤リンパ球刺激試験
5I0141301019814

血清対応型タイピング
5K0200000019907

血清対応型タイピング
0

PAIgG
5G5250000019021 ng/10^7PLT

5I0200000019662 ％

結核菌特異的インターフェロン-γ産生能
5E3010000019031

アカンソアメーバ
0

細胞表面マーカー検査
0 0

細胞表面マーカー検査
0 0

PHA
5I0100000019814 0

Con-A
5I0100000019814 0

PHA
5I0100000019814 0

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I010

ヘパリン菅（黄） 1(室温) 345 ＊1

6673 リンパ球幼若試験（微量全血培養） 12 ヘパリン加血（黄） 3H-サイミジン
取込み能

S.I　38.6～
898.5

免疫
7～9

月～金・採血日午前中に提出
3

5I010

ヘパリン菅（黄） 5(室温) 345 ＊1

6672 リンパ球幼若試験（分離培養） 12 ヘパリン加血（黄） 3H-サイミジン
取込み能

S.I    38.1
～385.5

免疫
7～9

月～金・採血日午前中に提出
3

5I010

ヘパリン菅（黄） 5(室温) 345 ＊1

6671 リンパ球幼若試験（分離培養） 12 ヘパリン加血（黄） 3H-サイミジン
取込み能

S.I   147.5
～1251.3

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

0

ヘパリン菅（黄） 3(室温) 185
（一
連）

骨髄検査可   ＊1

6659 Two-color解析による 12 ヘパリン加血（黄） フローサイトメ
トリー法

次ページ参
照

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

0

ヘパリン菅（黄） 3(室温) 185
（一
連）

骨髄検査可   ＊1

6658 Singl-color解析による 12 ヘパリン加血（黄） フローサイトメ
トリー法

次ページ参
照

0
8～15

下記参照
3

0

アカントアメーバ専用 (室温)

2202 アカントアメ－バ 52 アカントアメーバー専用

培養

微生物
3～5

受付：月～金曜日
（休業日前日受付不可）

6

5E301

Ｔ-ＳＰＯＴ.ＴＢ 6(室温) 593 ＊6

2437 Ｔ－ＳＰＯＴ．ＴＢ 59 全血添加物入
ELISPOT法

－

免疫
3～5

月～金・採血日午前中に提出
3

5I020

ヘパリン管（黄） 3(室温) 193

2537 Ｔ細胞・Ｂ細胞百分率 12 ヘパリン加血（黄） フローサイトメ
トリー法

T細胞
（CD3）54.3

～81.9
B細胞

免疫
4～7

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可

3

5G525

血小板表面ＩｇＧ用 8.5(室温) 190 ＊1

1470 血小板表面IgG 23 ACD加血液
EIA法

27.6未満

未保点
4～7

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可

3

0

ＥＤＴＡ２K 5(冷蔵) 未保点

1313 ＨＬＡタイピング（ＤＲ） 13 EDTA加血液 PCR-rSSO法
PCR-SSP法

49ページ
参照

未保点 4～7
受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可 3

5K020

ＥＤＴＡ２K 5(冷蔵) 未保点

1202
ＨＬＡタイピング（Ａ，Ｂ） 13 EDTA加血液

PCR-rSSO法
PCR-SSP法

49ページ
参照

免疫
8～10

月～金・採血日午前中に提出
3

5I014

ヘパリン管（黄） 10(室温) 345 ＊1  ＊2

1394 ＤＬＳＴ１薬剤 12 ヘパリン加血（黄）
3H-サイミジン取込み能

S.I.　+≧
1.8　±1.6

～1.7

免疫
4～9

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可

3

5F194

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 3(冷蔵) 356

1991 サイトメガロウイルス抗原C7-HRP 6 全血添加物入 直接酵素抗
体法

判定（－）

4～9

受託は月～金午前中のみ
休前日受付不可

3

5F194

ＥＤＴＡ２Ｎａ管 3(冷蔵) 366 ＊4

当日送り検査一覧

当

日

送

り

検

査

一

覧

1806 サイトメガロウイルス抗原C10,C11 6 全血添加物入
間接酵素抗体法

判定（－） 免疫
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部 門

AST（GOT）

フィブリノーゲン

リウマチ関連

心疾患関連

フェノバルビタール

カルバマゼピン バルプロ酸Ｎａ

緊 急 検 査 受 託 項 目　　　　　2026年4月現在

登録衛生検査所　（株）臨床宮崎
宮崎市田吉6269番地2

TEL０９８５－５２－６６８８

FAX０９８５－５２－８０９３

検    査    項    目

尿酸 尿素窒素

クレアチニン Ｎａ・Ｃｌ Ｋ

カルシウム 無機リン マグネシウム
生 化 学

総蛋白 アルブミン 総ビリルビン

直接ビリルビン ALT（GPT）

LD ALP γ－ＧＴＰ

アミラーゼ

ＴＩＢＣ フェリチン ＫＬ-６

血糖 血中アンモニア ＣＲＰ定性

総コレステロール ＨＤＬコレステロール ＬＤＬコレステロール

中性脂肪 血清鉄 ＵＩＢＣ

ＣＲＰ定量 ASO

血 液 学

末梢血液一般 血液像（自動機械法） 血液像（鏡検法）　　　

網状赤血球数 ＨｂＡ1ｃ　 　　

HCV抗体

HIV抗原抗体 HTLV1抗体

ＡＢＯ式血液型 Ｒｈ式血液型 不規則性抗体スクリーニング

凝固検査
ＰＴ ＡＰＴＴ

Dダイマー FDP

薬   物
ジゴキシン フェニトイン

ＴＳＨ ＦＴ３ ＦＴ４

ＴＲＡｂ 抗Ｔｇ抗体 抗ＴＰＯ抗体

PSA CEA CA19-9
腫瘍マーカー

その他
尿素呼気試験 ヘリコバクターピロリ抗体 血液ガス分析

コロナウイルスＰＣＲ 精液検査

尿・糞便

尿一般定性 尿蛋白定量 尿糖定量

尿沈査 尿アミラーゼ 尿クレアチニン

尿アルブミン 便ヘモ1・2日法 ノロウイルス抗原

AFP

　LAP 　コリンエステラーゼ 　ＣＫ

甲状腺関連

　サイログロブリン

婦人科ホルモン
HCG（血液、尿） FSH E２

PRL プロゲステロン LH

ＲＦ 抗ＣＣＰ抗体 ＭＭＰ-3

ＢＮＰ ＮＴ-ｐｒｏＢＮＰ 心筋トロポニンＴ定性

感染症

ＲＰＲ定性・定量 ＴＰＨＡ定性・定量

ＨＢｓ抗原 ＨＢｓ抗体



備考

2.0以下、10.0以上 （g/dL）

1.0以下、7.0以上 （g/dL）

総ビリルビン 10.0以上 （mg/dL）

500以上 （IU/L）

ALT（GPT） 500以上 （IU/L）

LD 500以上 （IU/L）

350以上 （IU/L）

γ－ＧＴＰ 1000以上 （IU/L）

800以上 （IU/L）

1000以上 （IU/L）

500以上 （IU/L）

尿素窒素(BUN） 50.0以上 （mg/dL） 透析患者は除く

5.0以上 （mg/dL） 透析患者は除く

（mEｑ/L）

クロール（CL） 80以下、120以上 （mEｑ/L）

2.5以下、6.5以上 （mEｑ/L）

6.0以上 （mg/dL）

マグネシウム 1.5以下、5.0以上 （mg/dL）

20.0以上 （mg/dL）

50以下、300以上 （mg/dL）

アンモニア 200以上 （μg/dL）

（　/μL）

（×10４μL）

（g/dL）

（％）

血小板 3.0以下、70.0以上 （×10４μL）

血液像 異常細胞出現

不規則性抗体 陽性

ＡＰＴＴ 40.0以上 （秒）

450以上 （mg/dL）

（pg/mL）

2900以上 （pg/mL）

心筋トロポニンＴ定性 （＋）

2.0以上 （ng/mL）

40.0以上 （μg/mL）

20.0以上 （μg/mL）

15.0以上 （μg/mL）

150.0以上 （μg/mL）

20.0以上 （μg/mL）

コリンエステラーゼ（CHE）

アミラーゼ(AMY）

総蛋白

200以下、650以上

5.0以下

赤血球

バルプロ酸Ｎａ

テオフィリン

フェニトイン

カルバマゼピン

ＢＮＰ

ジゴキシン

フェノバルビタール

ＰＴ-INR 3.0以上

ＮＴ-ｐｒｏＢＮＰ

フィブリノーゲン

35000以上

ＡＢＯ式血液型 おもて、うら不一致

透析患者は除く

ヘモグロビン

ヘマトクリット 　　15.0以下

血糖

白血球 1000以下、20000以上

無機リン 透析患者は除く

ＣＲＰ定量

ナトリウム（Na）

カリウム（K）

クレアチニン(CRE）

120以下、160以上

ＣＫ

緊急報告を行う検査項目・報告値

AST（GOT）

ALP 小児は除く

項目名 緊急報告値（単位）

アルブミン



容量：8.5ｍL・3.5ml 容量：2.0ｍL 容量：2.0ｍL

内容：血清分離剤 内容：EDTA-２K 内容：フッ化Na

保存方法：室温 保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　生化学項目 　末梢血一般 　血糖検査

　血液型 　HbA1c

　HbA1c

容量：1.9ｍ 容量：1.0ｍL 容量：2ｍL、5mＬ

内容：3.2％クエン酸Na 内容： 　　　7mL

保存方法：室温 保存方法：室温 内容：EDTA2Na

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 保存方法：室温

主な検査項目 主な検査項目 有効期間：容器表示

　凝固検査項目 　尿検査、尿細胞診 主な検査項目

　尿細菌 BNP、レニン、ACTH

アルドステロン、アミノ酸分析

容量：1.6ｍL 容量：5.0ｍL、10.0mL 容量：1.0ｍL

内容：3.2％クエン酸Na 内容：ヘパリンNa 内容：トロンビン様酵素

保存方法：室温 保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　血沈 　薬物（一部） 　尿中FDP

　脂肪酸4分画

　血中鉛

容量：1.0ｍL 容量：2.0mL 容量：10.0ｍL

内容：徐蛋白液1.0mＬ 内容：EDTA2Na 内容：ヘパリンNa

保存方法：冷蔵 　　　アプロニチン 保存方法：室温

有効期間：容器表示 保存方法：室温 有効期間：容器表示

主な検査項目 有効期間：容器表示 主な検査項目

　乳酸、ピルビン酸 主な検査項目 　DLST・細胞表面ﾏｰｶｰ

　薬物（一部） 　細胞性免疫（血液）

　脂肪酸4分画 　染色体検査（血液）

容量：6.0ｍL 容量：15.0mL 容量：5.0ｍL

内容：EDTA2K 内容： 内容：凝固促進剤

（スプレーコート） 　　 保存方法：室温

有効期間：容器表示 保存方法： 有効期間：容器表示

主な検査項目 有効期間：容器表示 主な検査項目

　遺伝子診断検査 主な検査項目 　HCV-DNA

（血液） 遺伝子診断検査 　HBV-DNA

＊染色体検査不可
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容器一覧

10

9 尿中FDP

ウイルス遺伝子（血清）

細胞性免疫専用容器

細胞表面マーカー

4

13 遺伝子検査（血液） 16 遺伝子検査（骨髄） 18

凝固容器 5 滅菌ポリスピッツ 6 EDTA-2Na容器

1 生化学容器 2 末血容器 3 血糖容器

乳酸・ピルビン酸容器 11 EDTA-アプロニチン 12

7 血沈専用容器 8 ヘパリン容器

アプロチニン入



容量：2.0ｍL 容量：5.0ｍL 容量：8.5ｍL

内容：ヘパリンNa 内容： 内容：ACD液

保存方法：室温 保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　エンドトキシン（血液） 　HIV確認検査 　PAＩｇG

　（１→3）-β-Dグルカン

容量：4.0ｍ 容量：4.0～8.0ｍL 容量：5.0ｍL

内容：添加剤 内容：保存剤 内容：安定化剤

保存方法：冷蔵 保存方法：室温 保存方法：室温・遮光

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　エンドトキシン透析液 　尿中ミオグロビン 　NMP22

容量： 容量：適量 容量：

内容： 内容： 内容：

保存方法：室温 保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間： 有効期間： 有効期間：

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　糞便検査 　便中ヘモグロビン 　尿素呼気試験

　寄生虫

　CDトキシン

容量：6.0ｍL 容量： 容量：

内容：ヘパリンリチウム 内容： 内容：

保存方法：室温 保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　QFTゴールドプラス 　淋菌ＰＣＲ 　淋菌ＰＣＲ

　クラミジアPCR 　クラミジアPCR

容量：6.0ｍL 容量：3.0ｍL 容量：ホルマリン

内容： 内容：凝固促進剤 　　お客様にて分注

保存方法：室温 保存方法：室温 内容：

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 保存方法：室温

主な検査項目 主な検査項目 有効期間：

　薬物（一部） 　HCVRNAｼﾞｪﾉﾀｲﾌﾟ 主な検査項目

　間接クームス 　病理組織検査
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容器一覧

HIV 23 血小板表面IgG用

34 STD核酸同定容器（尿・うがい）

35 プレイン菅 36 40 病理組織検査容器

33 QFT容器 34 STD核酸同定容器（子宮頚管・咽頭）

20 エンドトキシン・β-Ｄグルカン 21

24 エンドトキシン・透析 25

27 糞便一般用 28

遺伝子一般（血清）

便中ヘモグロビン 31 呼気採取パック

26 NMP22専用容器尿中ミオグロビン



容量： 容量：3.0mL 容量：

内容： 内容：ヘパリン中和剤 内容：

　　　血清分離剤 保存方法：室温

有効期間：容器表示 保存方法：室温 有効期間：容器表示

主な検査項目 有効期間：容器表示 主な検査項目

　便中ピロリ検査 主な検査項目 　VZV特異抗原

　アルミニウム 　HSV特異抗原

容量： 容量： 容量：

内容： 内容： 内容：

保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間：容器表示 　　　凍結不可 　　　

主な検査項目 有効期間： 有効期間：

　HPV 主な検査項目 主な検査項目

　婦人科細胞診 　アカントアメーバー 　マイコプラズマ

　核酸同定（LAMP）

容量： 容量：3～10mL 容量：7.0mＬ

内容： 内容： 内容：EDTA2Na

保存方法：室温 保存方法：室温 保存方法：

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　細菌検査 細菌検査・血液培養 　不規則抗体スクリーニング

　クロスマッチ

容量：10.0mL 容量：①生化学8.5mL 容量：4.0ｍL

内容：ヘパリンNa 　　　②EDTA7.0mL 内容：EDTA２Na

保存方法：室温 内容：①分離剤 保存方法：室温

有効期間： 　　　②EDTA2Na 有効期間：容器表示

主な検査項目 保存方法：室温 主な検査項目

　TSPOT 有効期間： 　ビタミンB１

主な検査項目 　ビタミンB２

　不規則抗体同定

容量：2.0mＬ 容量：2.0ｍL 容量：2.0mＬ

内容： 内容：EDTA２K 内容：EDTA

保存方法：室温 保存方法：室温

有効期間：容器表示 有効期間：容器表示 有効期間：容器表示

主な検査項目 主な検査項目 主な検査項目

　シクロスポリン 　アンモニア 　トロポニンT定性

　タクロリムス 　末梢血、BNP
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容器一覧

アルミニウム専用容器 50 VZV・HSV採取

遮光EDTA

69 全血凍結検体用 73 アンモニア専用容器 74 トロポニンT定性

59 T-SPOT・TB 66 68

細菌検査用 55

不規則抗体同定

細菌検査用（血液培養） 56 輸血関連

アカントアメーバー用 53 マイコプラズマ核酸同定

47 便中ピロリ専用容器 48

51 婦人科細胞診・LBC 52

54

むら

さき



容量：5.0mL 容量：60ｍL 容量：

内容： 内容： 内容：

　　　保存液 保存方法：室温 保存方法：室温

保存方法：室温 有効期間：容器表示 有効期間：

有効期間：容器表示 主な検査項目 主な検査項目

主な検査項目 　透析液 結核菌（LAMP)

　百日咳菌（LAMP) レジオネラ菌（LAMP)
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容器一覧

透析液/R2A-MF
結核菌（LAMP)

レジオネラ菌（LAMP)
75 百日咳菌核酸同定 76



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録衛生検査所 
 

衛生検査所名称 業務内容 自治体登録番号 

（株）臨 床 宮 崎 生・清・血・微・寄・病 宮崎市第 ２ 号 

 

    〔注〕生：生化学的検査  清：血清学的検査  血：血液学的検査  微：微生物学的検査  寄：寄生虫学的検査  

 病：病理学的検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■ 検査に関するお問い合わせは・・・ 
 

         臨床宮崎インフォメーション ＴＥＬ ０９８５（５２）６６８８ 

                    ＦＡＸ ０９８５（５２）８０９３ 
 

 


